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　　　　　プロローグ







　待ち合わせの場所は、酷ひどく荒れた海だった。

　最新の戦略級原子力潜水艦かんは、木っ端を散らすような風雨の中にあっても揺らぎもしなかったが、さすがに周囲には漁船の姿も見えなかった。

　ベーリング海ではいま、白い風が横殴りに吹きつけ、司令塔の右う舷げんにはたちまち雪がこびりついて固まり、黒い艦を白く塗り替えていく。

　セント・ローレンス島が近いのだが、いまは影も形も見えない。

　浮上して三〇分──相手の船はまだ来てはいなかった。

　約束の時刻は四八時間も前に過ぎている。

　日付変更線のほぼ真下、ベーリング海の冷たい海の中で、潜水艦は丸二日、じっと息を潜めていたが、先ほどようやく、浮上命令が来たのだった。

　隠密行動の潜水艦が、一ヶ所に留とどまる時間が長引けば、時間と比例して危険は増す。一度、カナダ海軍の攻こう撃げき型原子力潜水艦が傍そばを通った時は、アクティブソナーを打たれ、ジャミングに失敗すれば、魚雷戦を余よ儀ぎなくされるところだった。

　それでも留とどまり続け、待ち続けるのは、それが命令だからだ。

　艦かんには、諜ちよう報ほう部の人間が一人、特務を帯びて乗り込んでいた。艦長以下乗員全員、会談の相手が誰だれで、目的が何であるのか、それを知る立場にはなく──知る必要もない。

　命令書は本物だった。

　軍人はそれに従えばいい。そうでなくては巨大な艦を、Ｇジー・Ｏオーのように巨大なただひとつの生物として動かすことなどできない。

　一度、艦に乗り込めば、乗員はその臓器とならなくてはならない。艦を維持するためだけに思考し、脳である艦長の指示に従う──それが優秀な潜水艦乗りだ。

　さらに五分が経過した。

　吹雪ふぶきの向こうに、ゆっくりと巨大なタンカーが姿を現したのは、その時だった。無論、肉眼で視認できる前に、その姿はレーダーに捉とらえられている。

　潜水艦の司令塔のハッチが開き、防寒コートに身を包んだ男──特務諜報員が顔を出すと、その髪がたちまち雪で白く変わった。男は分厚い手袋でそれを払うと、タンカーを見上げた。

　ところどころ雪がこびりついた巨大な船の姿は、死にかけた鯨くじらを思わせる。

　彼の目の前でタンカーは速度を落とし、潜水艦に横付けをする格好でゆっくりと停止した。舷げん側そくにはロシア語で『ナターリア号』とある。どこに問い合わせても、登とう録ろくされていないことを男は知っていた。

　その甲板に、一人の老人が現れた。

　防寒コートに身を固め毛皮の帽子を被かぶっている姿は、これぞロシア人、という格好だった。笑ったことなどない、というほど口元をきつく結び、皺しわの奥で暗く眼光を光らせている。

　そんな老人に向かって、男は大仰に腕を広げて見せた──まるで抱き締しめようとするかのように。

　だが、老人は何の反応も返さず、軽けい蔑べつしたように男を見下ろしただけだった。

　男は肩を竦すくめた。

「それで？　持ってきてもらえたんでしょうな？」

　衿えり元もとのマイクに向かって、男は明めい瞭りようなロシア語で言った。老人の耳につけられたイヤホンからこちらの声は明確に届いているはずだった。

『あたりまえだ』

　老人の嗄しわがれた声がざりざりと耳に触った。

『そっちこそ、これをきちんと使ってもらえるんだろうな？』

「それはもう。使わないでどうします？　すぐに準備に入りますよ。……しかし、大丈夫なんですか、博はか士せ？　我々がこれを使えば、どうしたってあなたのしたことは《ガルド》に知られますよ？　ただでは済まない」

『心配してくれるのかね？　アメリカ人が、ロシア人の私の身を』

　男は小さく笑った。

「対立は古い話です。私はあなたの才能を惜しんでいるんですよ。あなたは間違いなく、世界の頭脳の五本の指に入る方だ。できればこいつと一緒に亡命して頂きたいんですがね」

『私と共に歩んでくれたスタッフを見捨てることはできん。それにこれの調整は済んでいる。もはや私の手は要いらん』

「そうですか、残念です。……我々も背水の陣で臨みますから、まあ見ていてください」

　それを聞くと、老人は頷うなずいた。

　男はマイクのスイッチを切り替えると、

「……私だ。扉を開けろ」

　と囁ささやいた。

　すぐに潜水艦かんの前部に並んだ、潜水艦発射式弾道ミサイルＳＬＢＭの発射扉のひとつが、ゆっくりと開き始めた。だが、中は空だ。核ミサイルは格納されていない。

　タンカーの方で、人の動きが慌しくなった。

　巨大なクレーンが吹雪ふぶきの中で起動し、嵐あらしの中でもガラガラと鎖くさりの音が聞こえた。

　やがて、激しい風に揺られながら持ち上がったのは、巨大なカートリッジのような物だった。

　見る者が見ればわかったであろう。

　それは《棺かん桶おけ》の名を持つ強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッド《コフィン》であった。

　鎖で何重にも拘束され、だが扱いは、赤ん坊に触れるように慎重に行われた。

　少しずつ、発射筒に挿入されていく様子を見守る男の口元には、笑みが浮かんだ。

「これが、最初のＶナ──」

　男の呟つぶやきはしかし、吹雪に溶けて流れ、誰だれの耳にも届くことはなかった。













　　　　　Ⅰ．ダブル・アピアランス







　裸で、首にはめられた漆黒の《首輪チヨーカー》以外、何も身につけていない少女──海かい津づ院いん真しん珠じゆは、暗いカプセルの中で、背中を預けている《寝台バース》から伝わる震しん動どうを感じていた。

《揺り籠かご》の名を持つ、強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッド《クレイドル》での大気圏突入はとても優しい。

　震動とはいっても、体を内臓から揺さぶられるようなものではなく、くすぐったさすら感じる程度の震ふるえでしかない。

「《制動かかります》」

　耳のすぐ脇わきのスピーカーが合成音声の警けい告こくをそう告げて、直後に体が沈み込むような感覚があった。地球の重みが肩に乗る。出発前に食べたお昼の、丸ごと焼いた『マグロの焼き魚定食』が少しお腹なかにもたれている。

（でも、おいしかったな）

　トロリとした脂の味を思い出して、真珠は少し唇を舐なめた。

　天然の魚は合成魚とはやはり味が違う。脂が多い食材は特にそれが顕けん著ちよに出る。尾頭付きのマグロも、真しん珠じゆたちにしてみれば小さめ魚の類たぐいだが、贅ぜい沢たくこの上ない味だった。

　だが、二人の姉と一人の妹には、あまり受けが良くなかった。人種の違いだろうか？

　遺い伝でん子しに食べ物の嗜し好こうが刷り込まれるのかどうかは知らないが、アメリカ生まれのレインとルビー、イギリス生まれのミルキィは、あまり食が進まなかった。対して、日本生まれの真しん珠じゆと、双子に等しい晶あきらは、文字通り箸はしが進んだ。

（けれど、やっぱり四匹は食べすぎだったみたい）

　ちら、と胸の谷間の向こうの剝むき出しのお腹なかを見て、真珠は反省した。ほんの少し、膨ふくらんでいる。消化してしまえば元に戻るとはいえ、モニターされるのが鎖さ骨こつから上で良かった、と思った。

（こんなお腹、隊長さんに見せられないもの）

　そう考えて、真珠はぽっと頰ほおを赤らめた。隊長に裸を見せるなど、想像しただけで恥ずかしい。

「《通信回復します》」

　再びそう声がして、真珠は表情を引き締しめた。直後、目の前のモニターに髪をクルーカットにした若い将校の半身が映し出された。

　天あま宮みや竜りゆう一いち郎ろう中尉──真珠たち《ヴァルキュリア騎き兵へい》を率いる若き士官である。

　ブルーのショートケープをつけた古いヴァイキングの男性のような格好は、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》──《the United Nations Calvary Of Valkyrie》──つまり《ヴァルキュリア国連騎兵隊》の男性騎兵の制服だ。

　もっともいまのところ、男性騎兵は彼一人なので、他ほかに同じ制服を着ている者はいない。

　この、二二歳の若き隊長が真珠たちを率いるようになって四ヶ月が過ぎていたが、関係はとても上う手まくいっていた。

『みんな、準備はいいか？』

　そう彼が言うと、モニターの両端に小さくウィンドウが次々開いて、姉妹たちの様子を映し出した。皆、裸で、鎖骨から上だけが映っている。

『海かい津づ院いん伍ご長ちよう、少し心拍数が高いぞ。安定剤が必要か？』

「い、いえ、大丈夫です」

　どきりとして、真珠は慌てて言った。まさか、隊長に裸を見られることを考えてドキドキしてしまいました、などと言えるはずもない。

『そうか。ま、下へ手たに慣れてしまうよりも、多少は緊張があった方がいい』

　竜一郎は、真珠の胸の内になど少しも気づかずに、一人そう納得した。カメラに身を乗り出したのか、隊長の顔が少しアップになる。

『もう一度、作戦を確認する』

　そう言った途と端たんに、モニターの空いたところに別のウィンドウが開いてＣＧが表示された。

　地形のグラフィックと、『Mongol』『Gジー・Oオー』『Ulan Bator』といった名称が映し出される。その中の『G・O』とある赤点に重なるように太い矢印が表示された。矢印の先は、『Ulan Bator』に繫つながっている。

『Ｇ・Ｏは現在、真っ直すぐにモンゴル国の首都、ウランバートルを目指してモンゴル高原を時速八〇キロで北上中だ。そこで、我々はモンゴル政府、中国政府、ロシア政府の協力の下もと、ウランバートルの手前一〇キロ地点に《落とし穴》を造った。直径四〇〇メートルの大穴だ』

『へー、どうやって？』

　そう訊きいたのは、二番目の姉（といってもそれはナンバリング上のことで、いつもレインとどちらが真の長女かという不毛な争いをしている）の、ルビー・フォレストだった。彼女は、アフリカ系アメリカ人の遺い伝でん子しを持ち、肌は美しい褐色で、強いウェーブのかかった黒髪を後ろに流してひとつにまとめている。五姉妹の中では一番背が高く体格もいい。

『大量の爆ばく薬やくを積んだ掘削機を地下に進行させて爆発させた。爆発の衝しよう撃げきでウランバートルにも相応の被害が出たが、Ｇ・Ｏによって引き起こされる被害を考えれば軽微だ』

『被害ってどのくらいさ』

『二〇階建てのビルが三つほど倒とう壊かいしたな。避ひ難なんは完了していたから死者はなしだ』

『あれが爆発したらみんな死んじゃうんだから、ビルのひとつや二つ、大したことないネ』

　ウィンドウの中で、レイン・ジーストがよく欧米人がやるように肩を竦すくめた。美しいブロンドの髪が白い肌に絡んでふわりと揺れる。彼女は、アングロサクソン系アメリカ人の遺伝子の提供を受けていて、目もサファイアのように青い。

　この二人は、真珠とはひとつ違いの一七歳だったが、顔立ちも体の成熟度も格段に違った。

　彼女たちはよくふざけて、竜りゆう一いち郎ろうを大きな胸の間に挟んで完全に埋もれさせてしまうということをして彼の反応を楽しんだりするのだが、それは真しん珠じゆにはできぬ相談──もしやれたとしても、恥ずかしくてできるわけもなかったが──だった。

　何しろ、埋もれさせるモノの大きさが違う。

　レインは九五〇センチ、ルビーは九八〇センチの胸の持ち主なのだ。比べると、真珠は八三〇センチでしかなく、その上アンダーバストのサイズは二人と同じという悲しい状態だった。

　真珠が小さくため息をついたことに気づかず、竜一郎は苦笑した。

『家を失った人々にしたら、大したことじゃない、じゃ済まないけどな』

『デモ、命あっての物種ヨ？　贅ぜい沢たくは敵ネ！』

　レインが意気込むと、もっともだ、というかのように水みず樹き晶あきらがこっくりと頷うなずいた。眼鏡めがねをかけ、真珠と同じ黒髪を三つ編みのおさげにした彼女は、真珠と同じく日本人の遺伝子形質を獲かく得とくしている。無口でめったに喋しやべることがないこの姉は、それでも、竜一郎が隊長になってからは、ずいぶんとわかりやすくなってきた。

　竜一郎は手を叩たたくと、脱線しそうになった会話を引き戻した。

『いいか、続けるぞ。──ジースト、フォレスト両伍ご長ちようは、着地後、それぞれＧジー・Ｏオーの左翼よく・右翼を距離一〇〇を取って併進しつつ、Ｇ・Ｏが進路を変えるようであれば、射しや撃げきを加えてこれを穴に誘ゆう導どう。追い落とせ。海かい津づ院いん伍長は、ウランバートル側の穴の手前で待機。上う手まくＧ・Ｏが落ちたら《槍ランス》を投とう擲てきしてとどめをさせ。水みず樹き伍長はＧ・Ｏの後方八キロで指示があるまで待機。ただし常に感覚器官に照準を合わせておけ』

　晶あきらはこっくりと頷うなずいた。彼女は近眼でありながら、優秀な狙撃手スナイパーなのだ。

『隊長さん、ミルキィは？』

　画面の隅で、見るからに幼い少女──ミルキィ・コーラルが、ふわふわのブロンドの頭を僅わずかに傾かしげた。この末妹はイギリス人の遺い伝でん子しの提供を受けていて、真しん珠じゆのひとつ下でしかなかったが、レインたちと違って実年ねん齢れいよりも成長が遅い。体格も小さく、戦せん闘とうには向いていないため、現在は『衛えい生せい兵』として活かつ躍やくしている。

　彼女を安心させるように、竜りゆう一いち郎ろうは笑顔になった。

『いつも通りさ。──コーラル伍長は、海津院伍長の後方で待機。要よう請せいに応じて行動すること』

『らじゃー』

　ミルキィは少しおどけた様子で言って、モニターの中の、晶を除く全員の表情を和ませた。

　それを引き締しめるように、

『──《第二制動かかります》』

　ポッドの音声が再びそう告げて、先刻よりは少しだけ強く、真珠は肩に重力を感じた。

　モニター隅の高度表示がゼロに近づいていく。

　数秒と経たたず、ずん、という音と震ふるえが伝わって、表示が『landing』と変わった。

『《ドレスアップ開始します》』

　声と共に、特殊ポリマーアロイの噴ふん霧むが始まった。チョーカーから下の肌に、霧きり状の液体が直接塗布されていく。ほとんど温度は感じない。風を受けているようなものだ。この、五種類の高分子化合物を混合した高重合体は、対衝しよう撃げき性に優れたインナーウェアとなる。速乾性で、柔軟性にも優れた基本中の基本装備だ。

　ウェアの形成が終了すると、真珠は足を台から外した。足裏にもポリマーはきちんと塗布されている。それを脇わきのショートブーツへと滑り込ませる。

　体重をかけると、待ちかねたように、縁ふちに刺し繡しゆう飾りのついた一枚布が腰に巻きついて、スリットが大きく動きやすいスカートへと変わった。体には、白銀のボディアーマーが前後から装着され、下腕にはガントレットがはめられる。それが済むと上からヘルメットが降りてきて、頭をすっぽりと覆おおった。頭を下げ、翼つばさを後ろに向かって伸ばした白鳥の優雅な姿を模した形をしている。最後に、ふわりと肩に、シルバーホワイトのケープがかけられ、右の胸の上で黄金の《騎き兵へい隊章》によって止められた。

　古代ヴァイキングの戦せん闘とう装備に似たクラシカルな姿は、しかし、最新技術の塊である。

　偏光バイザーには、母船である衛星オービツト・軌道輸送艦トランスポーター《スレイプニル》から送られる情報が、余すことなく表示され、スカートは、防弾効果はいうに及ばず、これを外して被かぶれば溶岩に飲み込まれても生せい還かんが可能という代しろ物ものだ。

　モニターの中で他ほかの姉妹もほぼ同時に《ドレスアップ》が終わった。

　前は《アーマー装着》と言っていたのだが、真しん珠じゆたちの意見によって変更になっていた。

「そんなに、こだわるようなことなのか？」

　と首を捻ひねる竜りゆう一いち郎ろうに真珠は──《アーマー装着》だと、どうしても『これから戦わされる』という気持ちが生まれる。やることは同じでも、言い方ひとつで気分は変わるから、どうせやらなくてはならないのなら、少しでも気分良くやりたい──と上申した。

　そういうことなら、と許してくれ、すぐに変更をしてくれる竜一郎の寛容さが、真珠たちは好きだった。自分たちはずいぶんわがままも言っていると思うのだが、この隊長は嫌な顔ひとつしないで、何事にも真剣に取り組んでくれる。

　自分たちをものと──ただの生物兵器としてしか扱わなかった前任者とは大違いだった。

　そんな竜一郎の命令だからこそ、真珠たちも従っているのだ。いまの彼女たちは、以前のような《首輪チヨーカー》の強制ではなく、自発的に国連に協力している。

「《ハッチ、開きます》」

　合成音声が告げ、空気が抜ける音がして、ゆっくりとポッドのハッチが持ち上がって開いていった。いつもの海と違い、今日は海水が流れ込んでくることがない。水面に反射することがないぶん、陽ひ射ざしも常よりはやわらかい感じがする。

　ハッチが完全に開くと、真珠は外へと足を踏み出した。

　ずずん、と辺りに震しん動どうが走る。

　乗り捨てられた車が、その一歩で大きく揺れた。車の大きさは彼女の足の長さほどもない。まるで玩具おもちやである。

　それも当然だった──なにしろ、真珠の身長は一六メートルもあるのだ！

　彼女ばかりではない。他ほかの姉妹もそれぞれ同じくらいに背が高く、ルビーなどは一九メートル、一番背の低いミルキィでも一四メートル近くはある。

　ノルウェー中南部のヨートゥンハイメンで見つかった巨人の女性の凍結卵子と人間の男性の精子を受精させて生まれた子供──それが、真珠たち《ヴァルキュリア》である。

　真珠はポッドの中から《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を取り出した。

　指が触れただけで、《槍ランス》は小さく歌いだす。Ｇジー・Ｏオー──『Ｇｉａｎｔジヤイアント・Ｏｇａｎｉｃオーガニツク』──つまり巨大生物──の体組織を、原子レベルで分解・消滅させることのできる《解明不可能現象》だ。

　この、柄つかが黄金色に輝かがやく、美しい彫刻を施した《槍》は、巨人の女性と同じ場所で発掘された、いまだ人類が複製できない未知の金属でできた、真しん珠じゆたちと並ぶ対Ｇジー・Ｏオー戦の切り札である。《解明不可能現象》は、真珠たちが触れることでしか起こらない。どれほど損傷を与えようとも再生するＧ・Ｏは、この《槍ランス》でしか倒すことができない。

　真珠は、《槍》とガントレットをケーブルで繫つないで背中のラックにかけ、銃架から、《ヴァルキュリア》用にサイズを合わせて造られた突撃銃アサルトライフルを外して肩に下げた。大砲並みの口径を持つこの銃でも、Ｇ・Ｏにはたいした傷は負わせられないが、牽けん制せいには十分役に立つ。

　スライドを引いて一発目を薬室に送り込み、安全装置を外した。

「シンジュお姉ちゃん」

　という声に振り返ると、少し緩ゆるめのヘルメットに顔をうずめるようにして、ミルキィが駆けてくるところだった。手には救急箱を持ち、《槍》を背中に、短機関銃サブマシンガンを肩にかけている。真珠に比べれば小柄とはいえ、身長一四メートルの少女が走れば、それなりの震しん動どうは起こる。後右のウランバートルの街で、脆もろくなったビルのひとつが崩ほう壊かいして、二人はその轟ごう音おんに首を竦すくめた。

「ミ、ミルキィのせいじゃないよね……？」

　そう言った彼女の装備は、武器以外は、ケープの色を除けば真珠と同一だ。

　これは他ほかの姉妹も同じで、それぞれのケープは、ミルキィはピンク、晶あきらはレモンイエロー、レインはパープル、ルビーはシャインレッドとなっている。
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　真しん珠じゆは少し体を屈かがめると、ミルキィのミルクプリンのような頰ほおに、ひた、と手を触れて微笑ほほえみ、ウインクをしてみせた。

「大丈夫。内緒にしておきましょ。きっとわからないよ」

「そ、そうだよね？」

　少女の青い瞳ひとみが期待に輝かがやく。真珠は大きく頷うなずいてみせた。

『……そんなわけないだろう？』

　不意に、竜りゆう一いち郎ろうの顔がバイザーに映し出されて、二人は首を竦すくめた。

「き、聞いてたんですか、隊長さん」

『あたりまえだ。作戦中の交信は全すべてモニターしているに決まってるだろう？』

「お、おにいちゃん、怒る……？」

　恐る恐るミルキィが聞くと、竜一郎は首を振った。

『気にするな、事故だ。構造が爆ばく破はの影えい響きようで脆もろくなっていたんだろう』

「そうですよね！」

　明るい声で真珠が言うと、竜一郎は少し眉まゆを顰ひそめた。

『それはそれとして、少し気が緩んでいるぞ、二人とも。緊きん張ちようしすぎるのも良くはないが、リラックスしすぎるのも良くはない。注意力が散漫になれば要いらぬ怪け我がをする』

「はい、おにいちゃん」

「気をつけます、隊長さん」

　バイザーの中で竜一郎は頷うなずいた。

『よし──海かい津づ院いん伍ご長ちよう、コーラル伍長、配置につけ。そろそろレインとルビーが仕掛けるぞ』




　それは、世間でいうところの『恐きよう竜りゆう』に見えた。

　強きよう靭じんな後ろ足で体を支え、太い尾を振りながら前傾姿勢で歩き、手は非常に小さく、代わりによく発達した顎あごには、恐ろしいほど鋭えい利りな歯がずらりと並んでいる──竜りゆう盤ばん目もく獣じゆう脚きやく類最強の恐竜、ティラノサウルスにそっくりだ。

　だが、大きさは桁けた違いだった。

　頭の先から尾の先までは、八〇メートルもある。発見されているかの恐竜の化石の全長が一五メートル前後であるから、約五倍も大きい。

　もちろん本物の恐竜ではない──Ｇジー・Ｏオーだ。

　彼らは、何ど処こからか突然現れると近場の大都市を目指す。そうして辿たどり着くと動かなくなり、数時間から数日で、核かく爆ばく弾だんを飲み込んでいたかのような大爆発を起こし、周囲十数キロを壊かい滅めつさせる。

　これを国連では《ＧゴＯツＣク》──ジャイアント・オーガニック・カラミティ──巨大生物惨事と呼んでいる。

　竜りゆう一いち郎ろうが《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の隊長に就任して以後は、《ＧゴＯツＣク》は未然に防がれているが、この災害によって既に、初期にはマルセイユ、根ね室むろ、コンセプシオン、ガルベストンが、新しいところではニューカレドニア、マイアミが消滅しており、死者の総数は五〇〇万人を超えている。

　Ｇジー・Ｏオーの目的はわかっていない。そもそも目的があるのかどうかさえ不明なのだ。かつては、いずれかの国のバイオテロではないか、と疑われたこともあったが、現在では、これは自然災害と考えられている。

『フォレスト伍ご長ちよう、ジースト伍長、準備はいいか？』

　恐きよう竜りゆう型Ｇ・Ｏがゆっくり（といっても時速八〇キロは超えている）近づいてくるのをポッドの陰から見ていたルビーのバイザーに、竜一郎の顔が現れてそう告げると、ルビーは少し不敵な笑みを浮かべ、

「いつでもいいぜ」

　と答えた。

　彼女の手には投とう擲てき弾発射機構付きの突撃銃アサルトライフルがあった。通常、ルビーの武器は重機関銃マシンガンと投擲弾発射銃グレネードランチヤーなのだが、今回の作戦は、Ｇ・Ｏと共に移動しなくてはならないため、変更になっていた。重火器を抱えて走るのは難しいからだ。五五・六ミリ×四五〇ミリという、いつもに比べると小口径の銃しか携行できないのは、多少心こころ許もとなかったがしかたがない。

『ワタシもＯＫね』

　と言ったのはレインだ。ルビーがちらりと見ると、彼女は自分のポッドに寄りかかるようにして突撃銃を構え、いつでも走り出せる体勢になっていた。

『よし来るぞ。準備』

　ルビーは安全装置を外すと、突撃銃を腰溜だめに構えて体を低くした。

　バイザーにはＧ・Ｏの行動が、衛えい星せい軌き道どう要よう塞さい《ヴァルハラ》のメインコンピューター《ノルン》の内のひとつ、現状分析担当の《ベルザンディ》からリアルタイムで送られてきている。

　肉眼でもＧ・Ｏの姿は確認できていたが、距離感はいまひとつ摑つかみ難かった。なにしろ、高原には比較するべきものがなかったからだ。その辺は海で戦った時と条件はあまり大差ない。

　二つのポッドの着地点を繫つなぐ線に光点が近づくにつれて、地じ響ひびきが大きくなってきた。

　ルビーは、銃口を立ててＧ・Ｏが過ぎるのを待ち構えた。

　ズズン、ズズン、と一歩毎にポッドが揺れる。

　トリガーに指をかけていたら、思わず引いてしまいそうなくらい強い揺れだ。

　ルビーは街を見た。大穴の向こうに立つ二つのポッドは、ここから見るとビルのひとつのようだった。

　真しん珠じゆとミルキィの姿は見えない。自分たちと同じように隠れているのだろう。

　光点が、ついにラインに触れた。

　バイザーに『Ｍｉｓｓｉｏｎ　Ｓｔａｒｔ』の文字が表示される。

　恐るべき巨体が、二つのポッドの間を通り、ウランバートルへと向かっていく。

（でけえ……）

　ポッドの上に影を落として過ぎた巨体にルビーは息を吞のんだ。羽根を毟むしった鳥の肌のような尻しつ尾ぽが、頭上をうねりながら過ぎていく。この時だけは、人間が自分たちを恐れる気持ちが理解できる。大きい、ということはそれだけで脅威なのだ。

　ルビーとレインはポッドから背中を離すと、少し早足で、しかしＧジー・Ｏオーを刺激しないように気をつけながら、距離を保ちつつ併進を開始した。

　これまでの戦せん闘とう経験から、Ｇ・Ｏは進路を妨げられなければ、もしくは攻こう撃げきを受けなければ、自分から何か仕掛けてくるということはないようだ、とわかっていた。彼らの目的はあくまで街に辿たどり着くこと、そこで爆ばく死しすることらしい、のだ。

　ゆえに、ルビーたちの出番が来るのは、進路上にある穴にＧ・Ｏが気づいた時である。当然、Ｇ・Ｏは穴を回かい避ひしようとするだろう。それを阻止し、追い落とすのだ。しかし──

『ちょっと、怖いネ？』

　ヘルメットにレインの顔がそう流れた。調子は明るいが、空元気なのはまるわかりだ。

『あの牙きば、見たネ？　もの凄すごく鋭するどいヨ。あんなので嚙かまれたら、きっと大変ヨ』

「ほんと。腕くらい簡単に食いちぎられそうだよな」

　Ｇ・Ｏから目を離さずに、ルビーがそう答えると、レインは小さく『Ｎｏ……』と呻うめいた。

『怖いこと言っちゃいやヨ。この前みたいなのは、願い下げネ』

　少し唇を尖とがらせているであろう彼女が、いったい何を思い出しているのかはすぐにわかった──前回の出しゆつ撃げきで相手にしたＧ・Ｏのことだ。

　四日前に北大西洋に現れたそのＧ・Ｏは、鮫さめに酷似していた。

　体長は一五メートルと小柄だったが、ルビーたちは初の水中戦せん闘とうを強しいられて苦戦し、その最中にレインは、スカートの上からＧ・Ｏに太ふと腿ももに嚙みつかれて、パニックになったのだ。

　おかげで、動きを止めたＧ・Ｏにはとどめを刺すことができたのだが、レインを鎮しずめるために、竜りゆう一いち郎ろうは鎮ちん静せい剤を投与しなくてはならなかった。

　Ｇ・Ｏの歯はスカートを裂かなかったが、レインの腿にはくっきりと歯形が残って、丸二日消えなかった。

　目の前を歩いている恐きよう竜りゆう型のＧ・Ｏの牙は、その鮫型Ｇ・Ｏの歯に比べて遥はるかに鋭するどい。

　レインが不安に思うのもわかる。

『二人とも集中しろ』

　音声オンリーで、竜一郎の声がヘルメットの中に響ひびいた。

『ジースト伍ご長ちよう、心拍数が上がっているぞ。フォレスト伍長も彼女の不安を煽あおるようなことを言うな。油断すると思わぬ怪け我がをするぞ』

「了解、了解」

　ルビーは軽く答えた。ニュアンスは伝わったはずだが、竜りゆう一いち郎ろうは何も言わなかった。

　自分たちは結果を出している。それに、

（結局、オレたちに頼るしかないんだからさ）

　一人微笑ほほえんで、ルビーは指をトリガーガードから外した。Ｇジー・Ｏオーはじきに穴の外周に到達する。その時を狙ねらって、射しや撃げきを加え、追い落とすのが一番確実だった。

　やがて恐きよう竜りゆうは止まった。巨大な尾をゆっくりと振りながら、穴の縁ふちから中を覗のぞき込んだり、顔を上げて向こう側を見たりしている。

　レインとルビーは、Ｇ・Ｏの斜め後方に一〇〇メートルの距離を取って立ち止まると、軽く足を開いて銃を構え、照準を赤黒い巨体に合わせた。

　その体勢で、二人は射撃の指示を待つ。

　五秒……一〇秒……突撃銃アサルトライフルの重みが、じわじわと腕に染み込んでくる。照準が徐々にぶれ始めた。早く射撃の指示を出してくれなければ、当たるものも当たらなくなってしまう。

　その時、Ｇ・Ｏが穴を迂う回かいするべく、踵きびすを返した。

　バイザーに『Ｆｉｒｅ！』の文字が赤く表示され、ルビーはトリガーを引いた。

　銃の台だい尻じりが肩を押す衝しよう撃げきと共にマズルフラッシュが瞬またたく。

　五五・六ミリ弾がＧ・Ｏの体に次々と命中し、小山のような突起物が並ぶ表皮に醜みにくい噴ふん火か口こうのような穴を穿うがつ。レインもほぼ同時に撃うち、Ｇ・Ｏに鮮せん血けつを噴ふき上げさせていた。その血は、まるで本物の生物であるかのように赤い。

　ルビーは、刻むように、さらにトリガーを引いた。弾に曳えい光こう弾だんを混ぜてはいないから弾道は確認できなかったが、噴ふき上がる血と肉片がその代わりになった。

　Ｇ・Ｏはよろめき、タタラを踏んだ。

（よし！）

　もう十分と考え、ルビーは銃を下ろした。レインも同じ判断をしたらしい。だが──

『まだだ！　二人とも気を抜くな！』

　竜一郎の声が聞こえた瞬しゆん間かん、Ｇ・Ｏは強きよう靭じんな後肢でその縁ふちで踏みとどまり、体を低くして二人に向かって巨大な口を開き、轟ごう、と咆ほう哮こうした。

「！　しまっ──」

　銃を構え直そうとした瞬間、ルビーは、大地じ震しんの只ただ中なかに放り込まれたかのように、激しく体を揺さぶられた。

　──音は振動である。

　Ｇ・Ｏの発した声は、一瞬でルビーとレインの体の、あらゆる器官、あらゆる装備を震ふるわせて駆け抜けていた。

　バイザーが割れ、あらゆる情報が途絶した。音もそのひとつだった。耳の奥で、癇かんにさわる、きーん、という甲高い音が鳴り響ひびいている。視界はクリアーだが、世界そのものはぐにゃぐにゃと歪ゆがんでいる。手足にも感覚がない。

（な、んだよ……これ……）

　ルビーは、水に映った画えのように揺れる世界を、ただ呆ぼう然ぜんと見ながら、自分が膝ひざをついたことにも気がつかなかった。




「お姉ちゃん！」

「ミルキィ、ダメ！」

　救急箱を持って飛び出そうとしたミルキィを、真しん珠じゆは抱き締しめるようにして止めると、そのままポッドの陰に引きずり込んで押さえた。

　恐きよう竜りゆう型Ｇ・Ｏは、その物音に振り向いたが、レインとルビーにしたように、吠ほえかかるようなことはせず、地響きを立てながら、二人の傍そばに行って巨大な顔を動かない体に押し付けるようにした。

　末妹はべそをかき、小さな手で必死に真珠の体を押した。

「このままじゃ、お姉ちゃんたち食べられちゃう！」

　真珠はミルキィの口を押さえ、そうして顔を寄せて囁ささやくようにした。

「だからって、ミルキィが飛び出していってもどうしようもできないでしょ！　あなたの短機関銃弾サブマシンガンじゃ、きっと当たる傍から再生するわ！」

「べぼっ（でもっ）！」

「わかってる、黙だまって見ているつもりはないわ」

　真珠はミルキィの口に当てていた手を離すと、ヘルメットの白鳥の翼つばさの飾りのひとつに触れた。

「……隊長さん、真珠です」

　呼びかけに応こたえて、バイザーに竜りゆう一いち郎ろうの険しい顔が映し出された。

　明らかに怒っている。

　真珠はどきりとしたが、それは自分に対してではなかったらしい。

『賢けん明めいな判断だ、海かい津づ院いん伍ご長ちよう』

　そう誉ほめてくれたからだ。

『これから水みず樹き伍長に狙そ撃げきを敢行させる。伍長はポッドの陰から出て、Ｇジー・Ｏオーを挑発しろ。奴やつを穴の傍そばに誘い出せ』

「り、了解しました」

『狙撃後、伍長は手て榴りゆう弾だんを投とう擲てき。奴の足場を崩せ──落ち着いて訓練通りにやればいい』

「はい」

『──よし、始めるぞ。連中ががぶりとやられる前に注意を逸そらさなくてはな』

　ぷつり、と映像は消えた。

　真しん珠じゆはミルキィを押さえていた手を離すと、その顔を覗のぞき込むようにした。

「いい？　ここから出ちゃダメよ？　まだあなたの出番じゃないわ。もし、あたしが失敗したら、その時はきっとミルキィの出番よ。隊長さんから指示があるまで、ここを動かないこと。いい？」

　ミルキィは頷うなずいたが、その目には涙が溜たまっていた。

「大丈夫だよね、真珠お姉ちゃん……」

「もちろん！　隊長さんの命令に従っていれば、絶対に大丈夫。いままでだってずっと勝ってきたでしょ？」

　真珠がウィンクをして微笑ほほえんでみせると、ミルキィは、こっくりと頷いた。

　頷き返し、真珠は立ち上がると、ポッドの陰から出た。

　高原を吹き抜ける風が、真珠の長い黒髪を、ざあ、となびかせた。

　恐きよう竜りゆう型Ｇジー・Ｏオーは、まだ二人の姉に嚙かみついてはいなかったが、巨大な口をぱっくりと開け、うなだれたルビーの頭にかぶさろうとしていたところだった。ぬめぬめと動く真っ赤な舌から滴る唾だ液えきが、ルビーのヘルメットを濡ぬらしている。

　真珠は息を吸い、空に向かって突撃銃アサルトライフルを一連射した。轟ごう音おんが風を裂き、灼しやく熱ねつした薬やつ莢きようが乾いた大地に転がる。

　Ｇ・Ｏはぴたりと動きを止めると、首だけを器用に後ろに向けて、黄色い目で真珠を見た。

　ぞっとするような目だった──知性とか、情緒とか、そうしたものとは完全に無む縁えんな、獣けものの目だ。

　低く唸うなり、Ｇジー・Ｏオーはぐるりと体を返した。太い尻しつ尾ぽが鞭むちのようにしなって、ルビーの横っ面を直ちよく撃げきし、彼女は頭から地面に叩たたきつけられた。

「！」

　どっと鼓動が速くなる。

『──ルビーは大丈夫だ。気を失っているが、怪け我がはない』

　安心させるように、竜りゆう一いち郎ろうの声が聞こえた。真珠は唇を嚙かんで、もう一度、空に向かって引き金を引いた。

「来なさい、爬は虫ちゆう類!!」




　恐竜に酷似したＧ・Ｏがゆっくりと穴の縁ふちを回り始めるのを、晶あきらは、腹はら這ばいになって、眼鏡めがね越しに狙撃銃スナイパーライフルのスコープの向こうに見ていた。

　穴の向こうには真珠がいて、Ｇ・Ｏの鼻先は常に彼女に固定されている。

　それにしてもＧ・Ｏが口を開いた途と端たん、ルビーとレインが動かなくなったのは不思議だった。

　あの口から何か出たのだろうか？

（もの凄すごい口臭だったのかも……肉食いは、息が臭いっていうから）

　もしそうなら、二人の姉は気の毒に思うが、自分があのポジションでなくて良かった、と晶あきらは淡々と考えた。

　あの時、風に乗って、何か獣けものじみた声が聞こえた気がしたが定かではない。

　確かなのは、姉たちはＧジー・Ｏオーを穴に追い落とすことに失敗した、ということだ。

　晶は、十字線の向こうの様子を眺め続けた。

　赤黒い表皮からは、次々とひしゃげた弾丸が排出され、その傍そばから傷が塞ふさがっていく。恐きよう竜りゆうに似てはいるが、やはり恐竜ではないのだ。

『水みず樹き伍ご長ちよう。奴やつの目を潰つぶせ』

　音量を絞ったスピーカーから、竜りゆう一いち郎ろうの声がそう聞こえた。

　明らかに苛いら立だっている。

　だが、晶は焦らずに風を読んだ。

　眼鏡めがね越しに、彼女の黒い瞳ひとみは、高原を駆け抜ける風の動きをはっきりと捉とらえていた。まるで地層のように空気が流れているのが見える。重なり合った風を突き破らなくてはならない、縦たて方向への射しや撃げきを思えば、複雑な微調整は必要ない。

　晶は無言でトリガーを引いた──照準は、端はなから黄色い瞳に合わせてある。

　肩から背中に突き抜けるような衝しよう撃げきと火薬の匂においを残し、一二七ミリ劣化ウラン弾は、吸い寄せられるように、Ｇ・Ｏの小さな目に飛び込んでいった。

　眼球が潰つぶれ、びゅっと体液が噴ふき上がる。

　素早くコッキングレバーを引いて空薬やつ莢きようを排出する。巨大な筒が煙を上げながら転がり、マガジンから新たな弾が薬室に送り込まれると、晶はほとんど間髪を入れずにもう一度トリガーを絞った。

　残った方の目は晶の方を向いていなかったが、弾は透過して狙ねらいをつけたかのように、平たい頭頂部の方から骨を抉えぐって眼がん窩かへ飛び込み、眼球を破裂させた。

　もう一度、体液が噴ふき上がる。同時に、スコープの中でＧ・Ｏは、叫ぶように天を仰いで口を開いたが、その声は風に流されて、晶のところまで届くことはなかった。

　再びレバーを引いて薬莢を排出すると、晶はそのまま微動だにせず次の指示を待った。




（いまっ！）

　咆ほう哮こうを上げてＧ・Ｏが喉のどを見せた瞬しゆん間かん、真しん珠じゆは手投弾のピンを抜いて、奴やつの足元を目掛けて思い切り投げた。

　目が見えないいまなら、《槍ランス》を投げても当たるのではないか、と考えなくもなかったが、Ｇ・Ｏが視覚の他にどのような感覚器官を使って辺りの様子を把は握あくしているのかわからない状況では、撃うち落とされる可能性は否めない。そのあとで《槍》を手た繰ぐり寄せ、もう一度投げる間に、目が再生することは十分にありえた。

　勝手な判断をして、竜りゆう一いち郎ろうを落胆させたくはなかった。

　練習した通りやれば大丈夫、と言った、彼の言葉通り、手しゆ榴りゆう弾だんはくるくると回りながらＧジー・Ｏオーの足元に届いたが、すぐには爆ばく発はつしなかった。

　手榴弾は、ピンを抜いてから爆発までにタイムラグがある。抜いた瞬しゆん間かんに爆発、ではこちらの腕が吹き飛んでしまうからだ。

　人間から見ればドラム缶かんサイズの手榴弾は、転がり、巨大な爪つめにぶつかって跳ね返り、穴の縁ふちから落ち──そこで、ようやく爆発した！

　轟ごう音おんと同時に、Ｇ・Ｏの姿は噴き上がった土のカーテンに覆おおわれて見えなくなったが、その向こうで、恐ろしげな叫び声と、何かが崩れ、落ちていく音が聞こえた。咆ほう哮こうは、はっきりと下に向かって伸びていった。

　土煙が収まると、もはや穴の縁には、Ｇ・Ｏの姿はなかった。

　真しん珠じゆは、そろそろと穴の底を覗のぞき込んだ。突然、尻しつ尾ぽが伸びてきて首に巻きつく、という嫌な想像は、頭から追い払うようにした。

　途と端たん、真っ赤な口が視界に飛び込んできて、真珠は慌ててのけぞった。

　ガチン、と牙きばが嚙かみ合わされて、青い火花が散る。

　実際には遠かったのだが、目の前に届いたような錯さつ覚かくを起こして、真珠は思わず尻しり餅もちをついてしまっていた。

　心臓が怖いくらいに速く鼓動を打っている。

　じわり、と汗が肌に浮いた。

『海かい津づ院いん伍ご長ちよう、とどめを刺せ』

「は、はい！」

　音声のみで、竜りゆう一いち郎ろうの声がそう届いて、真珠は立ち上がった。スカートについた土を払い、突撃銃アサルトライフルを肩にかけ、背中のラックから《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を外して手にした。

　すぐに《槍ランス》が、歌うような音を立てる。

　今度はもう少し慎重に、真珠は穴の中を覗のぞいた。そうしてみれば、Ｇ・Ｏはずいぶんと下にいて、何とか這はい上がろうともがきながら、あたり構わず嚙かみつこうとしていた。目は、構造が複雑なためか、まだ再生は終わっていないようだ。

　真珠は呼吸を整えると、足を開いて《槍》を構えた。

　歌が、いっそう高くなる。

（大丈夫……いつも通りにやれば、絶対に当たる……）

　伸ばした左手の指を恐きよう竜りゆう型Ｇ・Ｏの一番面積の広い部分──胴体の少し先に合わせる。Ｇ・Ｏはうろうろと、穴の底を縁ふちを描くように回っている。あまり速くない。バイザーにはその速度と、真珠の筋力から想定される《槍》の到達時間から割り出された照準が表示されている。ガントレットに覆おおわれた指の先は、その照準に重なっている。

　すう、と大きく息を吸う。

（んっ！）

　ふっとそれを吐くと同時に、右腕を思い切りしならせて、真しん珠じゆは《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を放った。

　気がついたＧジー・Ｏオーの首がぐるんと回る。

　潰つぶれた目で《槍ランス》を見み据すえて、真っ赤な口を開けて吼ほえた──ように見えた。

　だが、音は聞こえなかった。

《槍》がその声を搔かき消したのか、Ｇ・Ｏはまるで、自らそれを飲み込むような格好になった。《黄昏の槍》は、Ｇ・Ｏの口に飛び込むと、そのまま背中へと突き抜けて、穴の内ない壁へきに深々と突き立った。

　口を開けたまま動きを止めたＧ・Ｏは、そのままで何の変化もなかった。

　真珠は、伸びきったケーブルをいつでも腕から外せるようにした。貫通してしまっては引き戻すのは難しい。

　もしも動き出したら、すぐにミルキィの《槍》を借りなくては。

　だが、真珠の肩から、ホッと力が抜けた。

　──崩ほう壊かいが始まったのだ。

　恐きよう竜りゆう型Ｇ・Ｏは、真珠の方を向いて固まったまま、さらさらと砂のように崩れ始めた。

　血も何も流れない。

　色を失い、形を失い、ただ消えていく。

　全身が消えてしまうまで、一分とかからなかった。

「……ふう」

　息をついて、真珠は手首を返した。《黄昏の槍》が、唸うなりを上げて引き戻され、真珠はそれを器用に受け止めた。

　まだ、歌は続いている。《槍》をラックに戻すと、ようやく静かになった。

　ポッドの陰から、ミルキィがそろそろと顔を出した。

「終わったの、真珠お姉ちゃん？」

　微笑ほほえんで手を伸ばしてやると、彼女は救急箱を持ったまま小走りに近づいてきて、真珠の手を握った。

「ルビーお姉ちゃん、大丈夫かな？」

「隊長さんは、大丈夫、って言ってたけど、見に行こうか？」

　ミルキィが頷うなずくのと、竜りゆう一いち郎ろうの顔がバイザーに映し出されたのは同時だった。

『海かい津づ院いん伍ご長ちよう、そうしてくれ』

　と言ったその表情は、いつもと違って、作戦が終了したにもかかわらず険しかった。

『フォレスト伍長とジースト伍長をポッドに押し込めたら、君たちも自分のポッドに乗り込んで撤てつ退たいの準備だ』

「はい」

『本作戦は、現時刻を以もって終了する。──以上』

　ぷつり、と交信は途と絶だえた。

（やっぱり、怒ってる……）

　いつもの彼ならば必ず、『よくやった』とか『ごくろうだった』とかのねぎらいの言葉があるはずなのに、それがなかった。

　せっかくＧジー・Ｏオーを倒したのに、嬉うれしさ半減どころか、ほとんど消えてしまった。

　きゅ、と指が握られて向くと、ミルキィが少し不安げな顔で自分を見上げていた。

「……真しん珠じゆおねえちゃん、おにいちゃん、どうしたのかな？　ミルキィたち、なにか失敗しちゃったの？」

「きっとそうだと思う」

「ミルキィが失敗したの……？」

　真珠は首を振った。

「大丈夫、ミルキィは悪くないから。──急ごう？　おしゃべりしてたら、また怒られちゃうかもしれない」

　さっと、ミルキィの顔が青ざめた。

「……もしかして電気？」

「まさか。いまの隊長さんは、そんな酷ひどいことしないよ。──おやつ抜き、とかかな？」

　ミルキィは傍はた目めに見てはっきりとわかるくらい、安あん堵どした表情になった。かつては、怒られるということ、イコール、電気によって痛覚を搔かき回される、ということだった。

「よかった……でも、おやつ抜きも悲しいな」

「うん。だから、早く行こう」

　真珠が言うと、ミルキィはこっくりと頷うなずき、二人の《ヴァルキュリア》は手を取り合って穴の縁ふちを回って姉たちのところへ向かった。




　モンゴルの上空、高度五五〇キロの外気圏に、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の移動司令基地でもある、衛星オービツト・軌道輸送艦トランスポーター《スレイプニル》は浮かんでいた。

　艦かん名めいは、北欧神話の神《オーディン》の愛馬である八本足の馬から取られたものだが、フル装備時のシルエットは、まさに体を現す姿になる。現在は、足の部分に当たる、強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッド《クレイドル》の三分の二が地上にあるために、後ろ足で立ち上がっているように見えなくもなかった。

　その艦橋で、竜りゆう一いち郎ろうは重いため息をついて、作戦が始まってからずっと立ちっぱなしだった体を、ようやくシートに下ろした。

　晴れ晴れとした顔にはほど遠く、部下たちがちらちらと自分を盗み見ているのはわかったが、改めるには気が重すぎた。

「……《ウルズ》、《クレイドル》を回収したら記き録ろくを終了しろ」

　ようやっと吐き出すように言った。できることなら記録を抹消してしまいたいくらいだったが、そういうわけにはいかない。

「《はい。全ポッドの回収を以もって、戦せん闘とう記録の『記録』を終了いたしますわ》」

　本体が衛星軌道オービツト・要塞基地フオートレス《ヴァルハラ》のメインコンピューター《ノルン》の一人格である《ウルズ》の声が、艦かん橋きよう内にそう響ひびいた。

　だが、竜りゆう一いち郎ろうの仕事はまだ終わっていない。

「マリア少尉、本艦は現高度を維持。格納庫の各員は《クレイドル》の回収準備だ。五分で打ち上がってくるぞ。──《ベルザンディ》、当該地域の大気を分析、報告」

「《当該地域の大気組成は約、窒素七八％、酸素二一％、その他一％で、通常の大気組成と変わりません。微量のアンモニアが検出されていますが、他の有害物質の存在は認められません》」

《ノルン》の最後の人格である《ベルザンディ》の報告を受けて、竜一郎は頷うなずいて傍らの女性通信士を振り向いた。

「佐さ藤とう少尉、《ＵＮＣＯＶ》生物側面対策班に、当該地域への立ち入りを許可すると伝えろ。──おそらく、いつもと同じで何も残ってはいないだろうがな」

　最後のところは独り言であり、それをそのまま伝えるほど彼の部下は融ゆう通ずうが利かない人間ではない。

　分解されたＧジー・Ｏオーの細胞組織は、モンゴル高原の空に散って、既に拡散してしまっている。

《槍ランス》の力は解明されていないが、仮説では、Ｇ・Ｏの体組織を構成する原子の核子間の核力を失わせることによって、崩ほう壊かいさせているのではないかと言われている。

　が、それを証明する実験は行われていない。崩壊させるべきＧ・Ｏの細胞サンプルが手に入らないからだ。攻こう撃げきによって千切れ飛んだ肉片も、Ｇ・Ｏの本体が消滅すると同時に消えてしまう。

　それに、資金面で《ＵＮＣＯＶアンコヴ》を支える、巨大トレメンダス複合企業コングロマリツト《ガルド》の意向もある。

《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》の所有者でもある、総帥のロイヤル・アデナウワーは、《ヴァルキュリア》に関する検査や実験には熱心だが、ことＧ・Ｏに関しては、非協力的でさえあるということを、竜一郎は配属されてのちに知った。

　敵の正体を探るよりも、効率的に倒す方法を考えることの方が大事だ、ということらしい。

　ある意味、賛同できる意見ではある。

　研究をしたいから捕ほ獲かくしろ、などという命令が出れば、《ヴァルキュリア》たちを、本来ならば必要のない危険にさらすことになるからだ。

　倒すことが精一杯──いや、それ以下の現状の部下たちに、それを望むのは無む茶ちやだった。

「あの、中尉……《ヴァルハラ》から通信が入っています」

　佐さ藤とう少尉が何やら言い難にくそうに告げたことで、それが誰だれであるか、竜りゆう一いち郎ろうにはすぐにわかった。

「……出ないわけにはいかないだろうな」

　中尉は、これまでで一番、重たいため息をついた。そうして椅い子すを立つと、軽く身だしなみを整えて、指揮所の前面の窓のすぐ上に備えつけられたスクリーンを見上げた。

「いいぞ、繫つないでくれ」

「はい。回線、繫ぎます」

　すぐにスクリーンに大きく、きつそうな印象の顔立ちの少女の姿が映し出された。

　ＷＷⅡ第二次世界大戦時代のドイツの上級将校を思わせる軍服に身を包み、手にした元帥杖じようで苛いら立だたしげに掌てのひらを叩たたいている。

　マホガニーのテーブルの上には、少女のお国の、マイセン磁器のティーカップがあって、暖かそうな湯気を立てていた。

　少女は、歳としはまだ一二に過ぎないが、これでも階級は竜一郎よりも遥はるか上──大佐だ。

《ＵＮＣＯＶ》司令長官、ヘルガ・アデナウワー──《ガルド》を支配するアデナウワー一族の末姫が、この少女だった。

　ならば、お飾りか、といえばそうではない。

　ヘルガは、完全能力主義を取り入れている欧州連合宇宙軍ＥＵＳＮの出身で、『月世界反乱戦』において一軍を指揮した時、既に中佐だった。

　もちろん、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の司令長官に納まるのに《ガルド》の力を利用しなかった、とまでは言いきれないが、決して飾りでないことは確かだ。

　Ｇジー・Ｏオーに対する作戦の立案は竜一郎の仕事だが、会議において、時にヘルガに指摘を受けることがある。

　例えば、

「おまえは、部下をすこし甘やかしているぞ」

　と言われたことがあった。

　それは、《ヴァルキュリア》たちを大事に考えるあまり、知らず、危険を避さけることが第一義となってしまっていることに、気がつかせてくれたひと言だった。

　とはいえ、いまから聞く話は、そうした、ありがたい助言ではなく、叱しつ責せきであるとわかっていた。

『……無様なものだな、中尉』

　ひと言目がそれだった。

『油断、慢心、馴なれ合い……確かに《ガルド》は中尉に、連中の扱いについて〝難しい注文〟をつけたが、その結果があの無様な戦い方では困る』

「申し訳ありません、大佐！」

　背を伸ばし、竜りゆう一いち郎ろうは声を張った。指揮所の空気がぴりぴりと緊きん張ちようする。

『今日は怪け我ががなかったが、フォレスト伍ご長ちようは危うく首をなくすところだった。奴やつとジースト伍長が攻こう撃げきを止めたのは、おまえの命令ではないな？　連中には、まだ戦況を判断する力はない。もっとしっかりと手た綱づなを握れ』

「はっ！　以後、気をつけます！」

『一二時間以内に報告書を作成して提出しろ。──ごくろうだった。ポッドを回収後、《ヴァルハラ》に帰き還かんしろ』

「はっ！　ポッドの回収が済み次第、速やかに《ヴァルハラ》に帰還いたします！」

　竜一郎が敬礼をすると、最後まで渋面のまま、ヘルガの姿は消えた。

「ふう……」

　ため息をついて、竜一郎はシートに沈み込んだ。

　ヘルガの指摘はいちいちもっともだった。

　ルビーとレインは、あの時点で攻撃を止めるべきではなかった。Ｇジー・Ｏオーが完全に穴に落ちるまで、攻撃を続けなければならなかった。だが、Ｇ・Ｏがよろめいたのを見て、彼女たちは自己の判断で射撃を中止し、あまつさえ銃口を下げてしまった。──完全な判断ミスだ。

（今日、《ヴァルハラ》に戻ったら、一から訓練のやり直しだな）

　竜一郎はそれを決めた。

　いつもなら、作戦後には一二時間の休息を与え、決まって竜一郎が彼女たちに新しい料理を教えて、それを囲んでのパーティーになる。

　しかし、今日はそれにふさわしい戦いではなかった。

（だいたい『女の子扱いしろ』という命令に無理があるんだ）

　竜一郎は、ヘルガの言った『難しい注文』を思って、再びため息をついた。『女の子扱いしろ』という命令は《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の騎き兵へい隊長に就任した時に告げられたことだが、いまだに真意を測りかねている。

　だいたいにおいて、竜一郎は性別で相手への対応を変えたことなど、今までにない。

（だから、恋人いない歴二二年なのかもしれないけどな）

　そのことは、航宙自衛隊ＳＳＤＦにおいて、いつも、からかわれるネタにされていた。

　とにかく、雑誌などで得た知識を基に『女の子にはとにかく優しく』という作戦を実施してきたのだが、それが悪かったのかもしれない。

（今日からは訓練の時間を増やそう。怨うらまれたとしても、それがいずれは自分の身を守る術すべになる。判断が甘いのは、経験値が足りないからだ。的確な判断を下すには、多くの状況を《体感》する必要がある）

　竜一郎は目を閉じると、頭の中で、戦闘バトル訓練航宙艦トレーニングシツプ《霧む忍にん》を使ったＶヴアーチヤルＲリアリテイ訓練プログラムを組み立てていった。今日の結果を踏まえて、あえて油断を起こすような状況下を作り出し、それに対する判断力を養やしなう訓練を中心に行おう、と考えた。

「中尉、《クレイドル》の回収終わります」

　その言葉と同時に、微かすかな震しん動どうが連続して伝わってきて、竜りゆう一いち郎ろうは瞼まぶたを開いた。

「ドッキング終了しました。──問題ありません」

　佐さ藤とう少尉が告げる。

「……よし。マリア少尉、《スレイプニル》回頭。《ヴァルキュリア隊》、《ヴァルハラ》へ帰き還かんする」

「了解──《スレイプニル》、《ヴァルハラ》に進路を取ります」

　マリア少尉の復唱が終わると同時に、姿勢制御ノズルが青白い炎を噴ふき、巨大な八本足の馬の名を持つ艦かんは、ゆっくりとその首を回し始めた。




「お疲れ様でございました」

　大き目のシートに体を預けてこめかみを揉もむヘルガの脇わきに、すっと、燕えん尾び服に包まれた手が伸びて、冷さめた紅茶の代わりが差し出された。

　ふわり、と素す晴ばらしい香りが漂う。

　これもやはりマイセン磁器だ。カップの脇には銀紙に包まれたチョコレートがひとつ添えられている。

　ヘルガは無言でチョコレートをつまむと、包装を剝はいで、艶つややかに黒い肌のそれを口に入れた。舌の上で、苦味を含んだ甘みが広がると、体から疲れが融とけていくようだった。チョコレートの原料であるカカオは、元々滋じ養よう強きよう壮そうの薬だったというが、それを実感できる。

　新しい紅茶を含んで喉のどの奥へ落とすと、口の中がさっぱりとして、ようやくひと心地ついた、という心持がした。

「……カリウス、今の戦いをどう思う？」

　僅わずかに椅い子すを回して、ヘルガは自分だけの従者を振り向いた。

　七〇を超えたこの男の表情を読むのは難しい。髪は白く、ドイツ然とした顔には深い皺しわが刻まれているが、一八〇を超える背は今もしゃんと伸びて燕えん尾び服の中に収まっている。

「さあ、どうでございましょう」

　薄うすい口元に、微かすかに微笑が浮かぶ。

　アルベルト・カリウスは軍人ではない。アデナウワー一族に代々仕える執事の家系の最後の一人である。若い頃ころは総帥に仕えていたということだが、どういう経けい緯いか、いまは自分に仕え、手足のように働いてくれている。

「私はおまえの意見が聞きたい。どう感じた？」

　カリウスは、冷さめた紅茶のカップを音を立てずに下げると、微かに首を振った。

「こう言っては僭せん越えつですが、あまり上等な戦い方ではなかった、かと」

「そう思うか？」

　執事は軽く頷うなずいて、カップをワゴンに置いた。

　ため息をつき、ヘルガは椅子に深く沈み込んだ。

「……私もそう思うぞ。連中を、戦せん闘とう兵器としてのみに特化して育てるなら、こんな苦労はないのだがな。情緒を育てれば、慢心も生まれる。恐怖も強くなる。連中の戦闘兵器としての効率は落ちる一方だ」

「しかしお嬢じよう様、それは天あま宮みや中尉が彼女たちを上う手まく導みちびいているということなのでは？」

「そうだ」

　ヘルガは、スクリーンに映し出されている《スレイプニル》を見上げた。

「《ヴァルキュリア》たちは日に日に『娘』らしくなってきている。だが、今のリューイチロー中尉との関係は、どちらかといえば『親子』に近い。それではダメだ。……カンフル剤が必要かもしれん。なにしろ、《奴やつ》は白亜紀後期にまで辿たどりついてしまっている。──気は進まないが、総帥に進言してみよう」

「よろしいのですか？」

　ヘルガはもうひと口紅茶を飲んで、唇を湿らせた。

「今のところ目的は同じだからな。連中と私の違いは最後の一手だ。それを阻止すればこちらの勝ちだ。──『歓喜の黄昏たそがれ教団』の調査はどうなっている？」

「《ＣＯＶ・コヴ・Ｐｒｏｊｅｃｔプロジエクト》の初期段階から、かなりの信者が入り込んでいたようです。《ワイズリー》イギリス支部の後援者であるロバート・コーラル卿きようは明らかに幹部の一人であると思われます」

「それで奴やつは、恐怖を堪こらえて、ミルキィ・コーラルに熱心な情緒教育を施していたというわけか……信仰とはたいしたものだな」

　ヘルガは、ふん、と鼻を鳴らした。《ワイズリー》とは世界中に支部がある《ガルド》の生物科学研究機関である。

　全すべての《ヴァルキュリア》はそこで誕たん生じようした。

　Ｇジー・Ｏオーを倒すことができる《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を使うことのできる特殊兵士を提供する、という名目で、当時国際法で禁じられていた生命化学実験に関するあらゆる規制を解除させた《ワイズリー》は、倫理を無視した実験に手を染めて《ヴァルキュリア》を生み出した。

　ヨートゥンハイメンで発見された巨人の凍結卵子一〇個の内、人間の精子と受精し、卵割に成功したのは六つ。最初に卵割に成功したロシア支部の受精卵は、その後の調査で遺い伝でん子しに欠陥が見つかったために凍結され、残る四つの手付かずの卵子は現在《ガルド》の意向で研究が停止されている。

　その残りの卵子がどこにあるのかも、ヘルガは探させていた。

「で、この《ヴァルハラ》に関してはどうだ？　全職員の身元の再チェックは終わったか？」

「風かざ花はな様の協力もあり、八割方、終了しています。現在のところ、教団の信者は二割、といったところです」

「中枢に食い込んでいる連中は、口実を見つけて異動させる必要があるな。いざという時に邪じや魔まをされてたまるか。仕事上のミス、健康上の理由、なんでもいい。──ただし、総帥に疑念を抱かれぬ程度にはゆっくりと、な」

「承知いたしました。……それから風花様から、お預かりしたものがございます」

「なんだ？」

　カリウスはワゴンの下段から、一枚のディスクを取り出した。

　ラベルには、『司令ちゃんへ♥』と丸文字で書かれている。

　受け取りながらヘルガが首を捻ひねると、カリウスは、

「《ヴァルハラ》の設計図の『決定稿こう』だそうです」

　と言って、主あるじの目を丸くさせた。

「よく手に入ったな」

「《ガルド》傘さん下かの工業会社をしらみつぶしにハッキングして集めた、と自慢されておりました」

「あいつめ」

　ヘルガは苦笑したが、無論、彼女を責めるつもりなどなかった。

　それどころか、非常にありがたい。いつ自分を裏切るかわからない機械の上に座っているのは居心地のいいものではない。衛星軌道オービツト・要塞基地フオートレス《ヴァルハラ》の細部に亘わたる設計図は《ガルド》のＡＡＡトリプルエーの機密情報扱いになっていて、ヘルガであっても簡単には閲えつ覧らんが許されない。

　この要塞基地は、名目上は国連の所有になっているが、メンテナンスなどは全すべて《ガルド》傘下の企業からの出向者によって行われている。

　風花夏なつ美みも、その一人だ。

　だが、彼女は教団の信者ではない。それははっきりとしている。夏美は気が向くと、ヘルガの頼みを理由を聞かずに引き受けてくれる。

　気が向くか、向かないかは、ハッキングのレベルに拠よった。

　簡単な内容だとけんもほろろだが、難しくなればなるほど燃えてくれる。

（一種のマゾヒズムだな、あれは）

　と、ヘルガは分析していたが、それを本人に言ったことはない。

「あとで、ゆっくりと見るとしよう。今夜は徹てつ夜やかもしれんな」

「お肌に悪うございますよ、お嬢じよう様」

　そんな歳としじゃないぞ、とヘルガは笑いながら、ディスクを机の鍵かぎのかかる引き出しの中に入れた。

「……さて、中尉を出迎えてやるとするか」

　紅茶を飲み干して、ヘルガは立ち上がった。

「私を見て、どんな顔をするか楽しみだ。優しい言葉のひとつでもかけてやるかな？　きっと中尉は怖がって眠れなくなるぞ」

　カリウスは応こたえず、ただ微笑ほほえんでカップを下げた。その時──

　交信の許可を求める表示がスクリーンに現れ、ヘルガの顔から笑みがさっと消えた。『緊きん急きゆう』とある。

　ヘルガは手元のパネルに指で触れた。すぐに、スクリーンにウィンドウが開いて、オペレーターが映し出された。その顔は青ざめている。

「どうした？」

「じ、Ｇジー・Ｏオーが、出現しました！」

「な、に……!?」

　ヘルガは呆ぼう然ぜんとしたが、それは一いつ瞬しゆんだった。少女司令は、《ノルン》との回線をオープンにすると、ほとんど怒鳴るように命じた。

「《ベルザンディ》！　状況を報告しろ！」

「《はい。三〇秒前に、アメリカ合衆国ハワイ州オアフ島の真しん珠じゆ湾に、体長八〇メートルの海洋哺ほ乳にゆう類型のＧ・Ｏが出現しました》」

「哺ほ乳にゆう類……だと……」

「《透過の結果、鯨に近い体構造を成なしています》」

「なんということだ……」

　ぎり、と奥歯を嚙かんだヘルガに、音もなくカリウスが寄った。

「お嬢じよう様、いまはそれよりも……」

　囁ささやかれ、ヘルガははっとして執事を見た。

　その顔は、いつもの張り詰めた司令の顔ではなく、一二歳の少女の驚おどろいた顔だった。

　だが、それはたちまち仮面の下に消えて、ヘルガはスクリーンを向いた。

「オペレーター、《スレイプニル》を呼び出せ。すぐにハワイに──」

　だが、彼女のそれは、《ベルザンディ》の淡々とした合成音声に遮られた。

「《Ｇジー・Ｏオー爆ばく核かく内部のエネルギー上昇を確認──爆発します》」

　直後、スクリーンに映し出された太平洋の一角が、巨大な光球に包まれた。

　初めてリアルタイムで見る《ＧゴＯツＣク》の輝かがやきは、なぜか美しかった。

　そうしてそれは、いつまでもヘルガの瞳ひとみの奥に焼きついて、消えることがなかった──。













　　　　　Ⅱ．新人二人







　部屋の中には臭気が漂っていた。

　円卓がひとつだけの、狭い部屋である。そこに、自分を除けば老人ばかり八人も集まって顔を寄せているのだ。加か齢れい臭が漂っても仕方がないが、興こう奮ふんして汗をかくことでそれがさらに増幅されるのは勘弁してほしい、とヘルガは先刻から考えていた。

　彼女がいまいるのは地球──ニューヨークの新国連会議ビルの地下五〇〇メートルにある一室である。

《ＣＯＶコヴ運用委員会》の会合は、通常、ベルリンで行われる。だが、今回はニューヨークに呼び出しを受けた。

　理由は簡単だ。

　今度の《ＧゴＯツＣク》で被害を受けたのが、アメリカ合衆国だからだ。

　元々アメリカは、《ＣＯＶ・コヴ・Ｐｒｏｊｅｃｔプロジエクト》が、ＥＵに本拠がある《ガルド》の主しゆ導どうで進めれられたことを面おも白しろく思っていない。《ガルド》の意向を色いろ濃こく反映した結果、《ＣＯＶ運用委員会》のメンバーのほとんどがＥＵの人間に占められ、アメリカはたいした発言権を持っていないからだ。

　いままでは完全な秘匿組織だったために表立って動けなかったが、事情が変わった。アメリカは堂々と、自分たちを組織の運営にもっと協力させるように訴え、それが通ったというわけだった。

　その成果として、今日はいつものメンバーの他ほかに、勲くん章しようをずらずらと胸に並べた年老いた軍人が一人列席していた。アメリカ合衆国ＵＮ宇宙軍司令ＳＮジョージ・ダラス、と置かれた名札には書かれている。

　二ヶ月前に司令に就任したばかりの、攻こう撃げき的思想で知られる人物だった。

　ヘルガは、彼がある軍事関係の雑誌のインタビューで、『月世界反乱戦』において欧州連合宇宙軍ＥＵＳＮが反乱軍を殲せん滅めつしなかったことを批判した記事を読んでいる。ダラスに言わせれば、軍の規律を守るために人質ごと撃うったことは評価するが、その攻撃によって出された降伏を受け入れたのは間違いだ、ということらしい。

　別段、ヘルガは人質のことを考えなかったわけではない。戦況を分析して、一番、被害が出ない方法を選択した結果、ああなったというだけのことだ。

　同類だと思われたくはない。

　その彼の要求は、実に簡単明めい瞭りようだった。

　会議が始まるとすぐ、

「《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の指揮権を我々アメリカに渡してもらいたい！」

　とダラス司令は主張した。

「いまの運用に欠陥があることは、先日の一件で明らかだ！　すぐにでも指揮権を我がアメリカ合衆国宇宙軍に渡して頂ければ、倍の活かつ躍やくをしてみせよう！」

「だが《ＵＮＣＯＶ》は、現状で十分成果を上げてきたと思うがな」

　イタリアのダレルモ卿きようが呟つぶやくように言った。

「少なくとも、以前のお国の司令官……何といったかな？　あの役立たずは？」

「ビクター・ジェイコブスンとかいう名前だったよ、ダレルモ卿」

　彼の脇わきで、イギリスのアーバンガム卿が、葉巻をくゆらせながらそう応こたえた。

「それに、役立たず、というのは言いすぎだろう？　[image: ミスター]カーターが気を悪くなされるぞ──いくら、本当のことでもな」

　喉のどの奥で痰たんの絡んだような笑い声があちこちで漏れた。その失笑の中心にいるのは、ダラス司令の横で顔を赤くして拳こぶしを震ふるわせているトマス・カーター委員だ。

　彼は、委員会の中で唯一、《ガルド》の息がかかっていない人物である。委員会のメンバーに選ばれた時は、アメリカが主しゆ導どう権を握れるものと意気揚々とやってきたが、思惑は完全に外れ、初期のテスト運用の権利を得たものの、ジェイコブスン少佐の錯さく乱らんによって、秘匿部隊ハイドユニツトであった《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の正体が白日の下に晒さらされ、かつ、衛星オービツト・軌道輸送艦トランスポーター《ハース》を失うという失態を犯したことで、完全に面目を失っていた。

　アーバンガム卿きようは、葉巻の灰を大理石の灰皿に落とすと、重々しく煙を吐いた。

「もはやアメリカにアレを扱わせるわけにはいかんな。それがスポンサーである《ガルド》の意向だ」

「国連がたかが一企業の意見に左右されるというのか!?」

　ひびが入るのでは、と思われる勢いでダラス司令は円卓を叩たたいた。

　並みの人間であれば、それで十分な脅しになったかもしれない。だが、ヘルガを初め、居並ぶ面々は、そんなことでは眉まゆひとつ動かさなかった。

　ダレルモ卿は、楊よう枝じに刺したオリーブの実で司令を指した。

「ならば君の国が《ＵＮＣＯＶ》の膨ぼう大だいな維持費を出すかね？　いまにも潰つぶれそうなアメリカの経済力で、宇宙に浮かぶあの巨大な宮殿を支えることができるかね？　国連軍用宇宙the United Nations ステーションMilitary Space Stationの維持費すら出せない貧乏国が、何を偉そうに言うか。いまや世界を支えているのは『欧州経済連合ＥＥＵ』と『アジア西太平洋ＡＷＰ経済機構ＥＯ』だ」

「我々は常に命を最前線に出している！」

「それは我々も同じですよ、司令」

　日本の橋はし原はら委員が、吐き捨てるように言った。

「我々だって人は出しています。『月世界反乱戦』には、我が国の航宙自衛隊ＳＳＤＦも航宙艦かん『いずも』を派遣しました。──アメリカと同じく後方支援ではありましたがね」

「だが日本は、代わりに欧州連合宇宙軍ＥＵＳＮの経費の大部分を負担してくれた。対してアメリカはどうだ？　自国の経費すら『ＡＷＰＥＯ』に出させたではないか？」

「それに今の騎き兵へい隊長は、我が航宙自衛隊の元隊員です。命のことを、貴方あなたがたに言われる筋合いはありませんね」

　それを聞くと、ダラス司令のこめかみに、恐ろしく太い血管が浮いた。血の流れる音が聞こえてきそうだった。

　かつての栄光が忘れられない哀れな男の喉のどから、死にかけている熊くまの唸うなり声のような音が漏れた。

　委員のほとんどはそれを聞いて顔を顰しかめた。

「しかし」

　ドイツのゲーニッツ卿が、自分の方を向いたのを見て、ヘルガは表情を引き締しめた。

（来たな）

　矛先がいずれ自分に向くことはわかっていた。元々、叱しつ責せきをされるために来たようなものなのだ。それも司令の仕事の内である。

「モンゴルに全機を投入したのはまずかったのではないかね？」

　予想された問いだ。ヘルガは平然と微笑ほほえんだ。

「お言葉ですが、ゲーニッツ卿きよう。あれでもギリギリでした。頭数を言うのであれば、足りなかったくらいです。Ｇジー・Ｏオーも、これまでにない凶悪なタイプだったことを思えば、よくやった、と私は部下を誉めてやります」

「だが、ハワイは消滅したぞ！」

「ダラス司令」

　ヘルガは、遥はるかに年上の軍人に視線を向けると、ふっと笑った。

「もし、部隊を分けて待機させていたとしても、とうてい間に合うものではなかったよ。出現から爆ばく発はつまで七三秒──ハワイに現れたＧ・Ｏがイレギュラーな存在であることを願うしかないな。次もあのタイミングでやられたら、打つ手がない」

「しかし今後は、Ｇ・Ｏの同時出現の可能性についても検討した方がいいと思いますが？」

　橋はし原はら委員の言葉に、ヘルガは彼を向いた。

「それについては、既に始めております。しかし戦力は少ない。我々はいま手にあるものを有効に使い、未み曾ぞ有うの危機を凌しのぐしかない。……これからは、命の取捨選択を迫られるかもしれませんが、その決定は委員会の方でよろしくお願いします」

「我々に、見殺しにする人間を選べ、というのかね、フロイライン？」

　ヘルガは無言でゲーニッツ卿に微笑んでみせた。

　その通りだった。そんな重荷まで、自分や、竜りゆう一いち郎ろうが背負うつもりはない。選ばれなかった人々の怨えん嗟さの声は、国連の方で引き受けてもらう。

「……いいだろう。君はそれに従うのだな？」

「それが《委員会》の意向ならば従いましょう。──《ＵＮＣＯＶアンコヴ》は、貴方あなたがたの『武器』なのですから」

　アメリカ人の二人を除く他ほかの委員は、それで頷うなずいた。だが、

「我々は絶対に、アメリカ国民を見捨てない」

　胸を張るようにダラス司令は言った。

　しかし、ゲーニッツ卿を初めとする、委員の反応は冷ややかだった。

「まあ、それは司令の勝手にするがいい。《ＵＮＣＯＶ》をどこに派遣するかを決定するのは我々であって君ではない。君は今日だけのゲストに過ぎない。せいぜい[image: ミスター]カーターの手腕に期待することだな」

　カーターは暗い目をして何も言わず、ダラス司令は無言で委員たちを睨にらみつけ、最後にヘルガに目をとめた。

　その視線には、何やら挑いどむような色がある。だが、彼女にとっては見慣れた目だった。こんな小娘に、という老人たちの目はいつものことだ。

「……ところで、フロイライン？」

「は」

　ヘルガはそれきりダラスの目のことは忘れ、ゲーニッツ卿きようを振り向いた。

「君も言っていた人手不足のことだがね。《ヴァルキュリア》の増員はできないが、代わりに人間の隊員の方の増員を用意した。──入りたまえ」

　卿が指を鳴らすと、扉のひとつが開いて、欧州連合宇宙軍ＥＵＳＮの制服に身を包んだ若い女性士官が、グレースーツの男を従えて入ってくると、踵かかとを打ち合わせて敬礼した。が、どこかしまらず、おっとりした感じがあった。

　黄金の髪を短く刈り、大きな瞳ひとみは青空と同じ色をしている。顔立ちは整っているが、どこか幼さも感じられる。制服がきついのか、大きな胸の形がくっきりと浮かび上がっていた。

　この女は知らない。だが男の方は──

「ニル・ライアー!?」

「どうもお久しぶりです、司令」

　人の良さそうな顔で、ライアーは会釈をして見せた。その様子は数ヶ月前に《ＵアＮンＭムＳツＳス》で最後に会った時と、どこも変わっていない。

　この男は《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の監察官として《ガルド》から国連に派遣されていたが、ヘルガが新しい司令長官に就任するに当たって、その任を解かれた。会ったのはその時である。

　ライアーは地上に戻るはずだったが、運悪く指揮権委い譲じよう猶予期間にＧジー・Ｏオーが出現し、最後の任務として、墜落した《ＵＮＣＯＶ》の旧・衛星オービツト・軌道輸送艦トランスポーター《ハース》に再び乗り込む羽目になったのだった。

[image: ]

（なぜだ？　なぜ生きている？）

　Ｇジー・Ｏオーの撃げき退たいに失敗し、東京湾に墜つい落らくした《ハース》は、その衝しよう撃げきで乗組員は全員死亡したと判断されていた。その中にはもちろん、ライアーも含まれていた。

　──幽ゆう霊れい。

　そんな言葉が頭に浮かんで、ヘルガの顔は、はたから見ても明らかに青ざめた。苦手なのだ、その手の話は。

「お顔の色がすぐれませんな、ヘルガ司令？──ああ、ご安心ください。私は幽霊なんかじゃありませんよ」

「だ、誰だれもそんなことは気にしていない！　私はなぜ貴様が──」

　生きているのか、と言いかけてヘルガは言葉を飲み込んだ。なぜ生きているのか──簡単なことではないか。それは、この男が《ハース》が墜落することを知っていたからだ。それをここで言うのはまずい。アメリカにうるさく言われるような隙すきを与えるわけにはいかない。

　ヘルガは浮きかけた腰を下ろし、息を整えた。理由がわかり、この男が人間であるなら、怖れるには足らない。顔色はすぐに元に戻った。

「……貴様が、ここにいるのが不思議でならないだけだ」

「不思議、ですか？」

「そうだ。貴様は念願かなって《ＵＮＣＯＶアンコヴ》のお目付け役を辞めたのではなかったか？　なぜまたここにいる？　その娘のエスコート役か？」

「まあ、ひとつには」

　ライアーは、鼻の頭を搔かいた。

「ひとつ？　まだ理由が──」

「フロイライン」

　さらに問い詰めようとしたヘルガの意気は、ゲーニッツ卿きようの声に遮られた。

「紹介を続けていいかね？」

「……は。申し訳ございません」

　卿は、ため息をついた。

「彼女は、シトロン・シュナイダー少尉。まだ一八歳だが、欧州連合宇宙軍ＥＵＳＮ・統合戦略室の室長補だった人物だ」

「だった？」

「本日付で《ＵＮＣＯＶ》騎き兵へい副隊長に任ぜられた」

　ぴくり、とヘルガの眉まゆが動いた。

「……それはどういうことでしょうか？」

「最近のたび重なるＧジー・Ｏオーの出しゆつ現げんには、我々も危き惧ぐを抱いているのだよ、ヘルガ司令」

　紫煙を吐きながら、アーバンガム卿きようが言った。

「巨人の末まつ裔えいである《ヴァルキュリア》はいざ知らず、[image: ミスター]アマミヤは激務に耐えかねているのではないかね？」

「そんなことはありません」

「そうかな？」

　卿は、手元にある書類を捲めくった。

「彼のここ数日の身体データを見る限り、かなり疲労が蓄積されているようだ。睡眠時間も少ない。体力も落ちている」

　橋はし原はら委員がテーブルの上にで手を組んだ。

「天あま宮みや中尉は騎き兵へい隊長です。部下の休息中にもやることはあるのはわかる。……しかし、私には解せないのですが、なぜ《ヴァルキュリア》の世話まで、彼が行っているのです？」

「部下の管理は隊長の仕事です」

「それにしても、度が過ぎてはいませんか？　家事一般の指し導どうはまだしも、ＶヴアーチヤルＲリアリテイＴタウンでのレクリエーションに毎日のように付き合わされていますね？　《ヴァルキュリア》はそうして疲れれば、あとは眠ればいいだけですが、彼にはその後ごも仕事があります。明らかにオーバーワークでしょう」

「それは、運用方針を転換した際、既に予測されていたことです。中尉はそれに耐えられる人物だと判断され、選抜されたのではないですか？」

　ゲーニッツ卿は頷うなずいた。

「だが選抜当時、Ｇ・Ｏの出現サイクルはいまよりも長かった。状況は変わった。そうならないことを願うが、中尉が倒れた時の保険が必要だと委員会は判断した」

「それがこの小娘、というわけですか」

　ヘルガがそう言うと、シトロンの目ま蓋ぶたがぴくりと動いた。

（ほう？）

　その一いつ瞬しゆんを見逃さず、ヘルガは彼女のおっとりさがみせかけだと看破した。

「それに」とゲーニッツ卿は続けた。

「これはある意味では、君が望んだことでもあるのではないかね？　《ガルド》からはそう聞いているのだが？」

（そういうことか）

　ヘルガはもう一度、シトロンを見た。

　二日前、ヘルガは総帥の秘書に件くだんの《カンフル剤》の投入を要よう請せいしていた。それに関しての返答がまだだったのだが、このような形で得られようとは思わなかった。

（……なるほど。配置としては申し分ないな。この娘が中尉と始終共にいても副隊長では《ヴァルキュリア》たちは容認するしかない）

　シトロンはにっこりと微笑ほほえんだが、それはどこか挑戦的だった。

「納得がいきましたよ、卿きよう。──シュナイダー少尉。貴殿の着任を認めよう」

「きょーしゅくでーす」

　ほとんど掌てのひらを水平にして最敬礼し、シトロンは甘ったるい声でそう言った。およそ軍人らしくない様子に、ダラス司令は苦々しさを隠そうともしなかった。

「少尉はドイツ人か？」

「はぁい♥　ベルリン生まれのベルリン育ち。正真正銘、生粋のゲルマン人でえーす」

「ほう……それは『混血』の私に対するあてつけかな？」

「まさかぁ」

「そうか。そうだろうな……ふふふふふ」

「そうでぇす♥　あはははは」

　ヘルガは低く笑い、それにシトロンの甲高い笑いが重なって部屋いっぱいにキンキンと響ひびき、老人たちは顔を顰しかめ、深い皺しわをさらに深くした。

「えー、よろしいでしょうか？」

　と二人の笑いを遮ったのは、ライアーの声だった。シトロンもヘルガも、それを聞くとぴたりと笑うのを止やめた。

「そろそろ私の役割についても、ヘルガ司令にご説明申し上げたいんですが？」

「……そうだったな。構わん、やりたまえ」

　ゲーニッツ卿が少しだけホッとしたような顔をして、許可を出すと、ライアーは少しだけ前に出て、眼鏡めがねを外して服の袖そでで拭ふいてからかけなおし、薄うすく笑った。

「結局、また辞令が下りまして……《ガルド》から《ＵＮＣＯＶアンコヴ》のお目付け役として、派遣されてしまいました。あ、辞令はここに」

　スーツの内ポケットから少しよれた折り畳まれた紙を出すと、ライアーはそれを傍そばの職員に渡した。

　職員はそれを、円卓を回ってヘルガの目の前に置いた。

　手に取ると少し生暖かく、眉まゆを顰ひそめてヘルガは紙を開き、中を読んだ。

「…………」

　辞令には確かに、ニル・ライアーを再び《ＵＮＣＯＶ》の特別常勤顧こ問もんに任ずる旨が記されていて、《ＣＯＶコヴ運用委員会》がそれを承認したことを示す、全員のサインがそこに書き連ねてあった。

　ヘルガは辞令をテーブルに置くと、ライアーを見て冷たく微笑ほほえんだ。

「また宇宙に逆戻りとは、おまえもついていないな」

「まあ、しかたありません。会社の命令ですから」

　ライアーは、乾いた笑いを漏らした。

「妻と子供たちには喜ばれましたよ。うるさいのがまたいなくなる、ってね」

「……おまえの妻は日本人だったのか？」

　ヘルガがそう言うと、橋はし原はら委員は嫌な顔をし、ライアーは、さあどこの生まれだったか、と答えをはぐらかした。

「総帥に、いったい何を命じられてきたのかは知らないが、私の仕事の邪じや魔まはするなよ？」

「それはもう……《ヴァルハラ》は《ＵアＮンＭムＳツＳス》と違って良いところだと聞いていますので、適当にのんびりやらせてもらいます」

「暢のん気きな奴やつだ」

　とヘルガは冷笑した。

「さて──」

　アーバンガム卿きようが、これが締しめくくりであることがわかる声で言った。

「本日の会議の議題はこれで尽きた。諸しよ君くん、何か言い残したことはあるかね？──ダラス司令はありそうだな？」

　だが、胸に勲くん章しようを貼はりつけた、老軍人は首を振った。

「いや、もはや言うことは何もない。無駄な時間だった。茶番を見せられただけだ」

「我らは[image: ミスター]カーターが、是非に、というから出席を許したのだがね。紳士の態度とは言いかねるな」

「くそくらえ」

　ダラス司令は下品に指を立てると、椅い子すを大きく蹴けった。




「お疲れ様でございました──おや？」

　廊下でヘルガを出迎えたカリウスは、続いて現れた二人を見て、僅わずかに目を細めた。

「これは、ライアー様。ご無ぶ沙さ汰たしております」

「いやあ、どうも」

　ライアーは薄うすら笑いを浮かべながら軽く会釈をした。

　それには構わず、カリウスはヘルガに足早に近づき、預かっていたコートを差し出し、袖そでを通すのを手伝った。

「カリウス。帰りはこの二人も同行することになった。ライアーは知っているな？　こっちの娘は、シトロン・シュナイダー少尉。本日付で《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の騎き兵へい副隊長に任じられた。要よう請せいしておいた《カンフル剤》だ」

「そうでございますか。──シュナイダー様、よろしくお願いたします」

「どぅもー♥」

　甘ったるい声と共に、少尉はひらひらと手を振った。おおよそ軍人らしくない所作ではあるが、あまり堅苦しくない方が中尉にはいいのかもしれない。

　カリウスは軽く頷うなずくと、ヘルガの耳にそっと口を寄せ、

「……さっそく『教団』との繫つながりを調べます」

　と呟つぶやき、ヘルガは微かすかに頷いた。

「人選はこちらでも行っていたのだが、先を越された──そろそろ、気づきかけているのかもしれんな」

「ライアー様を送り込んできたことから見ても、疑いを抱いておられるのは確かでしょう」

「ふ……私があんな奴やつに尻しつ尾ぽを摑つかまれるとでも思っているのかね？」

「お嬢じよう様、アレはなかなか難物でございますぞ。侮あなどってはなりません」

「わかっているさ」

　ヘルガは後ろの二人をちらりと見た。

　二人は特に会話をするでもなく立っていた。ライアーの方は、ちらちらとシトロンの胸に視線を走らせていたが、気づいていないのか、彼女が気にした様子はなく、腕を後ろに組んでわざわざ胸を突き出すような格好をしていた。

　なんとなく面おも白しろくない気持ちが湧わき上がったが、

（気のせいだ気のせい）

　とヘルガは自分に言い聞かせた──大きな胸が羨うらやましいなどと思ったりするものか。

「お嬢様？」

「ん？……ああ、なんでもない」

「左様ですか。──あと、奇妙な噂うわさを聞きつけました。それについては後ほど……」

「わかった」

　ヘルガは後ろの二人を振り返ると、顎あごをしゃくるようにした。

「行くぞ。ヒューストンへの直行便がすぐに出る」




「ふう……」

　扉が開き、戦闘バトル訓練航宙艦トレーニングシツプ『霧む忍にん』のＢＴバトルトレーニングＳＲシステムルームから最初に出てきた真しん珠じゆは、汗だくだった。

　一〇センチ大の、文字通り珠たまのような汗が、形のいい顎あごの先から流れ落ちて、床に滴ってはじけて散った。

　セパレーツの白のトレーニングスーツは、ピッタリと肌に張りついて、なめらかな稜りよう線せんを、形を、はっきりと浮き上がらせている。

　アングロ・サクソン人とは違うアジア的な白さの肌が、ほんのりと上気して、甘く香る。

　頰ほおに張りついた髪を指で後ろに流し、真珠は、背中で閉じた扉に体を預けて、こつ、と頭を寄りかからせた。

　金属の冷たさが、熱を奪ってくれて気持ちがいい。

　喉のどを伝つたい落ちる汗がくすぐったい。

　心地良い、というには少し過度な疲労感が体の芯しんに残っている感じがした。

　シュッと空気の抜ける音と共に次々と、左右にずらりと並んだ扉が開いて、部屋の中から他ほかの姉妹たちも出てきて、真しん珠じゆは顔を上げた。

「うー、暑……」

　褐色の肌から蒸気を揺らめかせ、うんざりした顔で出てきたルビーは、手を振って風を顔に送った。彼女の体はとても美しい。肩幅が広く、ウエストはよく締まっていて、美しいラインを描いている。腕も足も、筋肉がはっきりと盛り上がり、贅ぜい肉にくといえば、九八〇センチの胸くらいのものだ。

「ったく……なんでこんなにシミュレーションやんなくちゃなんねーんだよ。これじゃあ、くたくたで飯を食う気にもならねえ」

　それを聞くと、向かいの部屋から出てきたレインが小さくため息をついた。

　彼女の白い肌も上気して、綺き麗れいなピンク色に染まっている。髪を結んでいた紐ひもを解ほどこうと腕を上げた拍子に、スーツのブラがずり上がってやわらかな胸の下のラインがあらわになり、その先で引っかかって止まったが、真珠はなんとなく目のやり場に困ってしまった。

　長い黄金の髪が波打って広がると、芳香が広がった。

　レインは美女だ。ルビーも美人だが、それとは質が異なる美人である。剛と柔の違い、と以前に竜りゆう一いち郎ろうが表現したことを真珠は思い出した。レインの肌には筋肉の形などは少しも浮かび上がらない。シルエットは似ているのだが、質が違う。だが、どちらも美しい。

「ルビーはそのくらいでちょうどいいヨ」

「なんでだよ」

　レインは、形のいい指を伸ばして、彼女のお腹なかをつんと突いた。

「最近、少し食べすぎネ。少しお腹出てきたんじゃナイ？」

「そ、そんなことねえよ」

　手を払い、隠すようにする。

　その二人の間を、まったくマイペースに晶あきらが通り過ぎた。行き着く先には、シャワールームがある。

　ひと足毎に三つ編みのおさげが揺れる。眼鏡めがねは自分と、他ほかの姉妹の体から発せられる熱で僅わずかに曇くもっていた。ぺたぺたと足跡が廊下に残る。

「おねえちゃん、ミルキィたちもシャワーしよう？」

　小さな手て真珠の指を摑つかんでミルキィが言うと、毒気を抜かれたのか、ルビーも、そうだな、と言って晶のあとを追い、これにレインと真珠たちも続いた。

　一見すると何もないように見えるだだっ広い部屋に入ると、全員が、絞れば滝のように流れるほど濡ぬれたスーツを脱いで、それをランドリーシュートに放り込んだ。竜りゆう一いち郎ろうからはなるべく自分で洗せん濯たくをするように、と言われているのだが、このところ訓練がきつくてついサボってしまっている。

　裸になると、それぞれが適当な場所に立つ。

　大概、円を描くようにして向かい合うことになるのだが、真しん珠じゆはこれが恥ずかしく、つい前の翳かげりを隠してしまう。晶あきらは元々人目を気にする質たちではないし、レインも、ルビーも、自分の体に恥ずかしいところなどない、という性格なので、同性とはいえ、目のやり場に困る。ミルキィとは唯一、恥じらいを共有できるのだが、いつも上の姉二人に玩具おもちやにされるのは、なぜか真珠だった。

　数秒して、ウエットシャワーが始まった。

　適温のお湯と、ＭＭマイクロマシンを含んだシャンプーが吹きつけられて、自動で髪が洗われていく。真珠たちはただ立っているだけでいい。それが済むと今度は、ＭＭ入りのボディソープの泡に体が包まれた。ＭＭは、設定された通りに体の隅にまで入り込み、汗と脂と汚れを綺き麗れいにこそぎ落としてくれる。

　それも終わって、大量の水と共にＭＭが流れ落とされると、最後に温風が吹きつけてきて、すっかり乾けばそれでさっぱりと終わりである。

「真珠ぅー」

　ぎくりとして、顔を上げると、ニヤニヤ笑ったルビーと、ニコニコ微笑ほほえんだレインが、豊かな胸を隠そうともしないで目の前に立っていた。

「な、なに？」

　と訊きいたが、どうせ次に言われる台詞せりふはわかっていた。

「あんなに縮ちぢこまっていて、ちゃんと洗えたかチェックしてやるよ」

「そうそう、汚れたままだと病気になるからネ」

　真珠は胸と前を隠すようにした。晶は、我関せず、と、とっととシャワールームを出ていってしまい、薄はく情じようなことに、ミルキィまでもがいつものように、

「じ、じゃあ、おねえちゃんたち、ミルキィ、先に行ってるね」

　と出ていってしまう。

　それを怨うらみながら、

「ち、ちゃんと洗えてるわ」

　と真珠は下がった。そんな彼女を背の高い二人は、逃れようがないような立ち位置で迫る。

　あっという間に真珠は壁かべにまで追い詰められてしまった。

「お姉さんたちが、今日もチェックしてあげようじゃんか」

「え、遠えん慮りよします」

「姉妹なんだから、それはよくないネ」

「それでも、遠えん慮りよ──あっ！」

　真しん珠じゆは、あっという間に腕を摑つかまれて、ひとつに括くくられて、体を壁かべに押しつけられてしまった。ひんやりと冷たい感触が背中とお尻しりにつたわる。真珠は足を寄り合わせながら、何とか逃れようと体をよじったが、無駄なことだった。

「何でいつも、わたしなのーっ！」

「晶あきらじゃ反応がないし、ミルキィじゃ泣いちまうだろ？　いじるなら真珠が一番面おも白しろいからさ」

「……イジメですっ！」

　すると、真珠の目の前で、レインが形のいい指を、ノンノン、と振った。

「違うヨ。こ・れ・は、コミュニケーション。スキンシップ。姉妹の触れ合いネ」

「うううー」

　怨うらみがましい目で真珠は二人を見たが、それで止やめてくれるような姉でないことはこの数ヶ月でわかっていた。

　わきわきと指を動かす、二人の姉の影が、真珠の上にゆっくりと覆おおい被かぶさっていく。




「ん？」

　不意に天井を仰いだ竜りゆう一いち郎ろうの様子に、ディスプレイの前に立ち、Ｇジー・Ｏオーについての推測結果の説明をしていた職員は、怪け訝げんな顔をして彼を見た。
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「どうかしましたか、中尉？」

「……いや、何か聞こえた気がしたんですが」

「何も聞こえませんよ？」

　座が少しばかりざわめきだしたことに気がついて、竜りゆう一いち郎ろうは慌てて視線を戻した。

「すみません、気のせいでしょう」

「中尉。一度、リラクゼーションプログラムを受けられた方がよろしいのでは？　明日の午前中にちょうど空きがありますが──」

　隣となりの席に座る、医い療りよう班の女性職員が気遣わしげにそう申し出てくれたが、竜一郎は笑顔でそれを辞退した。

「大丈夫です」

「しかし──」

「カプセルに入っている最中にＧジー・Ｏオーが出現したら、それこそ取り返しがつきません。……この間のハワイのような惨さん劇げきは、二度とごめんですから」

　それを言われては、座の全員、口をつぐむしかなかった。

　ダブル・アピアランス──二点同時出現によって消滅したハワイ州では、観光客を含めた一七〇万人が推定死亡した。爆ばく発はつによって剝むき出しになった海底火山の火口は、いまも活動を続けていて、正確な調査もできない現状である。

　あの状況ではどうしようもなかった、とわかってはいるが、それで心が晴れるわけではない。竜一郎の脳裏には《スレイプニル》から見た爆発の光が灼やきついている。その光の中で、一七〇万の人間が消滅したのだ。忘れられるはずもなかった。

「すみませんでした、どうぞ続けてください」

　竜一郎が言うと、ディスプレイの前に立った男性は頷うなずいた。彼は、生物側面対策班のイングマン研究主任である。

　今日の会議は、Ｇ・Ｏをより深く理解するための集まりだった。

　作戦司令区《ビフレスト》の一角にある会議室のひとつに集まった人数は一五人。Ｇ・Ｏ対策各班の代表は全員、他ほかにも医療班、整備班の代表なども参加している。

「先ほども説明しました通り」

　とイングマンは再開した。

「二〇三五年のファーストコンタクト以来、この二〇年の間に出現したＧ・Ｏ同士になんらかの関係性が見出みいだせないか、と我々は考えました。まあ、既にお気づきの方も多いのではないかと思いますが──」

　彼が手元のスティックを操作すると、一枚の写真がディスプレイに映し出された。

「これはマルセイユを消滅させた、人類が初めて遭遇したＧ・Ｏです。この写真から推察するに、このＧジー・Ｏオーは根こん足そく綱こうアメーバ目もくに分類できる生物に極めて酷似しているといえます。次にこれを見てください」

　映し出されたのは、四体のＧ・Ｏだった。

「これらは《ＵＮＣＯＶアンコヴ》発足後に現れたＧ・Ｏですが、いずれも、腔こう腸ちよう動物門もん鉢はち虫むし綱こうクラゲ型生物に酷似しています」

　そうイングマンは言ったが、その中に、竜りゆう一いち郎ろうが見たオーストラリアに現れた奴やつはいなかった。理由を問うと、彼はスティックで自分の肩を叩たたいた。

「……中尉の遭遇した最後の一体は、少なくともクラゲではないですよ。形はよく似ていましたがね。むしろ軟体動物頭とう足そく綱のイカ類かタコ類に近いのではないかと思います。なにせ、本当に電気を発するクラゲはいませんからね」

「そうなんですか？　でも電気クラゲというのが──」

「電気クラゲというのは、刺されるとその毒で感電したような感じになることからそう呼ばれているだけで、実際に発電器官を持っている、電気ウナギなどの発電生物とは違うんですよ。……そうですね。まあ、見た目は軟体動物頭足綱に近いとはいえ、記き録ろくにある現象はホタルイカのような酸化発光とも明らかに異なるようでしたから、あれは、そのあとに続いて現れたＧ・Ｏに近い、分類不能な進化の過渡期の生物の一種なんでしょう」

「過渡期生物？」

「そうです。約五億年前のカンブリア紀に『生命のビッグバン』と呼ばれる現象が起きていることは、皆さんご存ぞん知じだと思うんですが──」

　イングマンは言ったが、しかし座の半数は首を傾かしげた。

「あ、そうですか。まあ、簡単に言ってしまえば、現在地球上に現存している全生物の祖先が一気に現れた時期というのが、カンブリア紀なんです。なぜ、突然、そうしたことが起こったのかはまだわかっていないんですが、この時代には、まるで誰だれかの実験過程の失敗作であるかのような、今の生物からは考えられないような奇妙な形をした生物が、ぞろぞろと見つかっているんです」

　また画面が切り替わると、虫を加工したかのような、冗談にしか見えない生物や、魚と昆こん虫ちゆうの中間のような奇妙な生物のＣＧがいくつか映し出された。

「この、刺とげの生えたシメジのような形をした生物は『ハルキゲニア』と呼ばれるものです。こっちの一対のマッシュルームのような目をもつ、昆虫とエイの中間のような生物は『アノマロカリス』。そしてこの下の、鰓えら・鰭ひれのある昆虫型生物が、二〇三〇年に見つかった『ディソルドゲニア』です。そして──」

　次に映し出された生物を見て、竜一郎は、あっ、と声を上げた。それは、彼が初うい陣じんで《ヴァルキュリア》たちと共に倒した甲こう殻かくをもったＧジー・Ｏオーだった──いや、それに、とてもよく似ていた。

「似ているでしょう、中尉。……これは『オパビニア』と呼ばれる生物です。中尉が戦ったＧジー・Ｏオーとは目の数が違いますが、形といい、長い捕食手といい、よく似ています。あの電気クラゲのようなＧ・Ｏも、おそらくはこのカンブリア紀のビッグバンの時代に実際に存在していた生物に酷似していたのではないかと推察します。そして──」

　再び画面が切り替わる。今度は、その後ご、続く四ヶ月間に《ＵＮＣＯＶアンコヴ》が戦ったＧ・Ｏたちが映し出された。

「軟体動物頭とう足そく類、甲こう殻かく魚類、両生類、昆こん虫ちゆう綱こう、甲殻綱、唇しん脚きやく綱、爬は虫ちゆう綱亀かめ目もく、軟骨魚類、そしてこの間の、竜りゆう盤ばん目獣じゆう脚きやく類に、古代の哺ほ乳にゆう類鯨くじら目型Ｇ・Ｏ。さて、出現時からいままでの全Ｇ・Ｏを並べると──」

　ディスプレイの中でＧ・ＯのＣＧが並び替えられ、座は一気に騒さわがしくなった。イングマン主任は、スティックの先でディスプレイを軽く叩たたいてそれを鎮しずめると、ぐるりと各班の代表者を見渡した。

「そうです。──Ｇ・Ｏは進化しているのです」




「でもよ。やっぱりちょっと、厳きびしすぎると思わないか？」

《待》とプリントされたＴシャツにあちこち破れたジーパン、という私服姿のルビーは、キッチン兼ダイニングルームのテーブルに集まった《ヴァルキュリア》たちを見回した。

　全員が、特別スペシヤル慰安航宙艦レクリエーシヨンシツプ《扶ふ吟ぎん》であつらえた、私服姿である。

　真しん珠じゆは、黒を基調にした一九世紀頃ごろのクラシカルなカフェのウェイトレス服。

　レインは、ウエスタン風でまとめて、腰のホルスターにはリボルバーのモデルガンが納まっている。

　ミルキィは、ペチコートを重ね着した上にレース飾りの可愛かわいい白いドレス姿だ。なぜか枕まくらを抱いている。

　晶あきらだけは……ジャージの上に白衣、という謎なぞの格好だった。椅い子すに浅く腰掛けて、両手を白衣のポケットに突っ込んでいた。

　皆の前には、真珠が入れた紅茶が並んでいる。

　いまは、竜りゆう一いち郎ろうという比較対象物がないため、モニターなどを通して見る限りではわからないが、ヴァルキュリア専用居住区《ヨトゥンヘイム》の全すべてのものは、約一〇倍のスケールで造られている。唯一例外の、《ヴァルハラ》の中心部を貫くセントラルエレベーターの扉も、ここでは猫ねこの出入り口のように見える。

「これで、もう四日だぜ？　そりゃあ、例の恐きよう竜りゆうにやられたのはオレのミスだけどよ、始末書も言われる通りに書いたし、もう油断なんかしない、って言ってるんだから、いいかげん許してくれてもいいとおもわねえか？　真珠じゃないけどさ、これはイジメだよイジメ」

「ちょっ、姉さん！　あたし、そんなこと言ってない！」

「ああん？　さっきシャワールームで言ってたじゃんか」

「それは、姉さんたちに言ったんであって、隊長さんがあたしたちをイジメた、って、あたしが言ってるみたいな言い方はやめて！」

「なんだあ？　ややこしい言い方すんなよ。わけわかんないぞ？」

「とにかく！　隊長さんにいじめられてるなんて、あたしは思ってません！」

「は！──おい、レイン、おまえはどう思うんだよ」

　話を振られたレインは、胸の下で腕を組んで少し考えるようにすると、大きく頷うなずいた。

「……そうネ。隊長、ちょっと今回はいじわるネ。トレーニングは必要だけど、やりすぎはよくないネ。あんなにハードだと、トレーニング中にＧジー・Ｏオーが出てきたりしたら、ワタシたち、へろへろヨ。とっても戦えないネ。……ひょっとして、このトレーニング、本当はワタシたちへの『罰』なんじゃないカナ？」

「罰？」とルビー。

「ソ。おしおき。──ま、前の隊長にやられたことに比べたら、全然たいしたことないケド、ワタシたちはワタシたちで一いつ生しよう懸けん命めいやったヨ。反省もしたワ。それなのに、こんな姑こ息そくなやり方で『罰』を与えるなんて、気に入らないネ」

「言うようになったじゃねえか、レイン。何でも、しかたない、で済ませてたおまえがよ」

　ルビーがニヤリとすると、レインは肩を竦すくめた。

「別に諦あきらめてたわけじゃないヨ。言っても仕方がなかったから、言わなかったダケ。でも隊長は話を聞いてくれる人でショ？　意見は意見として言わないとネ。──ま、ルビーみたいになんでも悪い方に考えたりはしないケド」

「言ってろ！──でもまあ、もしレインの言う通りだったら、ちょっと許せねえよな。大体、部下の責任は上官にもあるはずだろ？　ここはひとつ、隊長にも汗をかいてもらわないと、バランスが悪いよな」

　ルビーの言葉に、それは言える、とでも言うように晶あきらが頷いて、真しん珠じゆは慌てた。

「ちょっと！　姉さんたち、何をするつもりなの!?」

「それをこれから考えるんだよ。……レイン、なんかアイデアないか？」

「ンー……そうダ！」

　ぽん、と手を叩たたくと、それに合わせて胸がゆさりと揺れた。

「《扶ふ吟ぎん》のＶヴアーチヤルＲリアリテイＴタウンに、この間、ペットロボットがあったヨ。Ｇ・Ｏ戦を想定して、あれと戦ってもらうっていうのはドウ？　戦いのお手本を見せてもらうのなら、立派な理由ネ。あのロボットの大きさが三メートルだから、隊長にはちょうどいいネ」

「おおっ！　ナイスアイデア!!」

　ルビーは笑顔で指を鳴らし、真珠の表情は引きつった。ミルキィは枕まくらに顔をほとんどうずめるようにして、ただ成り行きを見守っている。

「このテーブルの上でやらせようぜ！　広さもちょうどいいんじゃないか？　レイン、そのペットロボットっていくら？」

「確か、一万ＶヴアーチヤルＲリアリテイマネーだったヨ。在庫ありだから、すぐに届くんじゃないかナ」

「じゃあ、代金はみんなで折半な？　一人、二〇〇〇ＶＲ。いいよな？」

　晶あきらは頷うなずき、ミルキィは首を竦すくめた。真しん珠じゆは──

「ちょっと待ってってば！」

　テーブルに身を乗り出すようにして、このまま決まってしまいそうな話に割って入った。

「まさか本気なの？　やめようよ？　だってやっぱり、あたしたち、少し気が緩ゆるんでたと思うし、トレーニングだって、一応、今日までだったじゃない？」

「本当は昨日までだったけど、延長されたネ」

　晶が、こっくりと頷く。

「でもそれは、みんなの成績が悪かったから、それで──」

　ルビーの拳こぶしがテーブルをトンと叩たたき、ミルキィがその音にますます首を竦めた。

「そこだ。大体、その合格ラインが高すぎんだよ。だから、見本を見せてもらおうって言ってるんじゃないか。残念なことに《霧む忍にん》のＢＴバトルトレーニングＳＲシステムルームはオレたちに合わせてあるって、隊長は使えないということらしいから、ペットロボットで実践さながらの戦い方、ってのを教わろう、ってのがレインの意見だ──そうだろ？」

「そうネ」

「な？　イジメじゃないぜ？　教えてもらおうってだけさ」

「でも──」

「真珠。おまえも本当は、興きよう味みあるんじゃないのか？　隊長の実力ってやつに。隊長がオレたちと一緒に戦ったのは最初の一回だけだからな。あとはいままでと同じ、オレたちに戦わせっぱなしだ」

「……だって、隊長さんは《槍ランス》を使えないわ」

「使えなくたって、オレたちと同じ戦場に立つことはできるだろ。けどよ、いつもいつも空の上から見てるだけだ。それで文句言われた上に、しごかれたんじゃたまんないぜ。ここらでひとつ実力のほどを見せてもらわなくちゃな」

「ルビーの言う通りネ」

　そうレインが言って、晶も頷き、ミルキィはますます枕まくらに顔をうずめた。

（甘えすぎだと思う……）

　真珠にはそう思えた。レインも、ルビーも、晶も、竜りゆう一いち郎ろうになら何を言っても許されると思っているのではないだろうか？　それはまあ、きっとこんなバカな提案も、彼は真ま面じ目めに受け止めてくれるだろうが、それでもし、本当に彼を怒らせたら──そのことがきっかけで、

『俺はもう耐えられません』

　とか言いだして、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の隊長を辞めるとかいうことになったら、どうするつもりなのか？　次の隊長が、竜りゆう一いち郎ろうのような、過ぎるくらい柔軟な人間とは限らないのに。

　ものとして扱われることのない、今のこの生活環かん境きようは、彼が与えてくれたものだ。

　巨大な食材と一緒に切り刻まれそうになりながら色々な料理を教えてくれたり、ブラジャーに絡まれて洗せん濯たく機に落ちて溺おぼれそうになったりしながら自分のことを自分でやる楽しさを教えてくれたのも彼だ。《扶ふ吟ぎん》のＶヴアーチヤルＲリアリテイＴタウンでの買い物にも、嫌な顔をせずに何時間も付き合ってくれる。本物の海に泳ぎにも、本物の山にハイキングにも連れて行ってくれた。

　それは全すべて、竜一郎がいてくれるから、自分たちが彼の期待に応こたえているから、許されていることだということを、姉たちは忘れているとしか思えない。

　ハワイに現れたＧジー・Ｏオーのこともそうだ。

　あの爆ばく発はつに真しん珠じゆは恐怖した──それは、ハワイを救えなかったことで、自分たちが不要な存在だと思われるのではないか、と考えたからだ。

　同じ恐怖はミルキィも抱いたらしい。あの日以来、彼女は口数が少なくなったから、そうだとわかる。

　だが、晶あきらはともかく、二人の姉は一向に気にしていないように見える。

《ヴァルキュリア》はＧ・Ｏと戦うために造られた存在だ──それができないとみなされたら、人間にとって、いったいどんな価値が、自分たちにあるのか？

（あたしたちはまだ、鎖くさりに繫つながれているっていうのに……）

　真珠は、そっと首のチョーカーに触れた。

　自分たちの命は、いまだ彼らが握っている。人間は、ボタンを押すだけで、自分たちを簡単に殺すことができる。この首輪はそのためのもの──彼らが自分たちにつけた《安全装置セーフテイユニツト》だ。

　以前のように、いつ押されるかもしれない、と怯おびえながら、薬によって強制的に眠らされるような生活に戻るのは嫌だった。

（姉さんたちは少し気楽すぎる。あたしがしっかりしなきゃっ……）

　真珠は、きゅっと唇を嚙かんだ。

　だが、鼻を突き合わせるようにしてどのペットロボットがいいか、と話し合っているレインとルビーは、妹がそんな風に小さな胸を痛めていることに、気づく様子もなかった。

　と──

　不意に、ダイニングにアナウンスが流れた。

『天あま宮みや竜一郎中尉。一〇分後に《ニブルヘイム》に出頭してください。繰くり返します。天宮竜一郎中尉。一〇分後に《ニブルヘイム》に出頭してください』

　気がつけば、全員が天井を見上げていた。




『天宮竜一郎中尉。一〇分後に《ニブルヘイム》に出頭してください。繰り返します。天宮竜一郎中尉。一〇分後に《ニブルヘイム》に出頭してください』

　カフェで濃こいカプチーノを飲みながら、先ほどの会議で配られた資料を読み返していた竜りゆう一いち郎ろうは、そのアナウンスにため息をついて腰を上げた。

　体が酷ひどく重い。太ったわけではない。体重なら就任当時よりも落ちている。

「ごちそうさま」

　メキシコ系の店主にマネーカードを渡して精算を済ませると、店を出てセントラルエレベーターに向かった。

　統括指令区《ニブルヘイム》への出頭命令とは、すなわち長官室へ来い、ということだ。ヘルガは地球に下りていたはずだが、もう帰ってきたらしい。別段、彼女がいないからといって気を抜く竜一郎ではなかったが、呼び出しが、気が重くないといえば噓うそになる。

　ハワイでの失態（時間的にどうしようもなかったとしても）の結果が、部下である《ヴァルキュリア》たちの待遇に変化をもたらさないか、それがずっと気がかりだったのだ。

　結果は聞くまでわからないが、竜一郎は、楽天家というわけではない。体が重いのはそのせいかもしれない。

　竜一郎は『上』のボタンを押して待った。

　数秒して昇降機が到着し、扉が開くと中には誰だれもいなかった。乗り込み、最上階のボタンを押して壁かべに寄りかかる。体がだるい。目の回りも少しばかり熱い気がする。

（進化している、だって……？）

　エレベーターの階表示の光がぽつぽつと動いていくのを見つめながら、竜一郎はイングマン主任の言葉を思い出していた。

「そうです」

　と、ざわめきの収まらない聴衆に向かって彼は言った。

「ただし、Ｇジー・Ｏオーは、特定の一系統への進化を見せているわけではありません。魚類、両生類、竜りゆう盤ばん目もく獣じゆう脚きやく類、哺ほ乳にゆう類鯨くじら目、とバラバラな姿を見せています。……しかし、これと同じ道筋を辿たどり、ついに頂点に上りつめた生物が世界にはいます」

「まさか……」

「そうです、中尉。進化の頂点とは、哺乳類霊れい長ちよう目ヒト科の生物──つまり、人間ですよ」

　大真ま面じ目めな顔でイングマンは告げた。座は、いっぺんに静かになった。

「根こん足そく綱こうアメーバ目として姿を現し、出現のたびにＧ・Ｏは姿を変えてきました。この変化を見て、皆さんは何かを思い出されませんか？」

　代表たちはしかし、微かすかなざわめきを漏らしただけで、答えはなかった。

「胎児です」

　イングマンは畳んだスティックを振って言った。

「私はこれを見て、人間の胎児の成長を思い出しました。受精してからほぼ人間の形を成なす妊娠一六週目までの間に胎児は進化の過程を辿たどっている、という俗説を聞いたことがあるんじゃないですか？　たった一個の細胞から始まり、尻しつ尾ぽが生え、水みず搔かきができ、全身が体毛に覆おおわれ、それらが消えてようやく人へと辿り着く……Ｇジー・Ｏオーは、出現からずっと、それと同じように進化の過程をなぞっているように思えます」

　淡々と述べられた意見に、竜りゆう一いち郎ろうは固かた唾ずを飲んだ。

「では……では、あなたはＧ・Ｏがいずれ、人になると？」

「というよりも、人に酷似したもの、でしょう。これまでのＧ・Ｏも、各生物に似てはいても同じではなかった。むしろ──」

　イングマンは、言っていいものかどうか、僅わずかに躊躇ためらったように見えた。

「むしろ、《ヴァルキュリア》に近い生物へ辿り着くのではないか、と私は考えます」

　会議室は一気に喧けん騒そうに包まれたが、竜一郎は周りの騒さわぎなどほとんど聴いてはいなかった。

　時間が来て、会議は解散となったが、関係のある対策班は今日の会議をそれぞれの部署で検討することになった。

「あくまで仮定ですよ」

　とイングマンは言ったが、竜一郎はヘルガに、この件はＡＡＡトリブルエーの機密事項に指定するべきであると進言するつもりでいた。

　Ｇ・Ｏが、いずれ人になるかもしれない、などという推測は、それが正しくても、悪戯いたずらに世論を動揺させることになりかねない。

（厄介なことになってきたな……）

　イングマンの『人よりもむしろ《ヴァルキュリア》に近いものになる可能性がある』という意見はさらにまずい。

　国連の臆おく病びよう者たちの恐怖感を煽あおることになりかねない。恐怖は、理性を狂わせ、誤った判断を生み、それを実行させようとする。そしてそれは伝染するのだ。古くからそのことはよく知られている。特に戦場ではそうしたことが多々起こる。

　そして現在、世界はどこも最前線なのだ。

　ポン、と音がして、エレベーターが途中階で停止した。

　扉が開く音に伏せていた目を上げると、入ってきた女性と目が合った。

「や、天あま宮みやクン」

　手を上げて、快活に微笑ほほえみながら乗り込んできたのは、テクニカルアドバイザーの風かざ花はな夏なつ美みだった。彼女は軍属ではないから、竜一郎のことを階級では呼ばない。《ガルド》傘さん下かの（株）日につ帝てい重じゆう工こう業ぎようからの出向組で、二〇歳にして《霧む忍にん》と《扶ふ吟ぎん》の設計責任者という、ヘルガなどと同じ天才組だった。

　今日もいつもと同じ作業服姿で、長い髪をポニーテールにしている。歳としは竜一郎の方が上なのだが、なぜか年上に感じてしまうことが多い。

　夏なつ美みは階のボタンを押さずに、竜りゆう一いち郎ろうと並んで壁かべに寄りかかった。

　扉が閉まり、エレベーターは再び上昇を始めた。

「風かざ花はなさんも、大佐に呼ばれたんですか？」

「そ。内々にだけどね。……わたしが言うことじゃないかもしれないけど、ハワイのことは、あんまり気にしない方がいいよ。あのタイミングじゃ、どうやったって間に合わなかったんだから」

　竜りゆう一いち郎ろうは苦笑した。

「皆が、そう思ってくれるといいんですけどね」

「うーん……《シグルズ》が各都市に実戦配備されるようになれば、少しは持ちこたえることができると思うんだけど、ちょっと生産ラインが確保できないんだよね」

《シグルズ》とは、対Ｇジー・Ｏオー用浮遊要塞フロートフオートレスの名称で、竜一郎が初うい陣じんで大破させた試作兵器だった。その戦せん闘とうデータをもとに改良型を開発していると聞いてはいたが、それきり新型機が納入される気け配はいはない。

「新型艦かんでも造ってるんですか？」

「わたしにもわからないのよ。セキュリティもやたら厳きびしくてね。それだけに燃えるってとこもあるんだけど」

　ふふふ、と不敵に笑う夏美の特技がハッキングであることは、竜一郎も知っていた。見つめられていることに気がつくと、夏美は何かを思い出したように手を叩たたいた。

「そうだ、近いうちに、ちょっと実験に付き合ってもらうことになると思うから、よろしくね」

「実験ですか？」

「そ。目め処どがついたら、司令ちゃんには、わたしから申しん請せいしておくから」

「はあ……わかりました」

　今度は何をやらされるのだろう、と思いながらも、引き受けてしまうのが竜一郎だった。

「さんきゅ。──あ、着くよ」

　言葉と同時に、エレベーターは停止した。

　だが、扉は開かない。

　まず、竜一郎がＩＤカードを通してから指を照合機に入れ、ＤＮＡ照合を行った。夏美も同じようにする。

《ニブルヘイム》にあるのはヘルガの執務室兼私室のみであるため、誰だれでも入室できるわけではない。あらかじめ、ヘルガの方で訪問予定者を登とう録ろくして、訪問者はＤＮＡ照合をクリアして初めて入室が可能になるのだ。

　照合が済み、扉が開くと、

「あれ？」

　と夏美が声にした。部屋には先客がいたのだ。巨大な机の前に、ひと組の男女が立っている。女性の方は知らないが、竜りゆう一いち郎ろうは男の方を見て、狐きつねにつままれたような顔になった。

「ひょっとして、ライアーさん……？」

「やあ、どうも」

　ライアーは、人当たりのいい笑顔を浮かべて、竜りゆう一いち郎ろうに会釈をした。

「久しぶりですね。その顔は、お嬢じよう様と同じで、私が死んだと思っていたのでしょう？　いやいや、宇宙嫌いも私ほどになると動物的な勘が働くんですかね？　無事に逃げ出すことができたんですが、元々、私は乗組員名めい簿ぼには載っていなかったもので、家族からも幽ゆう霊れい扱いされて大変でしたよ。ははははは──」

　かつん、とヘルガが元帥杖じようで机を叩たたき、ライアーの笑いを遮った。

「そんな話はあとで二人きりでしろ。──中尉、こっちへ来い。ナツミは、少し待っていてくれ。すぐに済む」

「はいはーい」

　夏なつ美みはひらひらと手を振ると、観葉植物の鉢が密林のように置かれたソファーのところに行って、よっこいしょ、と年寄りのような声を出して座った。すぐに、カリウス執事が紅茶を持って彼女のもとへ向かった。

　ヘルガが、すぐに済む、と言ったからには、自分はあの紅茶を味わうことはできないのだろうな、と竜一郎は思った。どちらかといえばコーヒーの方が好きだが、ヘルガの飲んでいる紅茶は、売店で手に入る葉や、カフェで出されるものとも、まったく質が違うのだ。

　竜一郎はしかし、諦あきらめると、机を挟んでヘルガの前に立ち、敬礼した。

「天あま宮みや竜一郎、参りました！」

「楽にしろ」

「は！」

　両手を後ろに組んで、軽く足を開く。軍人の所作だが、ここではどうも浮いていた。ライアーはともかく、隣となりの女性士官ですら、上官の前だというのにどこか肩の力が抜けている。階級は少尉のようだ。

「初めに紹介しておこう」

　とヘルガは、元帥杖の飾りで自分の剝むき出しのおでこを叩いて言った。

「こっちの娘は初めてだな？　──シトロン・シュナイダー少尉。昨日付けで《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の騎き兵へい副隊長に任じられた」

「え……？」

　竜一郎が疑問を呈するより早く、シトロンはひょこっとライアーの陰から上半身だけを出して敬礼した。

「ご紹介されちゃいました、シトロン・シュナイダー少尉でっす。シトロン、って呼んでくれるとうれしいです♥」

　ぺろりと舌を出して、えへへ、と笑う。

（な、なんなんだ、この女性は……？）

　思わず竜りゆう一いち郎ろうはヘルガを振り返っていた。彼女の瞳ひとみは細められ、冷たい光を宿していたが、視線を向けられているのは竜一郎ではなくシトロンである。

「委員会が、ありがたくも中尉の激務を案じて派遣してくれたのだ。……承認したが、良かったようだな。ずいぶんと顔色が悪い」

「いえ、大したことはありません！」

「体調管理も仕事の内だが、このところ、それすらままならぬ状況が続いたからな。報告書や申しん請せいなどに関する書類は、これからは彼女にやらせるがいい。そのくらいはできるだろう？」

　刺とげのある言い方だったが、シトロンは顔色を変えるでなく、ただ微笑ほほえんでいた。

「《ヴァルキュリア》たちも、身近に女性隊員がいた方が、何かと都合のいい時もあるだろう。そうした時に、おまえは少尉を便利に使えばいい」

「自分では、何か不都合なことがありましたでしょうか！」

　胸を張り、竜一郎は言った。なんとなく面おも白しろくなかった。

　だが、それを聞くとヘルガは苦笑した。

「不都合、というほどのことでもないがな。女同士でしかできぬ話というものもある。そういうことだ」

「わかりません！　もう少し具体的にお願いできますでしょうか！」

「では聞くがな。……中尉は《ヴァルキュリア》に『生理用品の使い方』について相談されたら、きちんと答えられるのか？」

　ヘルガの口から出たその言葉に、年とし甲が斐いもなく竜一郎は顔を赤くしてしまった。

「そらみろ。公私にわたり面めん倒どうを見るにはそうしたことも必要になる。おまえがストレスになっては仕方がないだろう。メンタル・ケアも仕事の内だ。少尉を使って吐き出させてやれ」

「そういうことでしたら、わかりました！」

　竜一郎がちらりと見ると、シトロンは手を振ってみせた。

「それに」とヘルガは続けた。「なりはこんなだが、少尉は欧州連合宇宙軍ＥＵＳＮ・統合戦略室の室長補だった人間だ。対Ｇジー・Ｏオー戦の作戦立案においても役に立つかもしれんぞ」

「かも、じゃなくて、お役に立ちまあす♥」

　にこやかに、シトロンは言った。ヘルガの眉まゆがぴくりと跳ねる。

「……というわけだ。中尉。まずは少尉を、連中に会わせてやれ。まずはそれからだ。腰を抜かして仕事にならない、では困るからな」

　ニコニコと笑いながら、二人は無言で睨にらみ合った。遠くで夏なつ美みが、怖っ、と呟つぶやいたのが竜一郎には聞こえた。

「あのう……」

　と、どこか申し訳なさそうにライアーが口を挟んだのはその時だった。

「そろそろ私の方もご紹介していただけたら、嬉うれしいんですが？」

　ヘルガはシトロンに向けていた視線そのままにライアーを見た。

「……中尉。ニル・ライアーは昨日付けで《ＵＮＣＯＶアンコヴ》特別常勤顧こ問もんになった。まあ、気にするな。適当に《ヴァルハラ》をうろついているだけだろうからな」

「そりゃひどい」

「事実だろう？　生憎あいにくだが、おまえを《スレイプニル》には乗せられん。理由はわかるな？」

　意味ありげなヘルガの言葉は竜りゆう一いち郎ろうには理解できなかったが、ライアーは反論するでもなくただ微笑ほほえんでみせた。

「《ヨトゥンヘイム》・《霧む忍にん》・《扶ふ吟ぎん》も同様だ。連中は、最高軍事機密だからな。情報が欲しければ申しん請せいしろ。一ヶ月ほどで回答を渡す──通達は以上だ」

「はっ！」

　竜一郎は踵かかとを合わせて敬礼し、シトロンも右に倣ならったが、彼女のそれは、やはりどこか力が抜けていた。




　三人が出て行くと、ヘルガは息をついて立ち上がり、机を離れて夏なつ美みのところへ行った。

　ソファーに座ると、すぐにカリウスがカップを手に現れる。

「なーんか、大変そうだね、司令チャンも」

「まあな」

　目頭を揉もみ、ヘルガは紅茶をひと口飲むと、音を立てずにソーサーに戻した。ようやっと、人心地ついた気分になった。

　ヘルガが夏美と親しくなったのは、彼女に、《ハース》が握っていた《ヴァルキュリア》のコントロールをハッキングして乗っ取る、ということをやらせたことがきっかけだった。

　以来、軍属でない夏美は、ヘルガを『司令チャン』と呼んで友達付き合いをしてくれている。ヘルガにとっても、階級に関係なく話せる相手はとても貴重だった。

「……ナツミ、リューイチローは気を悪くしたと思うか？」

「副隊長のこと？　そんなこと気にする男の子じゃないんじゃないかな、天あま宮みやクンは。あの説明で納得したと思うけど。でも、赤くなっちゃって可愛かわいかったね」

「あれは間違いなく童貞だな」

「司令チャーン、そんな可愛い口でそんな台詞せりふ言っちゃダメだって。──あ、しまった。今の録ろく音おんしておけば、整備班の連中に高く売れたかも」

「なんだそれは？」

「あれ、知らないの？　司令ちゃん、人気あるんだよ？　叱しかられたーい、とか、叩たたかれたーい、とか思ってる奴やつ、多いんじゃないかな？」

「……変態か、整備班は」

「ま、あそこは女の子少ないから。だから、わたしなんかでもアイドルよ♥」

　それを聞くと、ヘルガはこめかみを揉もむようにして首を振った。

「少尉のような喋しやべり方は止やめてくれ。なにやらこう、胃がねじれる気がする」

「甘ったるいもんねえ、彼女」

　と夏なつ美みは笑った。

「──で？　今度はなあに？　簡単な調査なら受けないわよ」

「普通逆だろう、ナツミ」

「ノンノン。簡単なハッキングなんてただ手間なだけだもの。どうせなら、楽しくやりたいじゃない？」

「ま、それなら、満足できるんじゃないか？──なにしろ相手は欧州連合宇宙軍ＥＵＳＮだ」

　夏美の顔が、パッと明るくなった。

「それはそれは……じゃあ、さっきの少尉の身元を探ればいいのね？」

「そういうことだ。余計な尻しつ尾ぽがついていないかどうか、知っておく必要がある」

「じゃあ《ノルン》の端末使っていい？」

　ヘルガは頷うなずいた。

「許可を出しておこう。……わかっていると思うが、気け取どられるなよ？《ＵＮＣＯＶアンコヴ》が欧州連合宇宙軍のコンピューターにハッキングしたなどと知られたら、ことが面めん倒どうだからな」

「わかってますって。夏美さんをなめなさんな」

　残っていたチョコレートの包みをつまんで、彼女は立ち上がった。

「んじゃ、早速かかるとしますか。ところで、あのライアーさんとかいう方はいいの？」

「あっちはとりあえず構わん」

「ふうん。──あ、カリウスさん、紅茶ごちそうさま」

「どういたしまして」

　夏美は、深々と頭を下げる老執事に屈託のない笑顔を向けて、ソファを離れると、エレベーターが来るのを待って中に乗り込み、《ニブルヘイム》を去っていった。

　彼女の乗り込んだ昇降機が下がっていく様子が、ほの明るい液晶の表示でわかった。光は人間用居住区《ミドガルド》でいったん停止し、それからまた下がっていった。

「……カリウス」

「はい」

　主あるじが何を言わんとしているかを察し、執事は懐ふところから小さなキューブのようなものを取り出すと、スイッチを入れた。すると、すぐに小さな光が明滅した。

「やはり、ございますね」

「ライアーめ」

　カリウスはヘルガの傍そばを離れると、キューブを持ってエレベーター脇わきに置かれた裸婦の彫刻のところに行き、後ろに手をまわして腰を抱くようにした。

　ヘルガはカップを取り上げ、もうひと口紅茶を飲んだ。

「なかなかさまになっているぞ」

「お戯たわむれを」

　カリウスはすぐに彼女のところへ戻ると、空いたソーサーの上に、ビーズほどの大きさの小さな銀色の球を置いた。

　ヘルガは頷うなずいた。

　するとカリウスは、懐ふところから短い金属筒を出して蓋ふたを開け、中にその銀球を落とし、元通り閉めて内ポケットに戻した。

「これで問題ございません」

「やるとはおもっていたがな」ヘルガは鼻で笑った。「盗聴器とは手が古い」

「しかし品は優秀です。数キロの爆ばく弾だんくらいではびくともしませんから、こうして電波を遮断してやるしかありません」

「なんにせよ、これで、私が疑われているらしいことは確かになった。だからといって、自重している場合ではないがな」

　カリウスは大仰に頷き、ヘルガはカップを置いた。

「では、聞こうか……『奇妙な噂うわさ』とはなんだ？」

「はい。二ヶ月前のことですが、アメリカ宇宙軍が、月にあった航宙自衛隊ＳＳＤＦの古い衛星オービツト・軌道輸送艦トランスボーターを買い上げたようなのです」

「あの万年金欠軍がか？　どっからそんな金を捻ねん出しゆつした？」

「どうやら内密に月の資源採掘権を第三国に売り払ったようです」

「アメリカの最後の命綱だぞ、あれは？　それを手放したのか？」

「はい」

　ヘルガは眉まゆを顰ひそめた。

「……何を考えている」

「それだけではありません。同じ頃ころにアメリカ宇宙軍は、自力で何かを打ち上げています」

　カリウスは、魔ま法ほうのような懐から数枚の写真を取り出してテーブルに置いた。それは、旧型のスペースシャトル打ち上げの瞬しゆん間かんを、衛星から捉とらえたものだった。

「珍しいな。あの国は、金のかかる打ち上げは他国に『協力』させて、一〇年以上も自前でシャトルを上げることはしていないのではなかったか？」

「仰おつしやる通りです。──よほど、人に知られたくないものを積んでいたのでございましょう」

「なにをこそこそやっているのやら。──だが、これは夏なつ美みにはさせられないな。いかにも相手が悪い」

「では、私が」

「……そうだな。しかし、深入りはするな。まだ、我らと関係のある話だと決まったわけではない。落ちたとはいえ、アメリカの国連での発言力はまだまだ残っている。いまはこれ以上、余計な面めん倒どうを負いたくはないからな」

「承知いたしました」

「──さて。せっかくだ。もうひとつ面倒な仕事を片付けてしまうか」

　そう言ってソファーを立ったヘルガの顔には、露ろ骨こつなまでの嫌悪が、はっきりと浮かび上がっていた。




　そこに《楽園》はあった。

　眩まぶしいまでの緑の樹じゆ木もくが生い茂り、輝かがやくばかりの原色の花が咲き乱れ、さまざまな果実が重く実っている。生きている宝石さながらの鳥や蝶ちようが飛び、舞い、それでいて空気は少しも不快ではなく、むしろ甘い。鳥の餌えさとなるもの以外、余計な羽虫は一匹もおらず、住人を脅かす獣けものもいない。

　ここは《楽園》──だが、造られた世界だ。

　巨大なドーム型の《人工楽園》の外、特殊素材の透過性の高い外がい壁へきの向こうでは吹雪ふぶきが吹き荒れ、太陽は雲の向こうに姿を隠してもう一週間も姿を見せていない。周囲一〇〇キロに人家はなく、広範はん囲いに渡るジャミングと電子的カモフラージュによって、衛えい星せい軌道上からの撮さつ影えいでも位置を特定されず、この《楽園》は存在し続けていた。

　その庭に。

　一人の《老人》が、揺り籠かごと見まがうばかりの椅い子すに、緩ゆるんだ体を静めていた。ひと目で上等だとわかるガウンに包まれ、足から胸にかけては、必要があるとは思えない薄うす手での毛布がかけられている。

　皺しわに埋もれるようにしてかけられた眼鏡めがねが、不意に遮光変化を起こしたように黒く変わった。埋没していた目ま蓋ぶたが開き、奥から、濁にごった水の色をした瞳ひとみが現れる。

《老人》は、いまにも折れそうな枯れ枝の指を動かして胸の上に乗せると、ガウンの下に差し入れ、通話のスイッチを入れた。

　網膜に直接映像が投射され、まるで空中に窓が開いたように見えるその中に、久しぶりの顔が現れて、《老人》は微かすかに唇をほころばせた。

『直接会話をお望みとは、珍しいことで──総帥』

　皮肉めいた調子でそう言ったのは、対外的には《孫》ということになっている、《娘》のヘルガだった。

　母親に似て、とても美しい。

《老人》──巨大トレメンダス複合企業コングロマリツト《ガルド》の総帥、ロイヤル・アデナウワーは、皺のせいで襞ひだのようになった肉を震ふるわせた。

　彼には多くの子供がいたが、その中でも、ヘルガは飛びぬけて優秀な子供だった。母親は、《お告げ》に従って選んだ名も知らぬメイドだったが、昼夜休まず、何ヶ月も努力をして孕はらませた甲か斐いがあったというものだった。

　その時の記き憶おくが蘇よみがえって、総帥はぬちゃぬちゃと舌を鳴らした。母親そっくりのヘルガを味わってみたいという欲望が鎌かま首くびをもたげたが、それは許されないことだとわかっていた。

『久しいな、ヘルガ』

　合成音声の流りゆう暢ちような台詞せりふが流れた。声帯を使うと疲労するため、今では、思考した言葉を声に変換する装置を使っている。無論、そのまま直接声にしたのでは、思考がだだ漏れになるゆえ、文字に変換しての確認作業が必要となる。そのため、奇妙な間が生まれるのだが、普通に会話をするよりも余程明めい瞭りようでわかりやすかった。

『《ＵＮＣＯＶアンコヴ》就任の挨あい拶さつ以来か』

『格別な用もありませんでしたので』

『《カンフル剤》の要よう請せいなど、直接、儂わしに言えばよかろう』

　ヘルガの顔に、嘲あざけるような色が浮かんだ。

『システム上、総帥とは直接連絡が取れないようになっているではありませんか。そこがどこなのか教えてくだされば、会いに行くこともできるのですけれど？』

　総帥は、ごろごろと笑った。

『年寄りを喜ばせるのが上う手まいな、ヘルガは』

『それはどうも』

　と言ったヘルガの顔には、また鋼鉄の仮面がつけられていた。

『シトロン・シュナイダー少尉は、本日、着任しました。今いま頃ごろは《ヴァルキュリア》たちと対面していることでしょう。効き目のある《カンフル剤》だといいのですが』

『《教団》が選んだ娘だ。間違いはあるまい』

『では、彼女も《信者》なのですか？』

『いいや。信仰を持たない哀れな娘だが、金には従う……そういう娘のようだ』

　映像の窓の中でヘルガは頷うなずいたが、信じていないのは明らかだった。

　総帥は、彼女の忠誠が表向きのことだけであることを看破している。

　だが彼は嚙かまれることを怖れて、優秀な毒どく蛇へびを遠ざけるような臆おく病びよう者ではなかった。何を想おもい、こちらの言いなりになっているかはわからなかったが、常に監視はつけてある。反旗を翻ひるがえすのなら、その時に排除すればいいことであったし、本当に問題があるのなら《教団》から指示があるはずだった。

　いまのところは何もない。

『それで──』

　とヘルガは無表情な顔で訊きいてきた。

『ご用の向きはなんでしょう？　ハワイの一件で、申し開きをお望みですか？』

『あのような島がどうなろうと、我らにはどうでもいいことだ。今日、わざわざ儂わしが、おまえと直接に通信をしたのは、身内として頼みごとがあったからだ』

　ぴくり、とヘルガの眉まゆが動いた。

『身内？』

　と呟つぶやいたその声は、腐った卵を食え、と言われたかのような響ひびきがあった。

『ヴィクトルのことだ』

　すると、今度こそ本当に、ヘルガは腐った卵を食べさせられたかのような顔になった。

『そう嫌な顔をするな。血は繫つながっているのだ──おまえの祖母があれの母親なのだからな。他ほかの兄弟よりも血は濃こい』

　三男のヴィクトル・アデナウワーを生んだ女に手をつけたとき、その女は確か二二だった。その時、女には四歳の娘がいたのが、その娘が一二年後にヘルガを生むことになるとは、当時は思いもしなかった。

　つまり、ヘルガにとってヴィクトルは、叔お父じでありながら同時に兄でもある、という関係にあるのだった。

　その歪ゆがんだ関係もあってか、ヘルガはことさらにヴィクトルのことを嫌いぬいていた。もちろんそれには、この息子が役立たずである、という事実もあってのことかもしれないのだが。

『それで、なんだというのです？』

『実はな、しばらくヴィクトルを《ヴァルハラ》にやろうと考えている』

『ここへ？　何のために？』

『本人から、そう申し出があったのだ。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の仕事振りを知っておきたいとな。万が一の時、自分が指揮をとる軍隊を知らないのは困る、とな』

『まだ、そんな妄想をしているのですか、あのブタは』

　ヘルガは嫌悪を隠さなかった。

『たとえ私が死んだとしても、あのブタに指揮権を渡すことだけは絶対にありえない！　そこらの子供を連れてきて、ここに座らせておいた方がよほどマシです！』

　火を噴ふくような言葉の数々が、心地良かった。

『儂も、ヴィクトルが《ＵＮＣＯＶ》を指揮できるとは思ってはおらん。だが、あの男は歪んだ才能を持っている。《クレイドル》の搬入が遅れた件は覚えておるだろう？　同じように、おかしな邪じや魔まをしないとも限らぬ』

　ヘルガは、口の肩端を持ち上げるようにして冷笑した。

『いっそ殺してしまってはいかがです？　《ガルド》には珍しいことではないでしょう？』

『あれにはまだ役目がある』

『どのような？』

『それは、我らの預かり知るところではない』

　それを聞くと、ヘルガは肩を竦すくめた。

『いいでしょう。総帥のご命令とあらば従いましょう。……ただし、あくまでも《ゲスト》です。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》に対して何の権利も持ち得ないのだということを、あの兄によくお含みおき願いたい』

『いいだろう。世話は、ライアーにやらせればよい』

　すると、ヘルガは薄うすく笑った。

『まさか、このためにあらかじめあの男を送りだしたのではないでしょうね？──これで、話は済みましたか？　ならば、失礼いたしたく思いますが』

『もはや済んだ。仕事に戻るがよい』

　頷うなずき、ヘルガの映像は消えた。

　眼鏡めがねの色が元に戻り、総帥は震ふるえるような息をついた。そうしてそのまま瞼まぶたを閉じると、微かすかな寝息を立て始めた。

　鳥の餌えさの蝿はえが、灰色がかった唇に止まり、前肢を擦すり合わせた。













　　　　　Ⅲ．恋愛誘導







「副隊長!?」

　と最初に声を荒げたのは、いつものようにルビーだった。

「そんな話、聞いてねえぞ！」

　竜りゆう一いち郎ろうが、うん、まあ、と鼻を搔かくのを、真しん珠じゆは見下ろしていた。

　彼が立っているのは、《ヨトゥンヘイム》のダイニングのテーブルの上だ。隣となりには、シトロン・シュナイダー、と竜一郎が紹介した女性が、よりそって腕を取るようにしている。

　彼女は、ここへ現れた時からずっとそうだ。真珠は最初、怯おびえているのかな、と思ったのだが、そういうわけでもなさそうだった。そう気づいたのは、二人をテーブルの上に持ち上げて運んだ時である。確かに硬くなっていたが、竜一郎の背に隠れるほど、こちらを怖がっているようには見えなかった。

「どういうことだよ！」

　ルビーが指を突きつけるようにすると、少尉だという女性は、きゃ、と首を竦すくめた。そうして、竜りゆう一いち郎ろうにしがみつくようにする。

　それを見て、ルビーの顔がますます険しくなった。彼女だけではない。表情に乏しい晶あきらまでが、はっきりと眉まゆを動かしいる。かくいう真しん珠じゆも、なんとなく面おも白しろくなかった──理由ははっきりとしないのだが、好きになれそうにない、と少尉の態度を見ていると思ってしまう。

「俺おれもさっき聞いたばかりなんだ」

　と竜一郎は、腕を振り解ほどこうともせずに言った。

「急きゆう遽きよ《ＣＯＶコヴ運用委員会》で決まったことらしい。司令も委員会の席で突然引き合わされたということだ。これは、部隊を分ける下準備という──」

　全員がぎくりとして竜一郎を見た。

　その視線の強さに驚おどろいたのか、彼は言葉を切ったが、それが真珠たちの不安をあっという間に増大させた。

　真珠の心臓は、激しく動き、嫌な汗がじわりと額ひたいに浮かんだ。

　部隊を分けるということは、つまり、竜一郎以外の人間に使われるということだ。

　竜一郎が隊長を辞めなくてもその可能性があったのだ、ということに、真珠はいま初めて気がつかされて愕がく然ぜんとした。

　かつての恐怖が体の奥の方から蘇よみがえってきて、真珠は唾つばを飲み込んだ。

　いや──

（ううん、前よりも悪くなる……）

　そう思えた。

　分隊ということは、竜一郎とばかりか、姉妹とも引き離されるということだ。

　前は、少なくとも姉妹はひとつのチームだった。

　かつての拷ごう問もんのような仕打ちに耐えてこられたのは、ひとえに、顔は見ることができなくても常に姉妹が傍そばにいる、と思えたことが大きかった。

　だが分隊ということになれば、二つか、三つか、その数はわからないが、自分たちはバラバラにされてしまう。そうなったあとに、はたして、今のように自由に会話をさせてもらえるのかどうか──その可能性は低い。

　こうした暖かな交わりを知ってしまったあとでの孤独は、とうてい耐えられないことのように思えた。

　レインとルビーが、こそこそと、さっきまで見ていたペットロボットの電子カタログを隠したが、いかに自分たちの立場が脆もろいものであったのかをいまさら悟ったところで遅い、と真珠は少し悲しくなった。しかし──

「あー……何か勘違いしているようだが、部隊を分ける下準備ではないぞ、と俺は言うつもりだったんだが……」

　と竜一郎は苦笑いしながら言って、真珠は、

「えっ！」

　と声を上げた。

「やっぱり早とちりしたか」

　竜りゆう一いち郎ろうは息をついた。

「話は最後まで聞いた方がいいぞ。そういう話も出たようだが、司令は『検討する』という返事にとどめたということだ。ああいう場での『検討する』は拒否と変わらない。まだまだ他ほかの奴やつらには任せられないさ──この間のような戦いを見せられちゃな」

「じゃあ、ドジを踏んだ方がいいってことか！」

　わかった、と手を叩たたいてルビーはそんなことを言い、その彼女に、ぽん、とレインが突っ込んだ。

「なに言ってるノ。本当にダメな連中、って思われたら、隊長が首になっちゃうヨ。そんなこともわからないで、隊長に実力を見せてもらおうだなんテ、困った妹ネ」

「な、なに言ってんだよ！　レインだって乗ってたじゃねえか！　大体、その妹ってのはなんだよ妹ってのは！　そっちが妹だろ！」

「そんなことないネ。ワタシの方が卵割が始まったのが十分早かったヨ」

「んだと！　だったら受精はオレの方が早かったぞ！」

　喧けん喧けん諤がく諤がく、いつものように始まってしまって、真しん珠じゆはため息をついた。

「……すまないな」

　苦笑しながら、竜一郎が傍らの少尉にそう言うのが聞こえた。

「大体が、こんな調子なんだ。その内に慣れると思うよ」

「はぁい♥」

　と甘ったるい声が返る。

「おーい、いいかげんにしろー！　話はまだ途中だぞー！」

　竜一郎が少し声を張ると、さすがにレインとルビーも争いを止やめて大人しくなった。

　が、大声を出しすぎたのか、彼は直後に酷ひどく咳せき込んだ。

「げほっ、がほっ、ごほっ」

「大丈──」

「大丈夫ですかぁ♥」

　咄とつ嗟さに手を伸ばしかけた真珠だったが、それよりも早く、シトロンの手が、竜一郎の背中を抱くようにした。

「…………」

　行く場の失った手を、真珠は引っ込めるしかなかった。

　理由のわからない、もやもやした気分が湧わき上がってきて、真珠はその手を唇に押し当て、微かすかに眉まゆを寄せていた。

「もう、調子が悪いのに、無理するからぁ」

　細い腕が、ゆるゆると優しく動く。そうしながら、ちらり、とシトロンは真しん珠じゆを見た。その唇にははっきりと、勝ち誇ったような微笑ほほえみが浮かんでいて、真珠の胸の中のもやもやはさらに濃こくなって、眉み間けんの皺しわはさらに深くなっていた。

　それは他ほかの姉妹も同様であったのだが、互いの様子に気づく余裕はなかった。ミルキィは枕まくらを嚙かんで、晶あきらは白衣の裾すそを皺になるくらい握り締しめている。レインは頰ほおを膨ふくらませ、ルビーは鬼の形相だった。

　竜りゆう一いち郎ろうはさらに二、三度咳せき込むと、すまない、と言って、シトロンの腕を押し、顔を上げた。

　──目が合った。

　真珠たちの微妙な表情に気がついたのか、彼は首を傾かしげた。

「どうした？」

「あ、いえ……なんでも、ないです……」

　真珠は唇から手を離して振った。そう言うしかなかった。……事実、何でもないのだ。何とも説明できない。他の姉妹たちも、互いに顔を見合わせただけで何も言わなかった。

「？　まあ、いいか。ふう……よし、続けるぞ──少尉の仕事は、俺おれのサポートだ。主に、事務処理や作戦立案といったことを手伝ってもらうことになる。しばらくの間は、足元に気をつけてやってくれ」

「あのう……」

　と、真珠は手を上げた。

「……それはつまり、その人もここへ出入りすることになる、ということですか？」

「ああ、そうだが。どうした、真珠君？」

「いえ、別に……」

　それって、なんとなく面おも白しろくありません、とは真珠には言えなかった。そんなのは、ただのわがままだ。《命令》を覆くつがえす理由にはなり得ない。

　それに、竜一郎の仕事が激務であるということも理解していた。その負担が軽くなるというのなら喜ばしいこと──ことなのだが、どうしてか、やはり面白くないという気持ちは消えなかった。

　他の姉妹も、自分と似たり寄ったりだというのは、顔を見れば真珠にはわかった。が、

「まあ、そう警けい戒かいするな」

　竜一郎は、そう勘違いして微笑んだ。

「それに今度の人事は、俺おれだけではいろいろと不便なこともあるだろう、という司令の気遣いでもあるんだ」

「……オレたち、別に不便なんてないぜ」

「うん、ないヨ」

　レインの言葉に、晶あきらもこっくりと頷うなずく。

「いまはそうかもしれないが、俺おれは男だからな。その内に、相談しにくいことが出てくるかもしれないだろう？」

「相談しにくいことって、なんだ？」

　ルビーが首を傾かしげると、竜りゆう一いち郎ろうはなぜか少しだけ赤くなった。

「ま、まあ、いろいろだ。──要は、俺に話しにくいことは少尉に話せばいい、ということさ」

「いろいろ？」

　真珠たちは顔を見合わせて考えてみたが、やはり思いつかなかった。これまで、彼に相談できないことなどなかったからだ。

　それなのに、一体、少尉に何を相談しろというのだろう？

　うーん、と唸うなる巨人の少女たちの姿に、竜一郎は、

「いや、ないならないでいいんだけどな」

　と言って笑った。その顔は、なぜかまだ赤かった。

「ああ、そういえば、今日のＢＴバトルトレーニングの結果をここへ来る途中で見たぞ」

「いっ？」

　と変な声を上げたのは、ルビーである。

　レインの目は泳いであらぬ方を向き、晶の瞳ひとみは眼鏡めがねのレンズの向こうに隠れた。ミルキィの腕はますます枕まくらを抱き締しめる。

　全員が、緊張していた。

　結果いかんでは、また明日もしごかれるかもしれないのだ。

　竜一郎は──まさかそんなことはないとは思うが、楽しんでいるかのように──たっぷりと間を持たせてから、にやりとした。

「……なかなか良かったな。全員合格だ」

　それを聞くと、ずるり、と力が抜けたようにルビーが椅い子すに沈んだ。

「た、助かった」

　レインも息をつく。ミルキィの小さな安あん堵どの息が聞こえて、真珠も胸を撫なで下ろした。

「タイミングは体で覚えるのが一番だ。それと油断をしないこと。今回のＢＴはそこに重点を置いた。とどめを刺すまでは勝敗はわからない、ということがわかったか？」

「あれは悪かったと思ってるよ」とルビー。「もう油断しない」

「ワタシも、勝手に攻こう撃げきを止やめたりしないヨ」

　竜一郎はまだ赤い顔のまま頷いた。

「ごほん。──戦況は、これからますます厳きびしくなるかもしれない」

「そりゃ覚悟してるけどさ、咳せき払いなんかしてえらぶるのは似合わないぜ、隊長」

「そういう訳じゃないんだがな。ちょっと喉のどの調子が……んっ」

　顔を顰しかめ、喉のどをさするようにする。

「……大丈夫ですか？」

　真しん珠じゆが訊きくと竜りゆう一いち郎ろうは微笑ほほえんだ。その瞳ひとみは潤うるんでいて、なぜかどきりとさせられた。

「部下に心配をかけるようじゃ隊長としてダメだな。あー……ごほ……Ｇジー・Ｏオーも、数ヶ月前に比べてより獰どう猛もうな種が出てくるようになってきている」

「鮫さめとか、恐きよう竜りゆうとかネ」

「そうだ。接近戦はより危険になってきている。しかし《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》でしかとどめを刺すことができない以上、最後には近距離での戦いをどうしても強しいられる。より強力な火器や弾薬の製造も申しん請せいしているが、すぐに出来上がるものではない。……ふう」

　疲れたように、竜一郎は一度言葉を切った。

「……俺おれはおまえたちに全員無事に戻っきてほしい。それには、よりいっそうのチームワークが大切だ。明日からは、そこに重点を置いたＢＴバトルトレーニングをやろう」

「げ。──結局、明日もトレーニングあるのかあ……」

「ま、しかたないネ。自分たちのことヨ」

　レインは肩を竦すくめ、それから竜一郎に向かってウインクしてみせた。

「その代わり、フライドチキン、作ってほしいナ。オートクッキングの、べちゃべちゃしてるのじゃなくて、ＴＶでやってるみたいナ、皮がさくさく、お肉がジューシーなのネ」

「フライドチキンか……よし、わかった。作り方を調べておこう」

「約束ヨ」

　微笑んだレインだったが、真珠はとんでもない、という顔をした。

「ち、ちょっとレイン姉さん」

「ン？　何？」

「そんなの、自分たちで調べて作ろうよ。ただでさえ忙しい隊長さんの仕事を増やすのはよくないよ」

「仕事？　仕事じゃないヨ。エ？　なに？　隊長がワタシたちに料理を教えてくれるって、仕事だったノ？」

　話を振られた竜一郎は、いや、と答えた。

「半分は趣しゆ味みだな。料理を教えるのは楽しいし、みんなに付き合って、俺もレパートリーが増えた。……司令からは、いつでも嫁に行けるな、とからかわれてる」

「半分は仕事なんですよね？」

　と真珠は食い下がった。

「部下とのコミュニケーションは、隊長としての責務だからな。それは否定しないが……ちょっと公私混同だったかな？」

「えっ！　そ、そういうことじゃないです！」

　慌てて真しん珠じゆは首を振った。

「そうじゃなくて、ただでさえ隊長さんは忙しいのに、これ以上あたしたちのわがままを聞いてもらうのは悪いと思って……」

「Ｏｈ！」

　それを聞いて、レインは大おお袈げ裟さに悲しんでみせた。

「真珠、ひどいネ！　ほんの少しご褒ほう美びが欲しかっただけなのに、わがままって怒られたヨ！」

「あのっ、違っ──」

「いいヨ。真珠には、フライドチキン、おいしくできてもあげないカラ」

　レインは、べえ、と舌を出してみせる。

（ああ、もう……）

　真珠は頭を抱え込みたくなった。なんだか空回りしている──バカみたいだ。

「も、いい……」

　そう言って、ため息をついた真珠の耳に、

「真珠君」

　と竜りゆう一いち郎ろうの声が届いて、顔を上げると、彼の優しい瞳ひとみが揺れながら自分を見上げていた。

「は、はい」

「ありがとう、な。でも、大丈夫だ。これからは、シュナイダー少尉もいて──」

「シトロンでいいでぇす」

　しなを作って、少尉が言う。それだけで、和みかけた場が、なぜか悪くなる。

「そ、そうか。あー……ごほ……シトロン少尉もいてくれるから、もう少し、みんなとの時間を作れると思う。ここのところ、ろくに買い物にも付き合えなかったからな。Ｇジー・Ｏオー次第なところはあるが、時間を上う手まくやりくりして、また付き合うようにしよう」

　それを聞くと、真珠を除く全員（おそらく晶あきらも）が素直に喜んだ。ルビーなどは、ガッツポーズを取っている。

　真珠も嬉うれしくないわけではない。しかしそれよりも、竜一郎が無理をしているのではないか、ということの方が心配だった。

　その竜一郎だが──

　彼は、腕を組み、喜ぶ部下たちの様子を嬉しそうに見上げていたが、不意に、その格好のまま、がくん、と膝ひざをついた。

「え……？」

　真珠は何が起きたのかわからなかった。竜一郎は、腕組みをしたままひざまずいている。が──彼は微笑ほほえんだまま、前のめりに、ばたん、と倒れてしまった！

「た、隊長さんっ!?」

「隊長!?」

「お、おにいちゃん!?」

　突然のことに、真しん珠じゆたちはほとんどパニックになった。その中で最初に思ったことは、

（と、と、とにかく、お、お、起こさなきゃ！）

　ということだった。

　それは真珠ばかりではなかった。思考が感染したように、全員がほぼ同時に、ぐわ、と手を伸ばしていた。

　四方から巨大な手が迫る様子は、もしも目を覚ましていたら、いくら竜りゆう一いち郎ろうでも怯おびえたかもしれない。だが──

　ぺしぺしぺし。

「いたっ」

「あたっ」

「！」

　手の甲を叩たたかれ、真珠たちは反射的にそれを引っ込めていた。

　彼女たちの手を打った人物──それは、シトロンだった！

「……落ち着きなさいよ」

　それは、先ほどまで竜一郎に向かって甘い声を出していた女性と、同じ人物とは思えないようなきはきはきした声だった。

　半ば呆ぼう然ぜんと、真珠たちは打たれた手を押さえ、シトロンを見下ろすしかなかった。

「あんたたち、中尉を殺す気？　そんなバカでかい手で、加減もできないような状態で摑つかまれたら、骨は折れるわ、筋肉は潰つぶれるわ、大変でしょう」

「な、なんだよっ」

　ルビーが凄すごんだが、シトロンは気にも止めず、竜一郎を仰あお向むけにして抱き起こすようにした。

　──むか。

　さっきも感じた変な気持ちの悪さがまた湧わき上がってくる。

　シトロンは竜一郎の額ひたいに手を当て、それから衿えりを緩めると、口を開かせて中を覗のぞき込むようにした。

　思い切り、顔と顔が近い。

「な、何をしてるんですかっ……!?」

「別に。状況を調べてるだけよ」

　そう、さらりと返されては、真珠は黙だまるしかなかった。

「ふーん。多分、風か邪ぜね」

「か、かぜ……？」

　聞いたことのない言葉だった。

　だがシトロンは真珠の問いにはまったく答えず、ポケットから携帯通信機を取り出すと、それを耳にあてた。

「……あ、医い療りよう班ですか？　騎き兵へい隊のシュナイダー少尉です。《ヨートゥンハイメン》で天あま宮みや中尉が発熱のために倒れました。……ええ、ちょっと考え難いんですが、症状から見て風か邪ぜだと思われます。過労による衰弱が見られますので点滴が必要かもしれません。肺炎を併発していないといいんですが。これからセントラル・エレベーターで《ミドガルド》三一区画へ向かいますので、収容の準備をお願いします。……はい、それで構いません。それでは、よろしくお願いします」

　通話を終えると、シトロンはボタンを押して、通信機をポケットに戻した。

「さて、と」

　自分を覗のぞき込むようにしていた《ヴァルキュリア》たちをぐるりと見渡し、シトロンは真しん珠じゆを指さした。

「あなた、わたしと中尉をエレベーターまで運んで」

「えっ」

「医療班はここまでは来ないわ。わたし一人じゃ中尉をここから下ろせないでしょ？　さ、早くして」

「は、はい」

　真珠は言われた通りに、そっと竜りゆう一いち郎ろうを抱き上げた。肌に触れた顔が、はっきりとわかるくらい熱い。不安で、胃がぎゅっと絞られる。両手ですくうようにすると、その隣となりにシトロンが上がった。なんだか、土足で踏みつけにされたようで、いい気分ではなかったが、それよりも竜一郎のことの方が優先だった。

　真珠は、揺らさないように気をつけながらダイニングを出て、曲線を描いている廊下をサロン・ルームに向かって急いだ。

「ミ、ミルキィもいく……！」

　枕まくらを抱えたまま、椅い子すを倒すようにして彼女が追いかけてくると、レインとルビー、それに晶あきらまでもが、ガタガタとあとに続いた。

　人間から見れば巨大な、ソファーやＴＶが並ぶ部屋の一角に、まるで鼠ねずみの家の出入り口のように小さな扉がある。それが、セントラル・エレベーターだった。

　真珠はその前に膝ひざをつくと、静かに静かに二人を下ろした。

　シトロンが、ボタンを押すと、ぽん、と音がしてすぐに扉が開いた。彼女は、外見からは想像がつかない力強さで、竜一郎に肩を貸すようにして抱き起こすと、だらりと伸びた足を引きずるようにして、昇降機の中に乗り込んだ。

　そのまま振り返り、シトロンは中のボタンを押した。

　──扉が閉まる。

「！」

　その直前、彼女が薄うすく微笑ほほえみを浮かべたのを、真しん珠じゆたちははっきりと見た。

　なんともいえないやりきれなさと共に、真珠たちは取り残されたが、閉じたエレベーターの扉を見つめる以外、彼女たちにできることはなかった。




「風か邪ぜ？」

　竜りゆう一いち郎ろうの詳しい病状をヘルガが聞いたのは、夕食後に出されたデミタスコーヒーを、砂さ糖とう抜きで眉まゆを顰ひそめながら飲んでいた時だった。成長期だから仕方もないのだが、このところ少し太ってきた気がする──恐ろしくて体重計にはしばらく乗っていない──ので、コーヒーも紅茶も砂糖は抜いていた。デザートは止められないので、せめてものダイエットだった。

「左様でございます」

　テーブルの脇わきに立ったまま、カリウスは言った。

「正確には、アデノウィルスⅢ型の変異体による咽いん頭とう結膜熱、ですが。天あま宮みや様は直ただちに隔離、この一週間で天宮様が立ち入ったところは全すべて殺菌、接触した者は検査、それとは別に全職員に対し、症状の現れている者は直ちに申告するよう通達が出されました」

「ということは」

「はい。ここも対象になります」

「わかった。──私も検査を受けねばならないのか」

「はい」

　ヘルガは息をついて、小さなカップを置いた。

「仕方あるまい。……しかし、どこから入り込んだのだ？　ここの検疫システムは、それほど間抜けではあるまい？」

「それについては、生物側面対策班で調査を開始しています」

「変異体、といったな」

「はい。人為的に操作されたものか、環かん境きようによるものかは、まだわかっておりませんが」

「それで？　中尉は大丈夫なのか？」

「体力が落ちていたところに発症したために軽い肺炎を起こしかけていたそうですが、今は落ち着いているとのことです。三日もあれば、退院できるでしょう」

「三日か」

　ぎし、と音をさせて、ヘルガは椅い子すに寄りかかった。

「その間にＧジー・Ｏオーが出た場合は、私が直接指揮をするしかあるまいな。シュナイダー少尉にはまだ任せられん」

　ちっ、とヘルガは舌を微かすかに鳴らした。

「その少尉ですが」

　カリウスはワゴンの下の台から、数枚の書類をまとめたレポートを出してヘルガに渡した。

「風かざ花はな様から、報告が上がってきました」

「さすがに早いな」

　薄うすく微笑ほほえむと、ヘルガはデミタスカップの載ったソーサーをどけ、そのレポートを読んだ。

　その間、カリウスは微動だにせずに待っていた。

　五分とかからず読み終わると、ヘルガはレポートをカリウスに返した。

「読んでみろ」

　失礼します、と言ってカリウスは受け取ったレポートを捲めくった。

「特に問題はないようだな？」

「……そのようです」

「経歴を詐称した形跡はない。総帥の言ったように《ガルド》に金で雇われた娘のようだ。宇宙軍で問題を起こしたところにこの話がきて、渡りに船、といったところか」

「上官と不倫、ですか」

「一度や二度ではないようだ。しかし、あそこも変わっていないな。律りち儀ぎにそんなことまで記き録ろくに残すことはないだろうに」

　ヘルガはふっと微笑んだ。

「そういう体質は嫌いではなかったな。上はどこも同じだが、同僚は気持ちのいい連中ばかりだった」

「お戻りになられたいのですか？」

　レポートをワゴンに戻したカリウスにそう訊きかれ、ヘルガは少し考えたあとで首を振った。

「せっかくのいい思い出なんだ。そのままとっておくさ」

　カリウスは頷うなずき、ワゴンを押して食器を片付けに下がった。

　ヘルガはカップをもう一度手にすると、コーヒーを一気に飲み干し、その香ばしい苦味に、思い切り眉まゆを顰ひそめた。




　時計の音だけが、やけに大きい。

　ダイニング・ルームの壁かべにかかったそれは、今いま時どきアナログ式で、もちろん通常の一〇倍の大きさがある。

　その巨大な針が時を刻む音だけが、ずっと響ひびいている。

　竜りゆう一いち郎ろうが倒れてから一日が過ぎても、《ヨトゥンヘイム》には情報はほとんど聞こえては来なかった。

　不安な気持ちのまま昨夜は、真しん珠じゆたちは、出しゆつ撃げき時に各部屋に送り込まれ、そのまま直接《スレイプニル》に向かうことのできる強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッド《クレイドル》に入るように命じられ、そこで久しぶりの強制睡眠をとらされた。

　嫌な思い出しかない強制睡眠も、昨日はありがたかった。あれこれ心配してきっと眠れなかったと思うからだ。

　目覚めた時には、ほんの少しパニックになりかけたが、モニターを見て、きっちり八時間しか経たっていないことがわかって落ち着いた。

　以前の強制睡眠は、Ｇジー・Ｏオーを退治した直後からＧ・Ｏの出現直前までというものだった。目覚めて最初に見るのは、いつも海──だが、モニターに映し出されたのは、もはや見慣れた自分の部屋だった。

　眠っている間に、《ヨトゥンヘイム》と彼女たち自身は、徹てつ底てい的に洗浄殺菌されて、ウィルスの完全除去と検査が行われたらしい。

　ポッドのモニターに、そう表示されていた。

　洗浄殺菌の作業は完全自動である。医い療りよう班の誰だれかがここへ来て、手で薬を撒まいていったわけではない。

　眠っている間に勝手に入られるのは嫌だった。

（ここは、わたしたちの家だもの）

　真しん珠じゆの、そして姉妹全員の、胸の内にはそういう思いがあった。

　だからこそ──おそらくはそれが理由で──昨日は、シトロン少尉に好感を抱けなかったんだ、と真珠は眠る前、自分の心をそう分析していた。

　その彼女が、目覚めてまず考えたのは、竜りゆう一いち郎ろうはどうしたろう、ということだった。

　ポッドの扉が開き、外に出ると、真珠は裸にチョーカーだけという格好のまま、机に備えつけられてあるメインコンピューター《ノルン》の端末を立ち上げてメールのチェックをした。彼か、それとも他ほかの誰かからかでも、何らかのメッセージが来ているかもしれない、と期待したのだが、何も届いてはいなかった。

《風か邪ぜ》という病気が、すぐに死に繫つながるようなものでないことは、竜一郎が運び出されたあとで、サロン・ルームの端末で検索してわかっていたが、体力が落ちている時には別の病気を併発する可能性がある、ということも書かれていた。

　そして、竜一郎は明らかに疲れていた。

　姉たちは、彼が倒れてようやくそのことに気づいたのか、さすがに押し黙だまっていた。真珠たちは互いにほとんど口も聞かず、知らせを待った。だが結局、昨夜は、シトロンはあれきり何の連絡もよこさなかった。

　端末をそのままに、真珠は、クローゼットから、これも自動洗せん濯たくされた下着を出してつけ、私服に着替えようとして、いつもの黒のドレスに伸ばした手を止めた。なんとなく、いやなモノを呼び込んでしまいそうな気がしたのだ。

　赤い服にして、いつものように外に出ると、廊下は酷ひどく静かだった。

　もしかして起きているのは自分だけなのか、と思い、ダイニング・ルームへ行くと、そこには押し黙だまった姉妹たちが既に集まっていて、真珠を驚おどろかせた。いつもは彼女が呼びに行ってもなかなか来ない晶あきらまでもが先にいる。

　真しん珠じゆの心臓は、大きく跳ねた。

「なにか、あったの……？」

　しかし、ホッとしたことに、全員が首を横に振った。

「何の連絡もねえよ」

　不安や怒りがないまぜになった声で、ルビーが吐き捨てるように言った。

「あのクソ少尉、副隊長だって言うなら、状況ぐらい教えやがれ」

　それを聞くとミルキィが、ぎゅっと枕まくらを抱き締しめた。傍そばへ行き、ふわふわの頭を撫なでてやると、瞳ひとみが潤うるんだ。

「……みんな、何か食べる？」

　気分を盛りたてようと真珠は聞いたが、帰ってきたのはレインの小さなため息だった。

「食欲なんかないヨ。いろいろ、体をいじられて気持ち悪いネ」

「血、抜かれちゃったもんね」

　真珠は自分の肘ひじの内側に触れた。

　検査の一いつ環かんだったのだろう。ポッドのモニターには《採血》と表示されていた。本当のことかどうかはわからないが、それでも、眠っている間に何をしたのか教えてくれるのはありがたかった。

　何かされたことだけはわかっていて、その内容がわからない方が、よほど気持ち悪い。

「他ほかのみんなは？」

　真珠は訊きいたが、ルビー以下の姉妹も同じ意見のようで、真珠自身も別に食欲があったわけではなかったので、椅い子すを引いて座った。

　──それきり何を話すでもなく、ただ時間が過ぎて、時計の音だけが大きく響ひびき続けていたのだった。

　空気に圧力があるのだと実感したのは、この時が初めてだった。

　重い。

　肩、というか何というか、そこに、目に見えない何かに、ずっしりと圧おしかかられているようで、思わず首をうなだれてしまいそうになる。

　隊長さん大丈夫かな、と口にしたところで、答えが得られるはずもない。

　知らないのは、皆、同じなのだ。

　唯一知っているはずの、シトロンからは、お昼を回っても何の連絡もなく、外部との連絡は竜一郎を通してのみ行われる仕組みになっていたため、真珠たちからはどうすることもできなかった。

　彼が隊長になって以来、自分たちはかなり自由になったように思えていたのだが、実はまだ隔離されていたのだ、ということに真珠はようやく気がついた。

　そう感じさせないほどに、竜りゆう一いち郎ろうの気遣いはこまやかだったのだ。

（早く帰ってきてほしい）

　心の底からそう想おもい、深いため息をついた時、ダイニングの壁かべに埋め込まれた液晶モニターが不意に点ついて、真しん珠じゆたちは全員、ハッとそれを振り向いた。

「！」

　そこに映し出されたのは、ベッドに横たわる竜一郎の姿だった。

　穏おだやかな顔で、眠っているように見える。上掛けから出た腕には、点滴のチューブが繫つながっていて、痛そうだった。おでこが少し赤いのは、倒れた時にぶつけたせいだろうか？　外傷は他ほかにはなさそうだ。

　真珠たちは、食い入るように映像に見入った。

　静止映像ではないことは、微かすかに上下する逞たくましい胸でわかる。

「な、なんだよ」

　と呟つぶやくように言ったあとで、ははは、とルビーは笑ったが、声から滲にじみ出る安あん堵ど感は隠しようもなかった。

「げ、元気──とは言わねえけど、別に、死にそうってわけじゃねえじゃん」

「ホント、気持ち良さそうに寝てるヨ。部下に心配かけて、悪い隊長ネ」

「あれ？　そんなに心配だったのかよ？」

「あたりまえでショ。隊長がギブアップしたら、フライドチキン、食べられなくなっちゃうワ」

　いつもの二人の会話だった。

　晶あきらもホッとしたのか、ずるり、と眼鏡めがねがずり落ちるままに任せている。

「良かったあ……」

　ミルキィは呟つぶやき、強く枕まくらを抱き締しめた。そして真珠は──

（神様、ありがとうございます……）

　それまで、概念ととして知ってはいたが一度も祈ったのことのないあやふやな存在に向かって、自然とそうお礼を述べていた。

「風か邪ぜって、本当に大したことなかったんだな。あの少尉が大おお袈げ裟さにするから、余計な心配しちまったよ」

　それを聞くと、レインは大きく頷うなずいた。

「ルビーの言う通りネ。あの少尉が悪いヨ。医い療りよう班とか騒さわぎ立てて、キット、ワタシたちを不安にさせてにイジワルしようと思ったのヨ」

「最初っから、気に食わなかったんだよな。隊長の後ろに隠れやがってさ」

「ワタシたちが怖いなら、引き受けなきゃよかったのヨ。いまからでもいいから、辞めてくれればいいのにネ」

「……ミルキィも、なんか嫌い」

　晶あきらまでもがこっくりと頷うなずく。

「ち、ちょっと」

　これはいつもの、話がとんでもない方向へ行ってしまう流れだった。その前に、真しん珠じゆは慌てて割って入った。

「みんな、なんか変なこと考えてないよね？」

「なんだよ、変なことって？」

「それは、その……いじわるして追い出しちゃおう、とか、そういうこと」

　すると、ルビーが待ってましたとばかりに、ニヤリとした。

「それ、いいな」

　しまった、と思ったがもう遅い。ルビーはレインを向くと、

「あいつ、副隊長なんだろ？　じゃあ隊長のいない間は、その代わりだよな？　それじゃあいっちょオレたちのＢＴバトルトレーニングに付き合ってもらおうぜ？」

　それを聞くと、ぱん、とレインが手を打った。

「それ、ナイスアイデア、ネ！　ついでに、料理も教えてもらおうヨ。……煮に立たったシチューの中に落ちたりしないといいケド」

　なにやら急速に進む悪巧みに真珠は、ああもう、と頭を抱えたくなった。この二人の姉は、普ふ段だん、喧けん嘩かばかりなのに、こういう時にはすぐに結束する。

「いいかげんに──」

　して、と言おうとした時、

「あ」

　と、本当に珍しく、晶が声を出した。

　あまりに久しぶりだったので、真珠はもちろん、レインとルビーも思わず彼女を振り返っていた。

　眼鏡めがねをずり落としたまま、自分が注視されていることには構わず、晶はゆるゆると指を上げてモニターを指差した。

　全員が、指の先を追った。

「あ！」

　晶がどうして声を出したのかわかった。真珠も思わずそうしてしまったからだ。

　──シトロンがいた。

　竜りゆう一いち郎ろうのベッドの脇わきに立って、彼の胸をはだけ、タオルで汗を拭ぬぐっている。丁寧に丁寧に拭っている。それが済むと、今度は顔の汗を拭い、何かを確認するかのように、ゆっくりゆっくりと彼の頰ほおから顎あごにかけ手を撫なでさすった。

　目を覚ます気け配はいはないが、何となく竜一郎も気持ち良さそうに見えた。

　たちまち皆の表情が険しくなった。

　シトロンは、少しも離れる素そ振ぶりを見せず、かいがいしく介かい護ご──というよりも、スキンシップを続けている。

「……なんか、面おも白しろくないな」

　ぽつり、とルビーが呟つぶやいた。

「なんだよあいつ。あんなに馴なれ馴れしくしやがって。図ずう々ずうしいんじゃないか？」

「ミルキィもそう思う……」

「だよな!?　あいつは、隊長のサポートが仕事なんだろ？　だったらさっさとここへ来て、オレたちに指示を出せってんだ！」

　だん、とルビーはテーブルを叩たたいた。いつもなら諌いさめる真しん珠じゆだが、なぜかそんな気持ちは起こらず、そうよ、と思ってしまった。

　レインも頷うなずいた。

「あんなことは、医い療りよう班のスタッフにやらせればいいことネ」

「むかつく女！　あいつ、隊長が気を失った途と端たん、態度ががらっと変わったろ？　きっと、あっちが本性なんだぜ。媚こびやがってよ」

「……おにいちゃんといっしょにいてほしくない」

　ルビーは頷いた。

「ああいう女は、副隊長にふさわしくないよな。──よし！　隊長が元気になったらみんなでそう言おうぜ。あの女の下じゃ働けない、って言えば、きっと聞いてくれるさ」
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　レインとミルキィ、それに晶あきらは即座に頷うなずいた。

「……真しん珠じゆも、賛成よネ？」

　姉妹たちの視線が突き刺さり、真珠は気け圧おされた。

（どうしよう……）

　気持ち的には、ルビーの意見に賛成だった。シトロンには、竜りゆう一いち郎ろうの傍そばにいてほしくないと思う。だがそれがどうしてのなのか、それがわからなかった。

　なぜふさわしくないのかそれを説明しろ、と竜一郎に言われたら、何と答えればいいのだろう？

　そう思うからそうなの、ではただのわがままだ。

「何だよ、反対なのか？」

「そ、そうじゃない！」

　と真珠は慌てて答えた。

「そうじゃないけど……でも、どうしてこんなに嫌な気分になるのかな、って思って……」

「なんだ、それ？」

　真珠は皆を見回した。

「少尉とは、それこそまだ、ほとんど口を利いてないし、別に分隊を作るために来たんじゃない、って隊長さん、言ったよね？　サポートってことは、あたしたちと隊長さんの関係は変わらないわけだし、ううん、彼女が来たことで、もっとあたしたちと過ごす時間を作れる、っ言ってくれたわ。それなのに……何でこんなに、あの人が嫌なんだろう」

「そりゃあ」

　と言いかけて、ルビーは首を捻ひねってしまった。

「……あれ、何でだ？」

「そういえば、そうネ……どうして、こんなに嫌なのカシラ？　別に、何かされたわけでもないノニ」

「ただ、嫌いだから、じゃダメなの？」

　とミルキィは頭を傾かしげた。

「うーん……そう言われると、何でふさわしくないのか、って聞かれたら困る気がしてきたな……」

　真珠は頷いた。

「それがわからないの。……ねえ、どうしてだと思う？」

　ルビーたちは黙だまって考え込んだ。

　と──

「それは、あなたたちが、わたしに《嫉しつ妬と》してるのよー」

　足元からそう声がして、真しん珠じゆたちは、驚おどろいてテーブルの下を覗のぞき込んだ。

「少尉!?」

　そこには、拡声器を持ったシトロンが、ミニスカートの軍服姿で、軽く足を開き、空いた方の手を腰に当てて立っていた。

　真珠は壁かべのモニターを見た。彼女はまだ画面の中で、竜一郎の髪を優しく撫なでている。

「それは録ろく画がよー」

　拡声器で増幅された耳障りな声が響ひびく。

「海かい津づ院いん伍ご長ちよう、わたしをテーブルの上に乗せなさいー。説明してあげるわー」

　真珠たちは顔を見合わせた。頷うなずき合い、

「……どうぞ」

　と真珠が手を差し出すと、拡声器を持ったまま、彼女はその上に乗った。

　大して気を使わずに体を起こすと、きゃ、と言ってシトロンは尻しり餅もちをついた。わざとではない。それなのに、なにやら凄すごい目で睨にらまれてしまった。

　テーブルの上に着くと、シトロンは軽い身のこなしで立ち、辺りを見回しておもむろに拡声器を持ち上げた。

「あ」

　と言って、真珠は拡声器の口に指を当てた。

「んぶっ」

　少し強く押しすぎたか、シトロンは奇妙な声を上げて後ろによろめいた。

「な、何するのよっ！」

「あ、ごめんなさい。そんなの使わなくても、聞こえるから……」

「だったら、そう言えばいいじゃない！　それなのに殴りつけるなんて、なんて根性の悪い連中かしら」

　偉そうにして根性悪いのはどっちだよ、とルビーが呟つぶやいたが、シトロンは、拡声器を放り出してじろりと睨にらみつけただけで、何も言わなかった。

　真珠はきちんと椅い子すに座り直すと、シトロンを見下ろした。

「あの、それで……録ろく画が、ってどういうことですか？」

「言った通りよ。これはライブじゃないの。数時間前の映像。医い療りよう班から、直接回線を繫つなぐのは許可されてないって言われたから、せめて録画した映像だけでも、って思って流してあげたの。なのに、ずいぶんな扱いよね。こうして中尉の様子がわかったんだから、まずは感かん謝しやの言葉があってしかるべきなんじゃない？」

「え、と……ありがとうございます、少尉」

　真珠が言うと、気の乗らない様子でレインとルビーも少しだけ頭を下げた。ミルキィと晶あきらも同様にする。

「ま、いいでしょう」

　両手を腰に当てて、シトロンは胸を張った。制服のサイズが合わないのか、ずいぶんときつそうだ。

「天あま宮みや中尉は、咽いん頭とう結膜熱──俗に言う《風か邪ぜ》のひとつにかかりました。幸い、肺炎には至らなかったけれど、処置が遅れれていればわからなかったわ。わたしのおかげね」

　それを聞くと、ルビーは明らかにむっとした。

「別に、あんたがいなかったらいなかったで、オレたちがちゃんとしていたさ」

「そうかしら？　回線が閉じられているここからどうやって危急の事態を医療班に知らせるのか、ぜひ、聞かせてもらいたいものね」

「それは……司令のホットラインに繫ぐさ！」

　唯一、許されている外との回線がそれだったが、まだ一度も使ったことはなかった。

「そうね。いまは《ビフレスト》に司令がいらっしゃるからいいけれど、じゃあ、一昨日おとといだったらどうするつもりだったの？　司令は地球よ」

　それを言われると、ルビーも黙だまるしかない。

　シトロンは、ふっと笑った。

「この一例を見てもわかるように、あなたたちは──いえ《ＵＮＣＯＶアンコヴ》は、いままで中尉に全すべてを押しつけすぎていたわ。でもこれからは、少しずつ変わっていくでしょう。わたしがこうして副隊長になったんですから」

「へっ」ルビーは鼻で笑った。「どうかな、それは」

「いいわよ？　別に好かれようとは思ってないから。──でも、さっきはちょっと聞き捨てならないことを話し合っていたわね？　気に食わない？　嫌い？　そんな理由で軍の命令を覆くつがえせるとでも思っているの？」

「あんたが来たことで能率が悪くなれば、ありえるだろ？」

「その前に、あなたたちを上う手まく使いこなせない中尉が叱しつ責せきされるでしょうけれどね」

「ちっ」

　ルビーはそっぽを向いた。

　姉がやり込められてこんなことを思うのもなんだが、真しん珠じゆはホッとした──これでやっと、さっきから聞きたかったことを質問できる。

「あの」

　と呼ぶと、シトロンはまだ手を腰に当てたまま振り向いた。

「さっき《嫉しつ妬と》とか言ってましたけれど……それって、どういうことですか？」

「ああ、そのこと。──それは、あなたたちが、わたしを嫌いだと思う、その理由よ」

　シトロンは、ふふん、と笑った。

「あなたたち、全員、中尉のことが《好き》なのね？」

　その態度には、どこか勝ち誇ったようなところがあったが、真しん珠じゆたちはただきょとんとした。互いに見交わした顔には、何わかりきったことを、とはっきりと書いてある。

「……何よ」

　シトロンは怪け訝げんな顔をした。

「あ、いえ……いまさら、そんなこと言われなくても、わかってることだなあ、って思って」

　真珠が言うと、他ほかの四人も頷うなずいた。

「あたしたち、隊長さんのことはずっと好きですよ？」

「あなたたち、バカ？」

「なんだとっ」

「ちょ、ルビー姉さん、待って！」

　摑つかみかかろうとした姉の腕を、真珠は止めた。

「──あの、どういうことですか？」

「《好き》は《好き》でも意味が違うのよ。いい？　あなたたちは、わたしに《嫉しつ妬と》した。それはなぜか──簡単よ。全員が天あま宮みや中尉に《恋》をしているからだわ」

「…………」

「…………」

「《恋》──って何？」

　レインが首を傾かしげると、シトロンは軽けい蔑べつしたような目を向けた。

「そんなことも知らないの？──だったら《ノルン》で調べてみることね。映像に文章にコミック、それこそ膨ぼう大だいな資料があるわ」

「物語とかで、少しは知っていますけど……」

　と真珠はミルキィを見た。他ほかの姉妹に比べて本をよく読む二人には、なじみの言葉ではあったが、それと自分たちを重ねて考えたことはなかった。レインとルビーが好きな『西部劇げき』や『戦争映画』にも、そういう要素は入っているのだが、彼女たちは銃じゆう撃げき戦にばかり目が行っていて、恋愛のシーンになると早送りをするタイプだった。

「少尉は、その……《恋》が原因であたしたちが《嫉しつ妬と》して、それで少尉を嫌いなんだと考えているんですか？」

「それ以外に何があるかしら？……あなたたちは、わたしが中尉の世話を焼いているところを見て、わたしを悪く言っていたわ。馴なれ馴れしいとか、図ずう々ずうしいとか──誰だれも、そんなこと教えてくれる人がいなかったからわからないのかもしれないけど、わたしの目は誤ご魔ま化かせないわ。だって……わたしも中尉に《恋》をしてるから」

「えっ！」と言ったのは、何人だっか。

　シトロンは頰ほおを染め、やわらかく微笑ほほえんだ。

「……ええ、そうよ。わたしは彼に《恋》をしているの。ここへ来たのも、彼が《ＵアＮンＭムＳツＳス》から転属になったから。追いかけてきたの」

　啞あ然ぜんとする真しん珠じゆたちを、シトロンは自信に満ちた表情で見回した。

「必ずわたしを《好き》にさせてみせるわ──勝者は一人よ」

　真珠たちは言葉を失い、わけのわからない焦しよう燥そう感が胸の奥から湧わき上がってくるのを、全員が感じていた……。




　暗がりの中に、ポッ、と小さな赤い光が灯ともった。

　──ライターの小さな炎の輝かがやき。

「《ヴァルハラ》も喫煙者にとっては、楽園とはいえませんね」

　ライアーは炎を差し出した。

「デブとスモーカーは自己管理ができない人間だ、なんて言い出したのは誰だれなのかしらね？」

　朱あかい炎の輝きに、暗がりから浮かび上がった顔は、シトロンだった。彼女は煙草タバコを咥くわえていて、火を貰もらうと深々と紫煙を吸い込んだ。

「食欲を満たせず、食後の一服の楽しみも知らず、快楽も求めず、修道僧のように生きるのが人間らしいと言える？」

　ふうーっ、と煙を吐き出す。

　顔に吹きかけられても、ライアーは嫌な顔ひとつしない。

「あなたは？　吸わないの？」

「いえ、このライターは接客のために持ち歩いているだけですので」

「……司令じゃないけど、あなたの奥さん、本当は日本人じゃないの？　日本のサラリーマンて、そういうことするんでしょ？」

　ライアーは僅わずかに首を傾かしげただけで答えなかった。

「まあ、いいわ」

「《ヨートゥンハイメン》でのやりとり、一部始終聞かせてもらいました。しかし、あれで彼女たちは天あま宮みや中尉に恋愛感情を抱きますか？」

「あなた、子供の頃ころに異性のことでからかわれたことはない？　自分のことじゃなくても、別にただの友達だったのに、周りからからかわれるうちになんだか気になってきて、気がついたら本当に好きになってた、ってこと、あるでしょう？」

　指間で、くるり、と煙草を回まわす。

「恋愛はね、まず相手をその対象として《意識》することが必要なの。そうでなかったらいつまで経たっても犬猫ねこを相手にしているのと変わらないわ。確かにいまのアレは中尉に好意を抱いているけれど、それは単に優しくしてくれる相手に懐なついているだけ」

「そういうものですか」

「そういうものよ。だから《恋》という言葉を使うことで《意識》させてあげたわけ。玩具おもちやを取り上げられたくないという《子供の独占欲》と同じ感情を《嫉しつ妬と》という言葉に置き換え、わたしという《ライバル》を作って煽あおった──早くしないと取り上げられちゃうよ、ってね。連中、今いま頃ごろは《ノルン》にアクセスして、片っ端から恋愛に関する資料を漁あさっているんじゃない？」

　シトロンは、あはは、と笑った。

「けど、アレってほんとに人間と変わらないのね。もっと特別で、利巧なのかと思ってたわ。……あんたたちの目的が何かは知らないけど、楽な稼かせぎになりそう」

「それは何よりです」

　そう言って、作り笑いを浮かべたライアーに、シトロンは、ふん、と鼻を鳴らした。

　煙を吸い込むと、煙草タバコの先が赤々と輝かがやいた。

　エレベーターシャフトの脇わきのこんな場所には監視カメラもない。火災報知機はあるが、煙草の煙ぐらいでは反応しない。

　無言で一本吸い終えると、シトロンはそれを踵かかとの裏で踏み消した。二本目を咥くわえた途と端たん、ライアーの手が伸びて火を差し出してくれる。

「……日本人は気が利くから好きよ」

　ゆっくりと煙を吸う。

「では、中尉に《恋》をしていると仰おつしやったのは本気でしたか？」

「まさか。いまのは言葉のあや」

　ぱちん、とライアーはライターの蓋ふたを閉めた。

「けど、いいの？　きっと次の出しゆつ撃げきはめちゃくちゃになるわよ？──Ｇジー・Ｏオーは、きっと倒せないわ」

「構いませんよ。そのための手は打ってありますし、それが失敗しても、どこかの小さな都市がひとつ消えるだけです」

「……怖いわねえ」

「はい」

　二人の唇に浮かんだ薄うすい微笑ほほえみはやがて闇やみの中へと融とけて消え、辺りには、煙草の香りと静寂だけが、ただ、残った。




（恋……）

　小さな指が画面に触れる。

　頰ほおを摺すり寄せ合う、子供の写真が現れる。




（恋……）

　少しくすんだ爪つめの指が画面に触れる。

『恋愛における化学』という論文が表示される。




（恋……）

　長い指が画面に触れる。

　コミックスのひとコマの、唇を重ね合わせる男女の絵が描き出される。




（恋……）

　細い指が画面に触れる。

　映画のベッドシーンの、裸で抱き合う男女の様子が映し出される。




（恋……）

　綺き麗れいな指が画面に触れる。

　いまも読み継がれる、もっとも有名な恋愛小説のテキストが表示される。




「……勝者は、一人」




　──呟つぶやいたのは、誰だれであったのか。













　　　　　Ⅳ．メークアップ







「天あま宮みや竜りゆう一いち郎ろう中尉、本日より職務に復帰いたします！」

　踵かかとを打ち合わせ、竜一郎は敬礼した。

　体の調子はすこぶるいい。久しぶりに、思う存分爆ばく睡すいできたおかげだろう。

　結局、退院するまでに四日かかってしまったが、十分な休きゆう養ようと、ちゃんとした栄養を摂とることができた。

　最後の一日は、本当にただ寝ていただけだった。

　元帥杖じようを掌てのひらの上で弄もてあそびながら、執務机の向こうのヘルガの顔には面おも白しろがっているような微笑ほほえみがある。すぐ後ろには、カリウス執事がいつものように控えて、常のように油断のない様子を見せていた。

　少し離れた場所にあるソファーには、ライアーと、見知らぬ男が腰を下ろしていて、じっとこちらを見ていた。服装を見れば、男が軍人でないのはすぐにわかった。凄すごく太っていて、しきりに汗を拭ふいている。歳としは三〇代半ば、といったところだろうか？　肉に埋もれたようになっている目には暗い光が宿り、憶おぼえはないが、強い怨うらみを感じた。

「熱はもういいのか？」

　とヘルガは訊きいた。

「ずいぶん高かったのだろう？　脳細胞にダメージを受けなかったか？」

「大丈夫であります！　脳へのダメージもありません！」

「それは何よりだ。しかし、今いま時どき風か邪ぜとは……《ヴァルハラ》は大おお騒さわぎだったぞ」

「申し訳ありません！」

　基地の殺菌と全職員の検疫が実施されたことは、シトロンから聞いていた。

　一体どのくらいの予算がかかったのか、それを考えると胃が痛くなる。ただでさえ《ＵＮＣＯＶアンコヴ》はなんやかやで金がかかっているのだ。《ヴァルキュリア》に関することならまだしも、自分の体調不良のせいで莫大な予算を使ったとあっては申し訳がなかった。

「気にするな。《ガルド》はそのくらいで文句は言わん」

　まるで竜りゆう一いち郎ろうの心を読んだようにヘルガはそう言って苦笑した──もっとも、竜一郎は考えが顔に出やすい質たちなので、彼女でなくてもわかったかもしれないのだが。

「だが、これからはより一層、体調の管理・維持には気を遣え。今回はたまたま出しゆつ撃げきするような事態にならなかったから良かったが、次も同じ幸運を得られるとは限らない」

「はっ！」

「……こうなってみると、副隊長をつけたのは正解だったな」

　ヘルガの視線が、隣となりで控えるシトロンに向けられた。副隊長はニコニコしたまま表情を少しも変えなかった。

「中尉を適切に医い療りよう班の許もとへ運んだのも、少尉だったと聞いている。感かん謝しやするのだな。連中だけしかいなかったら、どうなっていたかわからん」

「はっ！　感謝しております」

　ヘルガは笑った。

「私に言ってどうする？──まあいい。あとでコーヒーでもおごってやるのだな」

「了解であります！」

　それを聞くと、ヘルガはやれやれといったように小さく肩を竦すくめた。

「おまえたちを解放する前に、紹介しておこう」

　ヘルガがソファーを向き、竜一郎とシトロンもそちらを見た。

　ライアーが立ち上がり、いつもの笑顔で軽く会釈をする。だが、今一人の男は、立ち上がるでもなく、それどころか、ますます胸（腹？）を反らして、ソファーの背もたれに沈み込んだ。

「……あそこで椅い子すに沈んでいる《ブタ》が、私の兄の一人、ヴィクトル・アデナウワーだ」

　辛らつな言いように竜一郎は驚おどろいた。

「あれでも二四なのだぞ？　そうは見えないだろう？──数ヶ月前、強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッド《クレイドル》の出庫が遅れたのはあの男のしたことだ。昔から、そういうつまらない工作は得意だったからな。総帥の頼みで仕方なく『見学』をさせてやることにしたが、あの男が何か言ってきても無視して構わん。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》はＡＡＡトリプルエーの軍事機密の塊だ。一民間人に公開される場所は限られている。機密区画に入り込むようなら、射殺して構わん。警けい備び隊にも既にそう通達を出してある」

　それを聞くと、ヴィクトルの頰ほおの肉が震ふるえるように動いた。

　ヘルガは、これまでに見たことがないほど、冷たく微笑ほほえんだ。

「……死にたくなければ大人おとなしくしていることですよ、兄上。案内は、ライアーにやらせましょう。──いいな、ライアー」

「もちろん喜んでお引き受けいたします、はい」

　あいかわらずの作り笑いを浮かべて、彼はそう答えた。

　椅い子すを回まわし、ヘルガは正面に向き直った。竜りゆう一いち郎ろうとシトロンも再び姿勢を正す。とはいえやはり、シトロンのそれは、どことなく力が抜けていたが。

「話は以上だ。連中のところへ行ってやるがいい。少尉、おまえは残れ。まだ話がある。──ライアー！　おまえも下がれ。そのブタを忘れるなよ」

　ライアーは会釈をしたが、返事はしなかった。賢けん明めいな態度だ。はい、と答えれば、彼女の《ブタ》という言葉を肯定したことになる。

「それでは失礼いたします！」

　竜一郎はもう一度、敬礼をして踵きびすを返した。

　セントラル・エレベーターまで下がり、ボタンを押すと待たされることなく扉が開いたが、すぐには乗り込まず、ライアーとヴィクトルが来るのを待った。

「や、どうも」

　ライアーは言って、先にヴィクトルを乗り込ませた。彼がそのあとに続き、竜一郎は最後に乗った。重量オーバーのブザーはならなかった。

「どこで降りられますか？」

　竜一郎がそう訊きくと、

「巨人が見たい」

　とヴィクトルが言った。

「巨人を見せろ。あの売ばい女たが何を言おうが知ったことか！　俺おれは兄だ！　ここが《ガルド》の金で運用されている以上、俺には自由に見て回る権利がある！」

　竜一郎は苦笑した──なるほど、これは厄介な男だ。

「申し訳ありませんが、それはできかねます。彼女たちはＡＡＡの軍事機密下にあります。正式な許可がなければできかねます。無理にでも、と仰おつしやるのであれば、司令の兄上であってもスパイ行為と判断し、このまま拘束しなければなりません」

「なんだと、貴様っ──」

「いやいや中尉、ちょっと希望を述べたまでですから。《ミドガルド》一二階をお願いします」

「このっ──」

　ヴィクトルは、自分と竜りゆう一いち郎ろうの間に立ちはだかるようにしたライアーを除のけようと太い腕を振り回した。しかしそれは簡単にライアーに取られ、ぐるりと体を回まわされて、壁かべに押しつけられてしまった。

「っと、少しは分別ってもんをつけてもらえませんかねえ、ヴィクトル様。私もこんなつまらないことを総帥にお知らせしたくないんですよ」

　総帥、という言葉を訊きくと、まるで魔ま法ほうの呪じゆ文もんのように、ヴィクトルは大人おとなしくなった。

「いや、どうもお騒さわがせしました」

　ライアーがニコニコとしながら言って、竜一郎は頷うなずいた。

　ボタンを押し、執務机の方を見ると、シトロンが手を振っていたが、さすがに振り返すことはしなかった。

　彼女は、扉が閉まって見えなくなるまでずっとそうしていた。

「振り返してさしあげればよかったのに」

　動き出したエレベーターの中で、ライアーがからかうように言った。

「可愛かわいらしいお嬢じようさんじゃないですか」

「部下ですよ。──それより、どうですか《ヴァルハラ》は？」

「いいところですよ。喫煙者には辛つらいでしょうが、私は吸わないのでなんともありません」

「そうなんですか？」

「どうも、吸うように見えるらしいんですがね」

　ライアーは笑った。

「でも、こっちの方はいけますよ？」

　そう言って彼は、ショットグラスを傾ける真ま似ねをしてみせた。

「中尉はどうです？」

「吞のめなくはないですが……強い方じゃありませんね」

「ぜひ今度、ご一緒したいものですな」

「誘っていただけるのは光栄ですが、いつ出しゆつ撃げき命令が下されるかわからないので、常に待機任務なんですよ」

「それは残念。あなたとは、ぜひ一度、ゆっくりと吞んでみたかったんですがね」

「世界が平和になった暁あかつきにはぜひ」

　ライアーは頷いた。

「その日が来るのを楽しみにしていますよ──暁は、黄昏たそがれのあとに必ずおとずれるものですから」

　何が言いたいのだろう、と竜りゆう一いち郎ろうは首を傾かしげたが、ライアーは微笑ほほえむばかりだった。




　竜一郎たちが去ると、ヘルガは、とん、と元帥杖じようで机を叩たたいてシトロンを見上げた。

　そうして、

「《風か邪ぜ》のウィルスを持ち込んだのは貴様だな？」

　と、ずばり言った。

　どういう反応をするか楽しみだったのだが、シトロンは悪びれるでもなく、ちろりと舌を出してみせた。

「あ♥　やっぱり、ばれましたぁ？」

　残れと言われた時点で予想はしていた、ということなのだろうか？　それともこちらが思っている以上にしたたかなのか──どちらにしても、ヘルガの溜りゆう飲いんは下がらなかった。

「我々を甘く見るな」

　そう言ったものの、なんとなく、負け惜しみのようだった。

「そんなこと思ってないですけどぉ」

　シトロンはくねくねと腰を振った。

「……でも、大丈夫ですよ？　あれは、天あま宮みや中尉に《だけ》効くように調製された、特別なアデノウィルスですから♥　中尉の体外に排出された途と端たんに、死んじゃって、分解されちゃうんです」

「どうやって持ち込んだ」

　シトロンは、爪つめをかざしてみせた。

「マニキュアと爪の間に、仕込んだんです。あとは、エレベータの中でマニキュアを引っかいて、いい匂においでしょ？　って言って嗅かがせれば、それで感染──便利でしょ？」

「これからは無む闇やみに匂いを嗅ぐな、と言っておかねばならないな」

「やだあ、なんだか変態さんみたい♥」

　きゃっきゃ、っと笑うシトロンの高い声がうるさい。

「で？」

　カツン、と、ヘルガはさっきよりも強く机を叩いた。

「そのウィルス、どこの《ワイズリー》で造った？」

「わたし、必要なものがあれば申しん請せいしろ、って言われて、それで頼んだら、出発前にわたしの宿舎に宅配便で届いたの。だ・か・ら──どこで造られたかなんて知らないわ」

　からかっているのか、馬ば鹿かにしているのか、この喋しやべり方も、どうにも癇かんにさわった。

「いいか」

　ヘルガは立ち上がると、元帥杖の先を、シトロンの鼻先に突きつけた。

「細菌を使うなど、二度とやるなよ？　今度やったら、それがどんな理由であっても、おまえを宇宙に放り出すぞ」

　ヘルガは本気だったが、返ってきたのは、

「はぁい」

　という、力の抜けた返事だった。

　だが、シトロンの目は笑ってはいなかった。挑いどむように、ヘルガを見下ろしていた。

　しばらく睨にらみ合い、埒らちがあかないと悟ると、ヘルガは、どっか、と巨大な椅い子すに座り直し、杖つえで軽く自分の肩を叩たたくようにした。

「……それで、《カンフル剤》の成果はあったのだろうな？」

「それはもう」

　シトロンは、にっこりと笑った。

「いまごろは、困ってると思いまーす。──モテちゃって♥」




　真しん珠じゆは、悩んでいた。

　下着姿の彼女の目の前には、今、服が三つ、ずらりと並べられている。

　赤いメイド服と、

　黒いメイド服と、

　緑のメイド服だ。

　特別スペシヤル慰安航宙艦レクリエーシヨンシツブ《扶ふ吟ぎん》のＶヴアーチヤルＲリアリテイＴタウン内のショップで、これをＶヴアーチヤルＲリアリテイ試着した時に、竜りゆう一いち郎ろうはどれも、似合う、と言ってくれた。

　その顔と口調を、必死に思い出そうとした──どの服の時が、一番に本気で言ってくれていただろう？

　にへ、と口元が緩ゆるんだ。

（……どれも一番だった気がする）

　信じられない変化だった。

《恋》を《ノルン》で検索した時、『世界が薔ば薇ら色に見える』という、恋をした時の心理状態を表すのによく使われる古語表現が結果として出た。一回目に読んだ時は、視界が真っ赤になるのは目に血が入っただけでしょう、と冷ややかに流したのだが、恋がどういうものかを膨ぼう大だいな知識で知り、それを基に竜一郎のことを考え、そうしてもう一度そこに《検索》結果が辿たどり着くと、こんどはその意味がよくわかるようになっていた。

　竜一郎のことを考えると、

　顔が赤くなる。

　心臓が速くなる。

　体が熱くなる。

　等など々などの変化が起こる。不思議なのは、それが少しも不快ではないことだ。

　これが《恋》の諸しよ症状だと知らなければ、病気だと思ったに違いない。薬を貰もらい、消してしまうところだ。

　気づいて良かった、と真しん珠じゆはそのきっかけを与えてくれたシトロンに少しだけ感かん謝しやした。

　彼女のことを考えると、竜りゆう一いち郎ろうの時とは別な意味で、鼓動が速くなる。

（だ、大丈夫。あたしと中尉の巡り会いは運命なんだから……）

　真珠は自分にそう言い聞かせ、それを押さえた。

　二人が出会った時のことを思い出せばそれは明白だ。

　まず、オーストラリアで出会った。

　海岸で、ヘルメットが割れて互いに見詰め合ったあの瞬しゆん間かん、実は《恋》に落ちていたのだ、と今は《確信》できる。

　ただ、いままで気がつかなかっただけだ。

　二度目は、少しロマンティックではないけれど、カレー鍋なべに落ちた竜一郎を助けた。

　そして、とどめに──彼は自分の上官となった！

　一度目の出会いは偶然。

　二度目の出会いは必然。

　三度目の出会いは運命。

　そんな言葉が《恋》の検索結果の中にはあった。ならば自分と竜一郎が出会ったことは《運命》なのだ。

　だとしたら、シトロンに負けるはずはない──そう思うと、俄が然ぜん、闘とう志しが湧わいてくる真珠だった。

「うん、赤にしよう！」

　ようやく決めて、真珠は真っ赤なメイド服を着た。

　それからドレッサーの前に座って、慣れないメークに取りかかった。道具は昨日の朝一番に《扶ふ吟ぎん》のカタログショッピングで大急ぎで注文したものだ。

　真珠たちサイズの品物のほとんどは《扶吟》の中で生産が可能だった。

　カタログなり、ＶヴアーチヤルＲリアリテイＴタウンなりで気に入った品物を注文すれば、数時間から数日で、部屋に直接届くようになっている。

　真珠が頼んだのは『基本メーキャップセット』だった。メークを一から教えてくれる解説チップ付き。そのチップをドレッサーの端末に差し込むと、巨大なミラーの一部がディスプレイとなって、綺き麗れいな女性の姿が映し出された。

　いつもは銃を握る手で、真珠は基き礎そ化け粧しよう品の壜びんを摑つかんだ──今日はこれが彼女の武器だ。




　──ポン

　と軽快な電子音を鳴らして、ライアーとヴィクトルを下ろしたエレベーターは、《ヨートゥンハイメン》に到着したことを竜りゆう一いち郎ろうに知らせた。

　壁かべに寄りかかっていた彼は、瞼まぶたを開けて体を離すと、扉の方へと歩き出した。タイミングを計ったかのように、シュー、と音を立てて扉が左右に開いていく。

　サロン・ルームの強い光が広がり、竜一郎は目を眇すがめながら外へ出た。なにやら甘い……というか、くどい匂においがする。

　やがて目が光に慣れ、背中で扉が完全に閉まった途と端たん──

「おかえりなさいっ!!」

「おかえりいっ!!」

「おかえりなっさイッ!!」

「お、おかえりなさい！」

　四つの声と共に、巨大な影がドドッと押し寄せてきて、竜一郎は思わずあとずさった。といっても、すぐ後ろは閉じたエレベーターである。すぐに詰まり、背中にひんやりとした金属の温度を感じることになった。

（う……）

　巨大な四つの顔が、空から自分を覗のぞき込んでいる。そのどれもが、アジアの極彩色豊かな精せい霊れいの面のような顔をしていた。

　はっきり言って──怖い。
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　どれもこれも、歯だけがやけにくっきりと白いのが、さらに不気味だ。

　服装を見て竜りゆう一いち郎ろうはようやく、これが《ヴァルキュリア》たちだということに気がついた。

（悪夢の世界に迷い込んだのかと思った……）

　エレベーターを降りたら別世界──そんなホラー話はいくらもある。

　しかし、そうではなかった。

　何のつもりかは知らないが《ヴァルキュリア》たちは派は手でなメークをして、自分を出迎えてくれたのだ。

　竜一郎の頭の中に雑誌で読んだ『女の子がメークを変えたら誉ほめろ』という見出しが浮かんで消えた。

「あー……」

　だが、本当に誉めていいのだろうか、という疑問が頭を持ち上げた。どう考えても、このメークはおかしい。変だ。失敗している。それを誉めることは、結局あとで、彼女たちに恥をかかせて、余計に傷つけることになるのではないだろうか？

　かと言って誉めないと──『気の利かない奴やつはダメ！』という見出しがまた浮かぶ──それはそれでがっかりさせるのではないだろうか？　それは、期待に満ちた彼女たちの大きな目を見れば、そうだと言っている。

「あー……飾って出迎えてくれたのは嬉うれしいが、待機任務中だからな。メークはもう少し薄うすい方がいいと思うぞ。司令に怒られる」

「ダ、ダメかっ？」

　ずい、と身を乗り出してルビーが、褐色の肌に毒々しいほどに赤い唇を突き出した。

（うっ）

「綺き麗れいだろ？　な？」

「ダメに決まってるヨ」

　ぐい、とルビーの肩を摑つかんで下がらせ、これでもか、と青いシャドウを塗りたくった目でレインがウインクをした。

「ワタシの方がずっと綺麗よネ？」

「てめっこのっ、どけよ！」

「何するのヨ！　あんたこそどきなさいヨッ！」

　ルビーがレインの衿えりを摑む。きい、とレインがルビーの衿を引く。

　目の前で巨大な足がもつれ合い、竜一郎は危うく潰つぶされそうになるところを、横にずれて何とか難を逃れた。

「おにいちゃんおにいちゃん見て！」

　二人の間に体をねじ込むようして、ミルキィがぬっと迫ってくる。こっちも失敗したビスクドールのような顔になってしまっている。ちゃんと鏡かがみを見て塗ったかどうか知らないが、リップは大幅にはみだして、口を三倍くらい大きく見せている。

「おにいちゃんのために、がんばってメークしたの！　どう？　どう？」

（う、うわ……）

　もの凄すごい圧迫感がある。

　竜りゆう一いち郎ろうは次第に、やっぱり本当は悪夢の中にいるんじゃないか、と思えてきた。隅に目をやれば、晶あきらが、ジャージに白衣という格好で、眉まゆも何もなく顔を歯と区別がつかないくらい真っ白に塗りたくって立っているのだ。

　彼女は竜一郎が自分に目を止めたとわかると、

「……美白美人」

　と呟つぶやいて、眼鏡めがめの向こうでにやりとした。

「どう!?」

　と、ミルキィの顔が迫る。思わずのけぞると、

「ミルキィ、隊長さんを困らせちゃダメでしょ？」

　赤いメイドが彼女を抱き上げるようにして、くるりと向きを返した──真しん珠じゆだ！

　ようやく竜一郎は胸を撫なで下ろした。

「あ、ありがとう真珠君」

「いいえ、どういたしまして」

　くるり、と振り返ったそのメークは、五人の中の誰だれよりも凄すきまじかった。

　放して放して、とミルキィが暴れる。レインとルビーが互いの髪を引っ張り合う。晶が呟つぶやく。真珠が微笑ほほえむ。

　ぷち、と竜りゆう一いち郎ろうの中で、何かが切れた。

「ぜ……ぜ……ぜ……」

　すううう、と思い切り息を吸い込む。そして──

「全員、顔を洗って来ーいっ!!」

　中尉は、あらん限りの声で怒鳴った。




「復帰を歓迎してくれるのはありがたいが、限度というものがある」

　竜一郎にそう叱しかられ、真珠たちは、ダイニングのテーブルでしょんぼりとうなだれた。

　せっかく二時間以上も費やしたメークも、全部落とさせられて見る影もない。中級編ということで、眉まゆを剃そらなかったことだけが救いだった。

「おまえたちに踏まれて病院に逆戻り、は洒落しやれにならないぞ」

「……ごめんなさい」

　真珠は呟いた。レインやルビーもモゴモゴと謝あやまる。だが、誰だれも竜一郎と目を合わそうとはしない。そんなことをすれば、いっぺんに顔が赤くなってしまう。

　全員が、彼に恋をしている──真しん珠じゆがそれに気づいたのは、まるで測ったようにばったりとサロン・ルームに全員が現れた瞬しゆん間かんだった。他ほかの皆も、気づいたはずだ。互いの顔を見ればわかる。

　その瞬間、不思議な感情が真珠の胸の中に湧わき上がった。

　姉妹とかそういうことを全すべて超えて、

（負けられない！）

　と思ってしまったのである。他の皆もそうだったのか、竜りゆう一いち郎ろうを待つ間、誰一人口を利かなかった。そうして、彼が現れた途と端たん、あたしがあたしが、となって、ああいうことになってしまったのだった。

「俺おれのいない間に何かあったのか、少尉？」

「いいえーなんにも♥」

　遅れて到着したシトロンの存在が、加えて真珠たちを打ちのめしていた。彼女のメークは完かん璧ぺきで、初めてここへ来た時よりも何倍も美しく変わり、歴然とした腕の差を見せつけられたのだ。その綺き麗れいな顔で竜一郎の隣となりに立って、勝ち誇ったかのように微笑ほほえんでいるのが、また悔しかった。

　竜一郎はため息をついた。

「ならいいが……できるだけ仲良くやってくれ。少尉。少尉はメークが得意そうだな？」

「えー、そうですかあ？」

　くねくねとくびれた腰を振ってみせる。ルビーの歯は軋ぎしりがぎりぎりと聞こえてきそうだ。

「時間のある時に、彼女たちに教えてやってくれ。そういうことにも興きよう味みが出てきたようだから」

　パッと、真珠たちの顔が輝かがやいた。代わりにシトロンの表情は曇くもる。

「えー、それって特別手当とか出るんですかぁ……？」

「まあ、そう言うな。彼女たちのメンタル・サポートも俺おれたちの役目だ」

「はぁーい」

　膨ふくれっ面つらのまま返事が返って竜一郎は苦笑し、それから真珠たちを見た。皆、慌てて目をそらす。

「？……俺おれ個人の意見としては、メークなんかしなくても十分に、あー……か、可愛かわいい、と思うんだが……ま、まあ、おまえたちがしたいなら、それもいいだろう！　軽いメークは男女に拘かかわらず軍規で認められているしな！」

　ばっと、全員が竜一郎を振り向いていた。今度は彼が、目をそらす番だった。耳まで真っ赤になっている。それを見て、真珠たちもまた、赤くなった。

　一人、シトロンが、面おも白しろくなさそうに眉まゆを顰ひそめている。

　その時──




「どこだ！」

　突如鳴り響ひびいた警けい報ほうに、ソファーで申しん請せい書の決済をしていたヘルガは、すぐに顔を上げて《ベルザンディ》に問うた。

《ウルズ》《ベルザンディ》《スクルド》の三つのシステムで構成される、ネオ第三世代コンピューター《ノルン》の中で、《ベルザンディ》は主として現状分析を行うことに特化している。

　他ほかの二つの内、《ウルズ》は情報記き録ろく・分析を、《スクルド》は未来予測を行い、これら三つの頭脳が互いに情報を交換・検討し、ベストの結果を目指すのが、これまでのトライアングル型コンピューターと異なるトリニティタイプ（三さん位み一体思考型）の特徴だった。

「《カナダ、オンタリオ州南部トロントの北、一〇キロの地点です》」

　間髪を入れずに返事が響く。

　ヘルガは立ち上がると、書類を散らしながらエマージェンシー・エレベーターへと向かった。作戦司令室《ビフレスト》へと直結しているそれは、常に《ニブルヘイム》に待機状態にある。歩きながら、カリウスが現れて元帥杖じようを渡してくれる。

「《ベルザンディ》！　Ｇジー・Ｏオーの出現を国連へ報告！　《ヴァルハラ》はこれより戦せん闘とう態勢へ移行する！　直ただちに、カナダ上空へ移動を開始せよ！」

「《了解しました。直ちに実行します》」

　ヘルガは開いた扉の中にカリウスと供に飛び込んだ。

　すぐに扉が閉じ、下降を開始する。

　その途中、軽い振動があって、《ベルザンディ》が、《ヴァルハラ》の航行プログラムを作動させたことを報告した。

　振動は、宇宙空間に浮かぶ逆転した大たい樹じゆのような形をした、この要よう塞さい基地のあちこちに備えつけられたブースターが、点火したことを意味する。

　その様子は、遠く地上の地中海からも、天体望遠鏡きようを使えば捉とらえられ、ノズルから噴ふん出しゆつする青い炎は、レンズを覗のぞく者に、守しゆ護ご聖人の加護の証あかしである『聖エルモの火』を思い起こさせたのだった……。




　部屋に飛び込んだ真しん珠じゆは、大急ぎで赤いメイド服を脱ぐと、下着の上に膝ひざまで届くケープを纏まとった。

　本来なら、古い時代のヴァイキングの女性の衣装を模した、騎き兵へい隊用の制服に着替えるべきなのだが、今回もろくな作戦会議ができずに出しゆつ撃げきになると思われるということで、すぐに脱げるこの服にするように言われたのだった。

　ポッドに乗り込む時は裸なのだから、脱ぐ服は少ない方がいい。が、下着にケープのみの姿で大勢の前に出るのには、まだ慣れない。

　着替えが済むと、部屋の隅にある多目的エレベーターの上に立った。

　ここは強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッド《クレイドル》が運ばれてくる他ほかに、《ビフレスト》や、宇宙港《ノーアトゥーン》とも直結していて、《扶ふ吟ぎん》で造られた荷物などもここに届く。過重を感じると、エレベーターはすぐに上昇を始めた。真っ暗な通路の中へ運ばれる。五秒……一〇秒……やがてエレベーターは停止して、真しん珠じゆは荷台を降りると、ほのかな誘ゆう導どう灯が灯ともる通路を真っ直すぐに歩いていった。すぐに扉に突き当たる。待っていると、ブザーが鳴って、扉は上に向かってスライドして開いた。

　強い人工灯の輝かがやきに一いつ瞬しゆん目が眩くらむのは、いつものこと。すぐに慣れる。

　ここは《ケイブ》──真珠たち《ヴァルキュリア》が《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の他ほかの職員と唯一直接会うことのできる場所。

　普ふ段だんこの区域は、公園として利用されている。

　それがＧジー・Ｏオーの出現時には、構造が変わって《ケイブ》が剝むき出しとなり、巨大なオペラハウスのような作戦司令室へと変へん貌ぼうするのだ。

　真珠は、ケープの裾すそが翻ひるがえらないように気をつけながら、扉の外に出た。

《ケイブ》に備えつけられた八つの内の五つの扉から、真珠と同じ格好をした姉妹たちが現れた。足並みを揃そろえて用意された椅い子すへ走り、その前に並んで踵かかとを合わせ、ほんの少し目線よりも高い場所にまで降下してきた、司令室を見上げた。

　竜りゆう一いち郎ろうの姿はすぐに見つかった。

　彼は先ほどまでと変わらない軍服姿で、ヘルガ司令の隣となりで腕を後ろに組んで立っていた。僅わずかに下がってシトロンもいる。その隣にいる姿勢のいい老人は司令つきの執事だ。

「敬礼！」

　竜一郎が声を張って、真珠たちは反射的に体を動かした。ヘルガが頷うなずくと、彼は《ケイブ》を見下ろして、

「休め」

　と言ったが、座ってよし、とは言わなかったので、真珠たちは少し足を開いて立ったまま、彼と同じように両腕を後ろに組んだ。

　すぐに、ＶヴアーチヤルＲリアリテイＳシステムを応用したスクリーンが空中に現れ、竜一郎が手元の仮想スクリーンを操作すると、どこかの地図が現れた。

「五分前に、カナダのオンタリオ州南部トロントの北、一〇キロの地点に、新たなＧジー・Ｏオーが出現した」

　地図の上に赤い光点が現れる。『Ｇ・Ｏ』と注釈が付く。少し下に『Ｔｏｒｏｎｔｏ』という注釈も表示された。両者の距離は非常に短い。

「幸いなことに、Ｇ・Ｏは出現後まだ移動を開始していない。現在《ヴァルハラ》はオンタリオ州上空へ急行中だ。──《ベルザンディ》Ｇ・Ｏのデータを」

「《Ｇジー・Ｏオーデータ、表示します》」

　電子音声と共に、スクリーンに、見るからに愛らしい動物の姿が映し出された。

　全身がやわらかそうな毛で覆おおわれていて、撫なでてくれといわんばかりだ。尻しつ尾ぽも長くふさふさしている。顔は長いが、耳はピンと立って、目も黒くて大きい。

　わあ、とミルキィが嬉うれしそうな声を上げてしまい、慌てて口を押さえるのが目の端に見えた。だが、わからないではない。思わず抱き締しめたくなる愛らしさだ。

　だが、続いて透視映像が並べて表示されると、この動物はこんなに可愛かわいいのに、確かにＧ・Ｏであることがわかった。

　──爆ばく核かくがある。

　それも、いままでのＧ・Ｏに比べると、体の比率から見てかなり大きい。

「このＧ・Ｏに関しての説明は、生物側面対策班のイングマン主任にお願いします──主任」

「はい」

　一人の男が立ち上がった。彼はこのところよく出しゆつ撃げき前の作戦会議でＧ・Ｏの説明をしてくれる男性だったが、姉妹たちの間ではあまり評判がよくない。目つきが嫌、というのが共通の意見だった。何かこう、分析するような目で人のことを見る。

「時間がないようなので簡単に済ませます」

　イングマンはヘルガに向かって言った。

「このＧ・Ｏは、一見、狐きつねのように見えますが、あまり分化の進んでいなかった始し新しん世せい時代──約五三〇〇万年前からそのあとの二〇〇〇万年の期間ですが──の原げん猿えん類に、非常に近い骨格構造をしています。特徴的なのはこの手足の指です」

　矢印型をしたポインタが現れて、透過した骨格を指した。

「長く、ものを摑つかむことができる。昼行性で樹じゆ上じよう生活を基本としますが、後ろ足の発達具合から見て、地上生活への分化点にある種を模していると思われます。牙きばは細いですが鋭するどく、手足の鈎かぎ爪づめも侮あなどれません。それに、素早い動作と高い跳ちよう躍やく力。体を支えることのできる、尾の力も注意すべき点だと思います。体長から推察される移動速度は、時速六〇〇キロを超えるでしょう。しかもこの種の動物は、瞬しゆん間かん的に加速します」

「知能の方はどうだ？」ヘルガが訊きく。

「これが原猿類の一種ならさほど高くはないでしょう──しかし、Ｇ・Ｏは、既存種に似てはいても、まったくの別種。断定はできません」

　ヘルガは頷うなずいた。イングマンが座るのを待って、今度は竜りゆう一いち郎ろうを向いた。

「作戦はどうする？」

　竜一郎は数秒考え、顔を上げた。

「高い跳躍力を持つということは平面ではなく、三次元に対処しなくては、頭上を飛び抜けられる可能性があるということですね。──《スクルド》。レイン・ジースト伍ご長ちよう、海かい津づ院いん真しん珠じゆ伍ご長ちよう、ルビー・フォレスト伍長の三人を、五〇メートルの間隔を空けて、扇状にトロントの北五キロにＧジー・Ｏオーと平行に展開。水みず樹き伍長はトロント外がい縁えんで待機。前ぜん衛えい三人の射しや撃げきによる攻撃を行った際のシミュレーションを」

「《はいはーい！》」

《ノルン》の中で最も幼い人工人格を持つ《スクルド》が、性格に合わせた電子音声でそう返事をした。気が抜けるから直す、という話を前に聞いた気がしたが、一向に直る気け配はいはなかった。

「《一番可能性の高い結果はこうなりまーすっ》」

　上空からの平面図が俯ふ瞰かんからの立体図に変わり、『Ｇ・Ｏ』と注釈のついた赤点が南方面に向かって動き出した。手前の緑点は『Ｖａｌ』とあって、赤点が近づくと『Ｆｉｒｅ』と表示が現れた。すると赤点は、しばらく不規則な動きを見せたあとで、放物線を描いて跳ちよう躍やくした。

「止めろ」

　竜りゆう一いち郎ろうが言うと、映像はＧ・Ｏが空中にある状態で停止した。

「この瞬しゆん間かんが、Ｇ・Ｏがもっとも無防備になる時だと思われます。羽根や、飛行用の皮膜がない限り、空中での方向転換は容易ではありません。跳躍時の初速と角度から軌道の予測も容易です。──この瞬間を狙そ撃げきします。《スクルド》、水樹晶あきら伍長が一二七ミリ劣化ウラン弾にて狙撃敢行」

「《らじゃっ》」

『Ｃｏｒｐ．Ｍ．Ｍ・Ｖａｌ』と注釈のついた緑点から、直線が延びて赤点と重なった。すぐに『Ｇ・Ｏ』の注釈の横に『Ｄａｍａｇｅ：12％』という表示が現れ、赤点は落下した。

「損傷率が一〇％を超えたことで、Ｇ・Ｏは再生のために硬直を起こします。その隙すきを逃さず《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を打ち込み、殲せん滅めつします。──ただし」

　竜一郎は、ちらりとイングマン主任を見た。

「これはあくまで、Ｇ・Ｏが原げん猿えん類の特徴を模している、という可能性の下もとでのシミュレーションです。他ほかにどんな特徴を隠し持っているかは、実際のところ、やってみなくてはわかりません」

「結局最後は、臨りん機き応おう変へん……というわけか」

　ヘルガの言葉に、竜一郎は厳けわしい表情で頷うなずいた。

　彼と共に戦った東京湾での一戦のようなリターンマッチであれば、細かい作戦も立てられようが、現状では、骨格や形態から予測される生物的行動を元に決定するしかないのだ。

（けど……）

　真しん珠じゆはスクリーンに映ったＧ・Ｏを見た。──やはり、可愛かわいらしい。これに銃弾を撃うち込むのはなんとなく気が引けた。それは、先日の恐きよう竜りゆう型や昆こん虫ちゆう型のＧ・Ｏにはまったく感じなかった感情だった。

「《ベルザンディ》避ひ難なん状況はどうか？」

　ヘルガの声に、真しん珠じゆはスクリーンから目を外した。そうだ。あの街には大勢の人がいる。それを守るからこそ、与えられている自由であることを忘れてはダメだ。

「《人口約八五万人の内の０％が避難を完了しています》」

「０？」

「《んーとね！》」

　不意に声が《スクルド》に切り替わった。

「《爆ばく核かくの大きさを考えるとー、爆心から半径二〇キロは全部蒸発しちゃうから、生存確率は０なの！》」

「《現状では》」

　とまた《ベルザンディ》に切り替わる。

「《その被害半径から脱出に成功した市民はいません》」

「どのみち、いまから避難を始めたところで、爆発してしまえば助からん、か……」

　ヘルガは杖つえで掌てのひらを叩たたいた。

「中尉。作戦を承認する。──ただし《ヴァルキュリア》たちをポッドから離すな。万が一、頭上を抜かれた場合、連中を直ただちに脱出させろ。爆発に巻き込まれれば、ただでは済まん。守るべき都市は、トロントが最後ではない」

「はっ！」

　竜りゆう一いち郎ろうは踵かかとを合わせて敬礼した。

　それを確認してから、ヘルガは《ケイブ》を向いた。強い意志を秘めた瞳ひとみが、真珠たちを見回した。

「──騎き兵へい隊、出しゆつ撃げきせよ！」

　真珠たちは竜一郎に倣ならい、踵を合わせ、彼女に向かって敬礼した。




　地球へと降下していく五つのポッドを、ライアーはグラスを片手に《ヴァルハラ》のバーの窓から見ていた。

　すぐ傍そばでは、ヴィクトルがすっかり酔っ払って寝息を立てている。

　戦せん闘とう態勢にある現在、こんなところで酔い潰つぶれるなど許されないことだが、ヴィクトルは瘦やせてもアデナウワー一族の直系である。この程度の無理は通る。その代わり、バーテンも何もいなかったが。

　ポッドの赤い輝かがやきはやがて見えなくなった。

　その時、スーツの内ポケットにしまった携帯衛えい星せい電話が鳴って、ライアーはグラスをカウンターに置くと、電話に出た。

「……これはどうも」

　にこやかに答える。

「ええ。多分出番はありますよ。──多分じゃ困る？　そう言われましても、こればかりは神様でもわからないというものでして、はい。とにかくチャンスだというのは確かですよ。その機を逃すも逃さないも、貴方あなたがた次第──いえいえ、別に何も企たくらんでなどいませんよ。私はあなたがたと同じく、この独占状態に危き惧ぐを抱いているだけです。──はい。それでは成功をお祈りしております」

　通話を切り、ライアーは電話をポケットに戻した。

「ライアーっ……私は……私は……無能なんかじゃ、ないっ！」

　寝ぼけている。ライアーはヴィクトルの隣となりに行くと、その広すぎる背中をさすった。

「もちろんですよ、ヴィクトル様。偉大なアデナウワー一族の生粋の血統者であるあなたが、無能であるはずがない」

「う、うう……」

　ぼたぼたと涙を落とすヴィクトルに、ライアーは吞のみかけのグラスを差し出した。

「さあ、お吞みなさい。私が少しずついい知恵を授けましょう」

「うん……うん……」

　ヴィクトルは泣きながら琥こ珀はく色の酒を吞み干した。













　　　　　Ⅴ．零の戦乙女







「少し気負いすぎているな」

　地上に降り立って配置に着いた五人の身体機能の値を見ながら、竜りゆう一いち郎ろうは眉まゆを顰ひそめた。心拍数と血圧、それにアドレナリンの分泌量が通常に比べてかなり高い。

「少尉、どう思う？」

「やる気まんまん、って感じですかぁ？」

　脇わきから覗のぞき込むようにして、にこにこしながらシトロンが言うと、《スレイプニル》の艦かん橋きよう内の雰囲気が少し悪くなった気がした。

　マリア少尉などは露ろ骨こつに眉を顰めていたが、だからといっていま、シトロンの態度を注意する状況ではない。

　攻こう撃げき開始まで三〇秒──Ｇジー・Ｏオーはまだ動いていない。

　代わりに後ろ足で立ち上がり、真しん珠じゆたちのことを窺うかがうようにしている。体の割りに小さな鼻が、匂においを嗅かぐように動く。

「……釘くぎを刺しておくか」

　前回の出しゆつ撃げきを思い出して、竜りゆう一いち郎ろうは全員に対して同時に回線を開くべく、ディスプレイに指を伸ばした。




　突撃銃アサルトライフルのコッキングレバーを引いて初弾を薬室に送り込むと、真しん珠じゆはそれを胸に抱くようにして、レインとルビーの左右の二人をちらりと見た。

　今回の作戦はいつもと違い、《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》でＧジー・Ｏオーにとどめを刺す役目は早い者勝ちだ。

　明らかに、二人はそれを狙ねらっている。

　レインはいつもの突撃銃を構えていたがストラップを外していたし、ルビーは重機関銃マシンガンを止めて威力のある自動拳銃オートマチツク二丁を手にしている。すぐに《槍ランス》を摑つかめるように、と考えてのことに違いなかった。

　竜一郎にいいところを見せよう、という意図が見え見えだ。

　だが真珠にも、彼の下もとでこれまで何体ものＧ・Ｏを倒してきたという自負がある。《槍》さばきで二人の姉に遅れをとるつもりはなかった。

　それに、

（いまさらなによ）

　という思いもある。

（姉さんたちは、何かって言うと隊長さんを玩具おもちやにして、気に入らないと隊長さんを責めていたじゃない。庇かばうのはいつもあたしだったわ。それなのに、やっと《恋》してることに気がついた、なんていうの、ずるい）

　認めるわけにはいかない、それは本物じゃない──そんな二人に、負けるわけにはいかなかった。

　グリップを握る手に力が入る。と、バイザーに突然、竜一郎の顔が現れた。

「！」

　心臓が跳ね上がり、危うく引き金を引いてしまいそうになった。ぐりん、と慌てて目をそらす。こちらの表情がモニターされないで良かった。きっと馬ば鹿かみたいに真っ赤になっているに違いない。

「みんな、今日はどうした？」

　あたりまえだが、竜一郎の声が耳元でする。真珠はごくりと喉のどを鳴らしていしまい、聞こえなかっただろうか、とさらに心拍数を上げてしまった。

「確かにこの作戦は難しい。だが、落ち着いてやれば大丈夫だ。万が一失敗しても、ポッドから五〇メートル以上離れなければ、十分に脱出の時間はある」

　そう言って、彼は拳こぶしを握ってみせた。

　竜一郎はまったくわかっていない。こういう男性を何といっただろう？　確か《検索》途中で出てきた気がする。

「じき、こちらから仕掛けるぞ。水みず樹き伍ご長ちよう準備はいいか？　ジースト伍長、海かい津づ院いん伍長、フォレスト伍長、構え。カウントダウン開──」

　その時、彼の脇わきから、ひょい、とシトロンが顔を出して、こっちを覗のぞき込むようにして頰ほおを寄せた映像が大映しになった。

　真しん珠じゆの目が大きく見開かれ、自分でも何かわからずとにかく声を出そうとした瞬しゆん間かん。

　──ド、ン。

　と背後で銃声がして、直後、風を裂いて頭上を何かが飛び抜けたかと思うと、Ｇジー・Ｏオーの肩がパッと鮮せん血けつを噴ふいた。

「なぜ撃うった、水樹伍長！」

　竜りゆう一いち郎ろうの怒鳴り声と、Ｇ・Ｏの咆ほう哮こうが重なった。それは二人の怒りのようだった。

　真珠は慌てて突撃銃アサルトライフルを肩に引き上げて構え、引き金を引いた。

　だが、当たらない！

　Ｇ・Ｏは一気に最高速まで加速したのか、茶色い風の色としてしか捉とらえられなかった。《スクルド》に直結したバイザーの中の照準が動きの先読みを行おうとしていたが、刻々と変わる速度と動きに翻ほん弄ろうされて定まらない。

　ルビーは自動拳銃オートマチツクの弾をたちまち撃ち尽くしてしまうと、マガジンを落として、腰のベルトに差してあった新しいマガジンと取り替え、また撃った。レインも同じだ。新しいものに交換して次々と撃ちまくる。

　しかしＧ・Ｏは少しも跳ちよう躍やくする様子を見せなかった。ただただ縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回る。

（当たれ！　当たれ！　当たれ！　当たれ！）

　何でこんなことになったのかさっぱりわからなかった。頭の中は真っ白で、とにかく撃つことだけしか考えられない。バイザーの隅で竜一郎が何かを怒鳴っていたが、銃撃による轟ごう音おんが他ほかの全すべての音を搔かき消してしまっていた。

　ジャカッとルビーの二丁の銃のスライドが後ろに下がった状態で止まった。また弾切れを起こしたのだ。彼女は再びマガジンを落とした。

「！」

　ぐん、とＧ・Ｏが迫る！

　危ない、と思った時には、彼女は鞭むちのようにしなる尻しつ尾ぽの直ちよく撃げきを受け、背中から地面に叩たたきつけられていた。

　放棄されていた車が跳ねて引っくり返り、道路に断裂が走った。

　ルビーは回転して仰あお向むけに倒れ、そのまま動かなくなった。その脇を、Ｇ・Ｏは跳躍することなく駆け抜けた。

「──しろ！　撤てつ退たいしろ！」

　夢から覚めたように、竜りゆう一いち郎ろうの声が届いた。

（助けなきゃ！）

　欲も得もなく、最初に頭に浮かんだのはそのことだった。ルビーを残しては行けない。気がつけば真しん珠じゆは走っていて、それはレインも同じだった。

　晶あきらは傍そばにいたミルキィの手から短機関銃サプマシンガンを奪い取って彼女をポッドに押し込めるようにすると、自分は命令を無視してＧジー・Ｏオーに立ち向かった。

　真珠とレインがルビーをポッドに運び込むまでの時間を、何とか稼かせごうとしているのは明らかだった。

　Ｇ・Ｏは、飛び退のき、向きを変え、銃じゆう撃げきをかわす。

　カチ──マガジンが空になった。

　ルビーを助けながらその様子を見ていた真珠は、Ｇ・Ｏが笑ったように見えた。

　弾が尽きたとわかると、Ｇ・Ｏは足を止め、体勢を低くした。一気に駆けるつもりだ、となぜかわかった。

（間に合わない！）

　真珠が、全員が、そう覚悟した。その時──




「あれはなんだ！」

　司令席で、ヘルガは思わず立ち上がり、元帥杖じようをスクリーンに向かって突き出していた。

　四つの灼しやく熱ねつした砲弾が、トロントに向かって落ちていく。

「《ベルザンディ》！　報告しろ！」

「《はい。──あれは《コフィン》と同型の強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッドです。登とう録ろくは、航宙自衛隊所属ＳＳＤＮ強襲揚陸艦かん《うらしま》──ただいま記き録ろくが更新されました。現・所属はアメリカ宇宙軍ＵＮＳＮです》」

「アメリカだと？」

　何か仕掛けてくるかもしれないとは思っていたが、まさかこのタイミングでとは考えても見なかった。

「司令」

　とオペレーターの一人が振り向いて言った。

「そのＵＮＳＮから通信が入っています。お繫つなぎしますか？」

「作戦進行中──いや、いいだろう。繫げ」

　オペレーターが頷うなずくと、スクリーンのひとつに、軍服の胸に勲くん章しようをずらりと並べた老軍人の姿が映し出された。

「……ダラス司令」

「アデナウワー司令。時間がないので用件だけ申し伝える。我が国は自国の利益を守るためにこの戦いに参戦する」

「作戦の邪じや魔まだ。すぐに退ひいてもらおう」

「貴殿はトロントを見捨てようとしているのだろう？──臆おく病びよう者の小娘は、黙だまっていてもらおうか」

　一方的に通信は切れた。

（臆病者だと!?）

　ヘルガは、白くなるほど元帥杖じようを握り締しめ、いまの言葉を必ず後悔させてやる、と誓った。




　Ｇジー・Ｏオーの直上に、四つの光は降下した。

　急激な逆噴ふん射しやよって巻き起こった熱と煙で視界が奪われる。

　情報はバイザーに映し出される光点のみとなった。

　赤点はトロントから僅わずかに遠ざかり、Ｇ・Ｏと街の間には、新たに青い『ＵＮＫＮＯＷＮ』と注釈のついた点が四つ、増えていた。

　真しん珠じゆはほとんど手探りでルビーをポッドに押し込むと、扉を閉め、自分のポッドのある方向へ走った。レインも同じように走る。

　既に撤てつ退たい命令は出ている。

　新たな命令がない限りそれを急ぐしかなく、そしてバイザーは沈ちん黙もくしていた。

　走りながら手を伸ばすと、やがて、冷えたポッドの外がい壁へきに触れた。指を滑らすと中へと落ち込んで、入り口がわかった。

　徐々に視界は回復し始めていて、何とか目の前くらいは見えるようになっていた。

　ラックから《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を外してポッドの中に収め、突撃銃アサルトライフルを銃架に戻すと、腰のベルトに下げた予備のマガジンや手しゆ榴りゆう弾だんなども同じように片付けた。

　左手の方で、ルビーの《クレイドル》のブースターに火が入ったのが、轟ごう音おんと振動、それに押し寄せた熱風でわかった。徐々に加速をつけて《スレイプニル》との会合地点を目指して打ち上がっていく様子を、バイザーが教えてくれた。

（いそがなくちゃ！）

　街の方でもう一機、今度はミルキィのポッドが打ち上がったらしい。

　振り仰ぐと、空に昇っていく光が靄もやの向こうに見えた。それを見送り、今度は自分の番、と真珠はポッドに乗り込もうと足をかけ──だが、止めた。

　何かに呼ばれた気がした。

（……歌？）

　真珠は誘われるように、光の落ちた方角を見つめていた。

　ゆっくりと、煙が晴れていく。

　古代キツネザル型のＧ・Ｏの姿を、真珠は肉眼で確認した。肩の傷はもう確認できない。体毛を逆立てているせいか、先ほどよりも何倍も大きく見える。威い嚇かくするような唸うなり声がＧ・Ｏの喉のどから漏れた。

　その巨大な瞳ひとみが睨にらむ靄もやの向こうには、四つの柱が突き立っていた。

（あれは……）

　真しん珠じゆは、ポッドの縁ふちを摑つかんだ。

　柱と見えたのはポッドだった。できれば二度と見たくなかった、棺かん桶おけを意味する《コフィン》という名の強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッドが、そこにあった。

　棺桶の蓋ふたが、ゆっくりと開いていく。

　Ｇジー・Ｏオーの唸うなり声が一層大きくなった。

（あっ！）

　三つのポッドから、見覚えのある影がゆっくりと現れた。

　靄を破って前進する。

　それはまるで、巨大な《壺ポツト》であり、蓋ふたのように見える部分には二つの大きなレンズがあって、手足のない蛙かえるのようにも見えた。

　対Ｇ・Ｏ用浮遊要塞フロートフオートレス《シグルズ》。

　初戦で竜りゆう一いち郎ろうが動かし、真珠を捕食手から救い出してくれた開発中の試作兵器──目の前の三機は、それと同じ形をしていた。ただし、竜一郎の乗った《シグルズ》が青かったのに対し、カラーリングはゴールドだ。

　そして──まるで《シグルズ》に導みちびかれるように、最後のポッドから、浮遊要塞とはまったく違うシルエットが現れた。

　──人だ。

　すらりとした長い手足と、メリハリのあるなだらかな曲線を描く体は、黒いぴったりとしたライダースーツのような服に包まれ、各関節と急所に申し訳程度の装甲が付加されている。前方が尖とがった口元の見える黒いヘルメットからは、きらきらと輝かがやく金髪がふくらはぎにかかるほど長くこぼれ落ちている。

　だが、その身長は一七メートルを超えている。

　黒い手袋をした手には《槍ランス》があって、それが歌うような音を出していた。真珠が聞いたのは、この音だった。

「まさか……姉、さん……？」

　血のように赤い唇が、微かすかに微笑ほほえんだ。




　竜一郎は自分の目を疑った。スクリーンに映し出されたものが信じられなかった──こんな話は、聞いていない！

「《ベルザンディ》！　あの『ＵＮＫＮＯＷＮ』を透過して報告しろ！」

　浮遊要塞《シグルズ》の同型機と確定された三機を除いて、対象はひとつ。

　命令は直ただちに実行された。

「《──報告します。九九・九パーセントの確率で、『ＵＮＫＮＯＷＮ』は《ヴァルキュリア》と同種生物と確認されました。手にしている《槍ランス》からは《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》と同種の信号が発せられています》」

　一気に《スレイプニル》の艦かん橋きよう内は騒さわがしくなった。

「どういうことだ……」

　竜りゆう一いち郎ろうは、拳こぶしを握った。

「ヘルガ司令と回線を繫つなげ！」

「回線繫ぎます！」

　正面スクリーンの中央に、すぐにヘルガの姿が映し出された。その顔は、怒りのためか、いつもよりもさらに険しかった。

「中尉、質問はわかっている。あの《ヴァルキュリア》のことだろう？」

「は！」

「残念ながら詳細はわからん──本当だ。ただ、あれは、ＵＮＳＮアメリカ合衆国宇宙軍の所属の艦から揚陸したものだ。先刻、ダラス司令自らが、私に参戦を表明した」

「我々と戦う、と!?」

「そうではない。自国の利益を守るためにＧジー・Ｏオーと戦うと言ったのだ。連中がどうやって《アレ》を手に入れたのかはわからん。だが《アレ》は五体ではなく六体あったということだ。しかも《黄昏の槍》を持っている以上、裏で《ガルド》が関かかわっていることは間違いない──この私も知らなかったことだがな」

　ぎり、と司令の歯は軋ぎしりが聞こえてきそうな表情だった。

「──とにかくこちらは撤てつ退たいする。共きよう闘とうの意志なく、しかも、正体のわからないモノと、連携はできない。急がせろ」

「了解しました！」

　ウィンドウが閉じて、スクリーンにはまたトロント郊外の様子が戻ってきた。

　三機の《シグルズ》はトライアングル陣形に展開して、Ｇ・Ｏの周囲を回りながら常に一定の距離を保っていた。自動操そう縦じゆうのようだ──もしかすると無人機なのかもしれない。

　竜一郎はディスプレイに触れて、まだ地上に残っている三人との回線を繫いだ。

「全員撤退しろ！　それはＵＮＳＮ所属の《ヴァルキュリア》だ。彼らに我々と共闘の意志はない。直ちに撤退しろ！」




　その声を聞きながら、しかし、真しん珠じゆは《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》から目を離せずにいた。

　どうして彼女が『姉』だと思ったのかはわからない。

　けれど、間違っていないと確信できた。

　Ｇジー・Ｏオーは、何とか突破口を見つけようとしているのか、小刻みに走ったり、突然方向転換をしたりと、色々と試みていたが、三機の《シグルズ》は、一定の距離を保ったままで少しも離れなかった。

　時折、上部の蛙かえるの目のように見える箇所から、上空に向かってビーム兵器を撃うち、跳ちよう躍やくを封じるための威い嚇かくも加えている。

（どうしよう……）

　真しん珠じゆはポッドの中の《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を見た。

　加勢するべきだろうか？　だが、竜りゆう一いち郎ろうは、アメリカに共きよう闘とうの意志はない、と言った。それはつまり向こうが、手を出すな、と言ってきたということだ。

　しかし、《シグルズ》の支援があるとはいえ、たった一人で何とかなるのだろうか？　こちらは五人がかりでも──連携はバラバラだったが──どうしようもなかったというのに。

　レインも晶あきらも、どうするか決めかねているのか、ポッドに乗り込む様子はなかった。

（あ……）

《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》が動いた。

　後ろに向かって土が爆ばく発はつするほど強い蹴けりで走り出し、そのまま一気に跳躍してトライアングルの中に飛び込む。

《シグルズ》は各機の距離を広げながら、ビームを放った。Ｇ・Ｏには当たらなかったが牽けん制せいにはなった。

《黒のヴァルキュリア》は着地すると、その低い姿勢のまま、Ｇ・Ｏ目掛けて走った。《槍ランス》が歌っている。それを見るとＧ・Ｏも地面を蹴った。爆発的に土が噴ふき上がる。《黒のヴァルキュリア》に対して垂直方向に逃げる。一気に最高速にまで加速したのが、バイザーの情報でわかった。

　複数のビームがＧ・Ｏの進路を大おお雑ざつ把ばに灼やく。

　ほとんど速度を落とさず、Ｇ・Ｏは方向を変える。

　真珠たちも、短距離なら時速二八〇キロくらいは出せるが、その速度を保ったまま、ほぼ垂直に曲がることなどはできない。どうしたって弧を描くことになるし、停止してから向きを変えてもう一度加速するとなれば、相当な時間が必要となる。

　四脚獣じゆうとは、体の構造が違うのだ。

　だが《黒のヴァルキュリア》は曲がった。黒いウェアの下でふくらはぎが大きく膨ふくれて地面を抉えぐりながら慣性を上回る力で方向転換を行い、そのまま黒い弾丸のようにＧ・Ｏを目掛けて突っ込んだ。

　ぶつん、という嫌な音がした。

「ぎゃんっ！」

　猿さるというよりも、犬のような鳴き声をあげて、Ｇ・Ｏは《黒のヴァルキュリア》に組みつかれて転がった。

（！）

　音の正体がわかった。

《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》の蹴けり足の足首から下が、だらり、と下がって意思を伝えていない。アキレス腱けんが切れたのだ！

　だが彼女は、痛みなど感じていないかのように、唇には微笑を浮かべたままＧジー・Ｏオーの首に腕を巻きつけた。Ｇ・Ｏは器用に体を丸めるようにすると、前まえ肢あしで彼女の頭を、後肢で腰を摑つかんで引き剝はがそうともがいた。鋭するどい鈎かぎ爪づめがウェアの装甲がない部分を破り、深々と食い込む。小型のナイフで刺されたようなものだ。

　真しん珠じゆは、せめて援えん護ごを、と思い、突撃銃アサルトライフルを銃架から取った。

　しかし、駆け寄ることはできなかった。

　ポッドから離れようとした途と端たん、《シグルズ》の頭が後ろを向いて照準に捉とらえられたのだ。バイザーに《警けい告こく》表示が点滅する。近づけば敵対行為と見なす、ということだ。

　見ているしかなかった。

《黒のヴァルキュリア》は《槍ランス》を上う手まく使えずにいた。柄つかが長いため、組みついていては扱うことができず、だが離せばもう一度捕まえることは不可能だろう。

　彼女は《槍》を手放した。

　そうして空いたその手を振り上げ、思い切りＧ・Ｏの横腹を殴りつける！

「ぎゃんっ!!」

　ぱきん、という音がした。拳こぶしはＧ・Ｏの体にめり込んでいる。

《黒のヴァルキュリア》は、もう一度、腕を振り上げた。

「うっ」

　真珠は胃が絞られるのを感じた。彼女の手の指は、折れて、何本かがあらぬ方向へ向いていたのだ！

　だが構わず、彼女はその腕で何度もＧ・Ｏを殴りつけた。

　折れた骨が拳の皮とウェアを突き破り、血が噴ふき出す。Ｇ・Ｏの鈎爪はますます深く彼女の体に突き刺さり、もはや抜けないのではないかと思われた。

　何度目かに拳を振り下ろした時、思わず耳を押さえたくなるような悲痛な鳴き声がＧ・Ｏの口から上がり、《黒のヴァルキュリア》の手はＧ・Ｏの毛皮を突き破って、下腕のほぼ半ばまで埋まっていた。

　ずるり、とその腕を引き抜くと、Ｇ・Ｏはびくびくと震ふるえた。首を締しめつけられた口からは泡を吹いている。濃のう密みつな血の匂においが辺りに立ち籠こめた。彼女のかろうじて動く指には、いくつも青い筋のような血管が走る、ぬめぬめとしたピンクの光沢の腸が握られていて、それはＧ・Ｏの脈動に合わせて震えていた。

「ぐっ──」

　堪こらえきれず、真しん珠じゆは吐いていた。

《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》は手首を一回転させて腸を腕に巻きつけると、思い切り引いた。ぶちぶちと音がして内臓は千切れ、血と消化液を辺りに撒まき散らした。

　Ｇジー・Ｏオーの肉体損傷率が一〇パーセントを超えたことをバイザーが淡々と表示する。

　巨大な獣けものは体を硬直させ、時折、痙けい攣れんした。《黒のヴァルキュリア》がＧ・Ｏを体から引き剝はがすと、後うしろ肢あしの鈎かぎ爪づめは全すべて折れて体に残った。

　轟ごう音おんを立てて、Ｇ・Ｏは仰あお向むけに倒れた。

　その前肢はヘルメットをしっかりと摑つかんでいて、《黒のヴァルキュリア》は倒れかかったが、頭を振ってヘルメットを脱いだ。

　隠されていた顔が白日の下に晒さらされ、黄金の髪が風になびいて広がった。肌は青いほど白く、その表情は穏おだやかで、とても美しかった。

　彼女は《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を再び手にすると立ち上がった。《槍ランス》が歌い出す。彼女の右足首から下は動かず、左手の拳こぶしは潰つぶれてくちゃくちゃだった。だが、口元には変わらぬ微笑ほほえみがある。

　右手で摑んだ《黄昏の槍》を振り上げ、《黒のヴァルキュリア》は、なんの躊躇ためらいもなくその切っ先をＧ・Ｏに突き立てた。

《槍》が歓喜の旋律を奏で、崩ほう壊かいが始まった！
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　細胞が、血液が、Ｇジー・Ｏオーを構成する物質のその全すべてが、次々と分解されていく。《黒のヴァルキュリア》の体に残った鈎かぎ爪づめも、辺りに撒き散らされた体液も、全てが消える。

　そして。

　バイザーに《ＬＯＳＴ》の文字が表示され、《ベルザンディ》がＧ・Ｏが完全に消滅したことを真しん珠じゆに知らせた。

「姉さん……」

　真珠の呟つぶやきに、三機の《黄金のシグルズ》を従えた《黒のヴァルキュリア》は、しかし、ただ静かに微笑ほほえむだけだった……。













　　　　　Ⅵ．正体と本性と







　シャトルが地球の引力圏を脱出すると、機内には人工重力が発生して、ようやくシートベルトを外してもいいという指示がアナウンスされ、ヘルガはホッとした。

《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の責任者として、丸二日、緊急国連安全保障理事会に付き合わされたあとでは、宇宙の広さがすがすがしかった。

　会議の主な議題は《ＵＮＣＯＶ》の解体と再構成だったが、事前の根回しもあって、常任理事国であるイギリス、ドイツ、日本が反対に回り、常任・非常任理事国を合わせた全二〇ヶ国の内、一五の賛成票（棄権二）を得たものの、議案は否決された。

　常任理事国の全すべてが賛成しなければ議案は可決されない、という制度はどうか、とヘルガ個人は思っているが、今度の場合はありがたかった。

「──お嬢じよう様、紅茶はいかがですか？」

　隣となりの席のカリウスが、銀色の魔ま法ほう瓶びんを手に訊きいてきた。いつものことだが、実に用意がいい。

「そうだな。貰もらおうか」

「はい」

　カリウスは、ヘルガの座席に備えついているテーブルを引き出すと、革のトランクを開けて中からクロスを出して敷しき、その上にマイセン磁器のティーカップ一式を並べた。

「まるで魔ま法ほうの鞄かばんだな」

　そう言ってやると、カリウスは微笑ほほえんで魔法瓶びんから琥こ珀はく色をした紅茶を静かに注いだ。

「淹いれたて、というわけにはまいりませんが、ひとまずはこれで我慢してくださいませ」

「構わんさ」

「蜂はち蜜みつはいかがなさいますか？」

　ヘルガは、裸になって鏡かがみに映した時の、お腹なか回りを思い出した。なんとか維持できている。少しくらいなら大丈夫だろう。

「今日は疲れたからな。入れよう」

　トランクから別の容器を取り出して、カリウスは蜂蜜をひとさじと温かいミルクをたっぷりカップに注いで音を立てずに搔かき混ぜた。

　紅茶の爽さわやかな芳こうばしさと、蜂蜜とミルクの甘い香りが絶妙にブレンドされて、心の刺とげを溶かしてくれるようだ。

　その香りは、二人の席を中心に機内へと広がっていったが、ヘルガたちの他ほかに乗客は誰だれもいなかったので、気にすることなく楽しめた。

「お待たせいたしました」

　そっと置かれたカップを手にして、ひと口飲むと、舌の上に何ともいえない上品な甘さが広がって、ヘルガは思わず、吐息を漏らしていた。

「ん。なかなかいい」

「ありがとうございます。チョコチップクッキーもございますが？」

「それは止めておこう。蜂蜜を入れてしまったからな──すごーく残念だが」

　カリウスは微笑みながら頷うなずいた。

　彼の笑い顔が、ヘルガはとても好きだった。小さい頃ころからずっと見てきた笑顔だ。自分と、そして母に仕え、とうとう結婚もしなかった。

　カリウス家は、代々アデナウワー一族に仕えてきたのだが、それも彼で途と絶だえることになる。

　前に、

「ヘルガたちのせい？」

　と訊きいたことがある。確か七つの頃ころだ。

　その時、カリウスは、笑って首を振った。

「理想が高すぎるのですな。なかなかこの眼鏡めがねに適かなう女性と巡り会えないまま老いてしまいました」

　彼はそう言って、執事らしく見える、ということで伊だ達てでかけている丸眼鏡を、くい、と持ち上げてみせてヘルガを笑わせた。

「じゃあ、ヘルガが大きくなったら結婚してあげる。カリウスがヘルガを立派なフロイラインにしてくれるんだから、そのちっちゃな眼鏡めがねにも適かなうよね？」

　そう言うと、カリウスは微笑ほほえんだ。

　あの時は本気だったのだが、もしカリウスの方でも本気にとってくれたとしても、今の自分では文字通り『お眼鏡』には適わないだろう。

　──フロイライン、というにはあまりにも薄うす汚れてしまっている。

　それを少しだけ悲しく思いながら、ヘルガは紅茶をもうひと口飲んで心を切り替えた。

　そして、いったんカップを置き、正面のスクリーンに映っている宇宙空間を見ながら、

「……では、聞こうか」

　と言った。

　カリウスは頷うなずくと、トランクの底から何枚かの書類を取り出した。

　彼には、五日前にトロントでＧジー・Ｏオーを倒した、例の《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》に関する調査を命じてあった。ひと通り調べが終わったのが理事会の途中ということもあり、地上では人の耳もあって、盗聴などの心配がない《ＵＮＣＯＶアンコヴ》専用シャトルの発進まで待ったのである。

「例の《黒のヴァルキュリア》の正体はすぐにわかりました」

　とカリウスは始めた。

「あれは、ロシアの《Ｖ─00》です」

「ゼロナンバーだと？」

　ヘルガは眉まゆを顰ひそめた。

　巨人の卵子と人間の精子を使った受精卵の卵割に最初に成功したのは、《ガルド》のＢＴバイオテクノロジー機関《ワイズリー》のロシア支部である。その受精卵には《Ｖａｌｋｙｒｉｅヴアルキユリア　ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌ・エクスペリメンタル　ａｎｉｍａｉｓ・アニマルズ　ｎｏ．00》──《Ｖ─00》のナンバーが与えられた。

　だがその後、《Ｖ─00》の受精卵には致命的な遺い伝でん子しの異常が見つかり、実験は中断され、受精卵の凍結保存の決定が《ガルド》本部によって下された。

　異常の原因は、精子を提供した、ロシア支部長であり生物工学博はか士せでもある、アレクサンドラ・ドミトルヴュナ博士の遺伝子にあった。彼は自分の遺伝子異常を、知らなかった、と証言したが、その道の権威である彼が、そのことに気がつかないはずはなかった。結局、ドミトルヴュナ博士は、偉大な実験にどうしても自分の痕こん跡せきを残したかったのだろう、と結論づけられたが、《ガルド》がそのことで彼を解任することも、人知れず《処理》することもなかった。そうするには、彼の頭脳はあまりにも惜しかったからである。

　事実、受精卵に関する彼の基き礎そ研究は、他ほかの支部のその後の実験に大いに役に立ち、《ヴァルキュリア》たちの成長過程において発生したさまざま問題についても、彼に意見を求めることで解決された事案は多かった。

　それを思えば、本部の決定は正しかったといえたが──

「どういうことだ？」

　ヘルガはカリウスを振り向いた。

「あれは《凍結保存》されて、ロシア支部の地下シェルターに封印されたはずだろう？　そう記き録ろくで読んだぞ」

「記録上はそうです」

「事実は違った……そういうことか？」

「はい。博はか士せは凍結後にそれを再び解凍し、極秘の内に育てていたようです。彼が《ヴァルキュリア》の成長過程における問題点に明確な答えを出せたのは、他ほかの支部よりも先にそれらに直面し、解決してきたからと思われます」

「だが、どうしてわからなかった？……そうか。総帥は知っていて黙もく認にんしたのだな？」

「いえ、違うようです。三日前にロシア支部は《ＧＳＳガルド警備部隊》の襲しゆう撃げきを受け、博士は拘束。他の職員は《処理》され、全資料が押収されました」

《ＧＳＳ》は、テロなどの標的になりやすい《ガルド》の社員を守り、誘ゆう拐かいなどの事態が起こった場合には、独自にこれを救出するといったことを目的に作られた『警けい備び部門』である。だがその実態は、イギリスの《ＳＡＳ特殊空挺部隊》、ドイツの《ＧＳＧ─９ドイツ国境警備隊第９隊》といった、軍の特殊部隊と変わらない。

「ロシア支部の職員数は一二八名だったはずだな。どうやった？　細菌兵器を使ったのか？」

「はい。大規模なバイオハザードが起きたという理由で、ロシア政府は納得したようです」

　ヘルガは舌打ちした。どうしても《ＧＳＳ》のやり方は好きになれない。

「《全処理》したということは、支部ぐるみだったのだな」

「本部は、そう判断したようです」

「……あの《ヴァルキュリア》を隠して育てていたのだ。そう考えて当然か。しかし《ワイズリー》の各支部には、ライアーのような顧こ問もんを送り込んでいるはずだろう？　そいつらは何をやっていたのだ？」

　そうした人間は、無論《ヴァルハラ》にもいる。ライアーのように堂々と、お目付けだ、と乗り込んでくる人物の他にも、さまざまな役割の人間になりすまして入り込み、情報を常に本部へと送っている。ヘルガはそうした人物を特定し、適当な部署に配置換えを行うことで、疑われることなく過ごしている。

「ロシア支部に送り込まれていた職員は、博士のしていることにはまったく気づけなかったようです。《ヴァルキュリア》の研究は、専門職員以外立ち入りが許されない場所で行われていた上に研究員同士の結束が固く、毛筋ほどの情報も漏らすことはなかったようですね」

「だが、あれだけでかいモノだぞ？　気づきそうなものだがな」

「《ワイズリー》の、その辺りの保守は完かん璧ぺきです、お嬢じよう様。日本支部などは住宅街の中に研究所がありますが、しかし近きん隣りんの住民は、自分たちの足元で《ヴァルキュリア》が育っていたなど、夢にも思わなかったことでしょうし、この先も知ることはないでしょう」

「しかし、一般人とは違うだろう？」

「そうですが、本部も、よもや博はか士せたちが、極秘で《ヴァルキュリア》を育てているとは考えなかったようです。その疑いを持って調べていれば、何らかの情報を摑つかむことができたかもしれませんが、当時は博士への遠えん慮りよもあったのでしょう。何しろ、彼なくして《ＣＯＶ・コヴ・Ｐｒｏｊｅｃｔプロジエクト》は立ち行きませんでしたから」

　確かに頭が上がるまい。《ヴァルキュリア》につけられたアナフィラキシー・ショックを応用した《安全装置セーフテイユニツト》を開発したのもドミトルヴュナだ。

「で？　なぜその《Ｖ─00》がアメリカに渡った？　育ったのであれば、その旨を申し出ればよかったのだ。戦力増強は望むところだろう」

「押収した資料によれば、《Ｖ─00》の前頭葉はほとんど機能していないとのことです。他ほかにもあちこちに障害が見られます。例えば、痛覚の麻ま痺ひはその一例です」

　ヘルガは、骨が折れても気にしない《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》の無む茶ちやな戦い方を思い返した。驚きよう異い的な回復力と自動治ち療りよう装置で人間より簡単に治るとはいえ、あれは自我のある生物の戦い方ではない。

「《Ｖ─00》は、我々の求める《ヴァルキュリア》とは違います」

「……そうだな」

「博士もそれはわかっていたようです。彼は以前、全《ヴァルキュリア》のロボトミー化を提案して却下されています。おそらくその頃ころには、コントロール方法の目め処どもついていたのでしょう」

「どうやっている？」

「薬品の投与と電気刺激で脳内物質の分泌を操作して行うようです。《ヴァルキュリア》にはＧジー・Ｏオーが『敵』であるという認識が遺い伝でん子しレベルで刷り込まれている、と博士は考えていたようです。ただの映像であっても反応した、とありました。その他、さまざまな実験を《Ｖ─00》の肉体を使って行い、とりわけ熱心だったのが《Ｖ─00》の卵子を使っての第二世代の誕たん生じようだったようです」

　当然やるだろうな、とヘルガは思った。第二世代についての研究はロシア支部以外でも行われていたし、生まれてくる《ヴァルキュリア》が女性体であるとわかった時から、検討されていたことだからだ。

　事実、生理があると判明すると、各《ヴァルキュリア》は月に一度、卵子を採取されて、最初の凍結卵子と同様の実験が行われた。

　いくつかはロシア支部にも送られたが、いずれも人間の精子で受精することはなかった。

　理由はまったく不明である。

「で、うまくいったのか？」

「いえ。やはり一度も成功しなかったようです」

「そうか」

　ヘルガは喉のどの渇きを覚えて、少し温ぬるくなってしまった紅茶をひと口飲んだ。

「──話がずれたな。それで、なぜ博はか士せはアメリカに《Ｖ─00》を渡したのだ？」

「《ヴァルキュリア》はロボトミー化した方がいい、という自分の説の正しさを世間に認めさせたかった、というのが理由のようです。《ヴァルキュリア》の正体が公表されて以来、各支部の研究者たちは様々に脚光を浴びています。しかし自分にはそれがない。自分こそが脚光を浴びて然しかるべきであるのに、それは許せないことだ──そう自白したと聞きました」

「それにアメリカが飛びついた、というわけか」

「《ワイズリー》のアメリカ支部で《ヴァルキュリア》が誕たん生じようした時から、アメリカは、自分たちが《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の実験を握れるものと、考えていましたから」

　だが、実際はそうならなかった。

　どこで誕生しようと《ヴァルキュリア》に関する諸しよ権利は全すべて《ガルド》に帰属することが《ＣＯＶ・コヴ・Ｐｒｏｊｅｃｔプロジエクト》の設立時に確認・了承されていたからである。

　当時アメリカは、合衆国市民の精子を使ったのだから、レインとルビーもアメリカ市民である、と主張したが一いつ蹴しゆうされた。

　ごねてごねてようやく手に入れた《ＵＮＣＯＶ》司令の地位も失った。

　博士の持ちかけた話を、起死回生のチャンス、と考えて当然だった。

　その目もく論ろ見みは、上う手まくいったといえるだろう。否決されたとはいえ、理事会の席上アメリカの代表は、トロントでの成果を基に、現《ＵＮＣＯＶ》を非効率だと批判した上でアメリカ主導での《ＵＮＣＯＶ》の再編成を提案し、多くの国の賛同を得たのだ。

「だが《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》はどうしたのだ？」

「残る二本の《槍ランス》はＧジー・Ｏオーの細胞崩ほう壊かいがなぜ起こるかを解明しようと、一本が生物学的見地からの研究のために《ワイズリー》ロシア支部に、もう一本が物理学的見地からの研究のために日本の日につ帝てい重じゆう工こう業ぎように貸し出されていたのです」

「それを持ち出し、セットで渡した、というわけか」

　ヘルガは、ふん、と笑った。

「月の資源採掘権を手放してまで、中古の艦かんとポッドを手に入れたのは全てそのためだったのだな。──《シグルズ》の件は？」

　カリウスは手元の書類を捲めくった。

「あれはＵＮＳＮアメリカ合衆国宇宙軍が発注を受けて正規に納入されたものです。無人機仕様のⅡ型ですが、再来週には《ヴァルハラ》にも試験的に納入される予定になっています」

「あれを三機も買う金がよくあったものだな」

「五〇年の分割にしてもらったようです」

　それを聞くとヘルガは、ハッ、と嘲ちよう笑しようした。

「ただでくれてやったようなものだな。戦せん闘とうデータのバックでも条件にしたか？」

「その通りです」

「回収したデータを基にさらに高性能のⅢ型を開発して売りつけよう、という腹か。──で？　ロシア支部を粛しゆく清せいして、このあと、本部はどうするつもりだ？」

「《Ｖ─00》と《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》の即時返へん還かんを求めるつもりのようです。所有権は元々《ガルド》と総帥ご本人にありますので」

「アメリカは、まず応じないだろうな」

「その時は、あらゆる支援を凍結することになるでしょう」

「経済制裁に音ねを上げた国連が返却を勧告し、アメリカもそれに応じるも、ＵＮＳＮアメリカ合衆国宇宙軍は大統領命に従わずに宇宙で独自に活動を開始する、という筋書きか？」

「おそらくは」

「……バカが。これから何が始まろうとしているかも知らずに、たかが一体の《ヴァルキュリア》を手に入れただけのことで、いい気になっている」

　ヘルガは少し乱暴に背もたれに寄りかかると、スクリーンに映る星空を見た。

　星々の間に《ヴァルハラ》はまだ見えてこない──ひょっとすると見えているのかもしれないが、ヘルガの目には確認できなかった。

　執務室の脇わきの部屋を思うと、家に帰る、という感じがした。

　酷ひどくベッドが恋しかった。

　何も考えずに眠れたらどんなにかいいだろう。だが、それはまだ当分先のことだ。

「お嬢じよう様、このあと、いかがいたしますか？」

　トランクに書類をしまったカリウスに訊きかれて、ヘルガはベッドの誘惑を消した。

「まずは、後回しになってしまった、今回の戦せん闘とうの《ヴァルキュリア》の失態の理由を、中尉から聞こうと思う。その話如何いかんで《カンフル剤》の投与を続けるかどうか決める。量を間違えると薬も毒になるからな」

「わかりました。……ところで、紅茶の方、もう一杯いかがですか？　《ヴァルハラ》へは、いま少し時間がかかるようですので」

　カップに半分ほど残っているミルクティーは、すっかり冷めてしまっていた。

　時計を見、ヘルガは頷うなずいた。

「そうだな、もらおうか」




「隊長、元気ないですねー？」

《ミドガルド》にあるオープン・カフェで、一人、濃こいエスプレッソを飲んでいた竜りゆう一いち郎ろうは、そう話しかけられて首を巡らせた。

　人工太陽光の光を遮るように立っていたのは、シトロン少尉だった。小さなポーチで制服のミニスカートの前を押さえるようにしている。彼女はニコニコと微笑ほほえみながら、竜りゆう一いち郎ろうが勧める前に同じテーブルに座った。

　すぐにウェイターが来る。

「わたし、カフェ・オレ。ホットで」

　ウェイターが下がると、シトロンは椅い子すを竜一郎の方へ寄せてきた。ぺと、と腕が触れる。どきりとしたが、飛び退のくのも彼女を傷つけるような気がして、動けなかった。

「どうしたんですか？」

「ん、ああ……。司令がじきに戻られるだろう？　その時に、この間の失態について報告しなければならないんだが、当事者の水みず樹き伍ご長ちようはあいかわらず黙もくして語らずだし、他ほかの伍長たちは何を聞いても謝あやまるばかりでね」

「それで元気なかったんですか？」

　竜一郎は苦笑した。

「まあ、そんなところさ。あいつらには、もう少し信頼されていたと思っていたんだが、やはり難しいものだな」

　くすり、とシトロンは笑った。竜一郎が眉まゆを曇くもらせると、

「おまたせしました」

　ウェイターがカフェ・オレを持って現れ、静かにシトロンの前に置いた。

　彼女は袋入りのダイエットシュガーを入れると、静かに搔かき混ぜてひと口飲んだ。

「あー、おいし♥」

　嬉うれしそうに微笑み、ぺろりと唇についた分を舐なめ取る。

　竜一郎は、やれやれ、というように息をつくと、自分の温いエスプレッソを飲んだ。

「さっきの話ですけどー」

　かちん、と音を立ててカップを置いて、シトロンは竜一郎を向いた。

「信頼してるとかしてないとかじゃないと思いますよ？」

「少尉、何か知ってるのか？」

　シトロンは少し唇を尖とがらせて、人差し指を形のいい顎あごに当てた。

「んー……直接、聞いたわけじゃないですけどぉ、理由を言わないっていうことなら、そうじゃないかなぁ」

「推測でもいい、教えてくれないか？」

　いまはどんな情報でも欲しかった。例の《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》のことについても、真しん珠じゆたちは悩んでいるようだったが、それについても、竜一郎に何かを尋ねてくるようなことはなく、黙々と自分の中に溜ため込んでいるようだった。

「言っちゃっていいのかなぁ」

　シトロンは首を傾かしげた。

「頼むよ」

　竜りゆう一いち郎ろうは両手を合わせた。が、シトロンはきょとんとして、その手を指した。

「それ、なんですか？」

「え？　ああ……これは、強くお願いするときにする仕し草ぐさなんだ」

「へえー」

　面おも白しろいですね、とシトロンは微笑ほほえんだ。

「わかりました。いいですよ。……あ、でも、あくまで推測ですからね？　間違ってても怒らないでくださいよ？」

「ん、わかった」

　シトロンは、ますます体を寄せてきて、大きな胸が二の腕に触れるほどだった。

　こんなに顔を近づけてくるということは、人に聞かれてはまずい話なのだろうか？　竜一郎は表情を引き締しめた。

「実は」

　耳に口を寄せてくる。息が甘く香る。

　──ちゅ。
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　すっ、とシトロンの顔が前に回って、何の予告もなく、柔らかい唇が竜りゆう一いち郎ろうのそれに押しつけられた。

「うわ！」

　突然のことに、竜一郎は椅い子すごとのけぞって、危うく後ろに倒れるところだった。口を押さえて真っ赤になってしまう。

　シトロンはくすりと笑った。

「酷ひどいなあ、そんなに驚おどろかないでくださいよ」

「な、な、な」

「なんで、キスなんかしたのか、って？」

　こくこくと竜一郎は頷うなずく。

「ちょっとしたライバル心かな？　だって……《ヴァルキュリア》たちも、隊長に《恋》してるから♥」

「!?」

「ふふっ。それが『理由』ですよ、きっと」

　顔に手をやったまま、竜一郎はますます赤くなった。

「あ。まんざらでもない、って顔ですね？」

「ひ、ひがっ」

　口を押さえているために変な声になり、手を離した。

「違うぞ！　そんなことないぞ！　はは、はははははは」

　竜一郎は固く笑って、エスプレッソを一気飲のみした。あれほど苦かったのに、なぜか少しも味がしなかった。

「じゃあ、嫌いなんですねえ？」

「えっ!?　そ、そんなことはない！」

「もう……どっちなんですかあ？」

　シトロンは、ぷう、と膨ふくれた。短めの髪がふわりと揺れる。

「いや、だから、こんな事態は一切想定してなかったというか何というか──」

「どうしてですかぁ？　彼女たちだって女の子でしょ？　《恋》くらいしますよ」

「し、しかしだな──」

「あ！　わかった！　ほんとは隊長も心の底では彼女たちのこと、怪物か何かだと思っているんでしょ！　《恋》もできない化物だ、って！……ひどーい」

「そういう意味じゃなくて──」

　なんだかどっと疲れが増してきた。そもそもこういう話をするつもりではなかったはずだ。竜一郎は、ふう、と息をついて頭の熱を取った。

「とりあえず、その話は置いておかないか？──原因が《恋》だとして、それがどうして水みず樹き伍ご長ちようの命令違反に繫つながるんだ？」

「隊長に、いいとこ見せたかったんだと思います♥　水みず樹き伍長は狙撃手スナイパーだから、いつも後こう衛えいでしょ？　Ｇジー・Ｏオーに、華か麗れいにとどめを刺すのはいつも前衛の役目。地味で目立たないじゃないですか」

「だからって、劣化ウラン弾じゃＧ・Ｏを倒せないことは知っているだろうに……」

「それは伍長もわかってたんじゃないかなあ。でも、隊長の作戦通りやったんじゃ目立てないじゃないですか」

　竜りゆう一いち郎ろうは深いため息をついた。

「そうだとして、どうして他ほかの連中もあんなに謝あやまるんだ？　水樹伍長をかばってるのか？」

「もう。わからないんですかぁ？　先を越されただけで、全員が水樹伍長と同じことを考えてたんですよ。わたしが、わたしが、ってね♥──あ、その顔は信じてない！」

「いや、だって……」

「あ・ま・み・や・たいちょー♥　あの子たちは『伍長』の階級こそついているけど、軍人じゃないですよ？──わたしたちとは違うんです」

　言われて、竜一郎は、そうだった、と思い出した。

　ここのところ戦せん闘とうに対して意欲的だったから忘れてしまっていたが、彼女たちは志願して戦っているわけではないのだ。目に見えない鎖くさりにつながれ、命を他人の手に握られて、他にどうしようもないから、そうしているだけだ。

　軍人として当然受けているべき教育を受けていないのだ。

（そこから始めるべきじゃなかったのか？）

　軍人として自分が教わってきたことを伝え、立派な兵士に鍛きたえ上げるべきだったのではないだろうか。だが──

（俺おれが最初に言われたのは、彼女たちを『女の子として扱え』ということだった）

　それは軍人として鍛え上げることとは正反対のことだ。

（どうすれば良かったっていうんだ）

　竜一郎は、また、ため息をついた。

「悩んでますねえ……」

「あ、ああ、すまない。少し考え込んでしまったみたいだな」

「別にいいですけど」

　シトロンはカップを包むようにして持ち上げ、カフェ・オレを飲んだ。

「隊長、あの子たちが、お化けみたいなお化け粧しようしたの憶おぼえてます？」

「ああ。何ごとかと思ったよ」

「たぶん、あれもおんなじですよ？　隊長にいいとこ見せようって思ったんだと思います」

「でも何でだ？　俺が風か邪ぜでダウンする前にはそんなことは全然なかったのに」

「実は……わたし、相談を受けたんです」

「相談？」

「はい。彼女たち、自分の気持ちをもてあましていて──というより、その正体がわからなくてイライラしてて、それで《恋》じゃないの、って軽くアドバイスしたんです」

「なっ──」

　シトロンはぺこりと頭を下げた。

「ごめんなさい、報告しなくて！　でも、隊長に話せないからこそ、わたしに相談したことを、わたしが隊長に教えちゃったら、彼女たちを裏切ることになりますよね？──それに、それじゃ、わたし、ただのフィルターだし……」

　そう言われると、竜りゆう一いち郎ろうは黙だまるしかなかった。

「でも……隊長も困っちゃいますよね？　あの子たちに《恋》されたって、どうしようもないじゃないですか。さっきみたいにキスするのだってままならないし──あ。赤くなった。わたしの唇の感触、思い出したんですか？」

「ば、ばか……」

「ふふ、隊長、かわいー♥」

「…………」

　竜一郎は何も言えずに、カップを手にしたが、とっくに空だということに気がついたのは口をつけたあとだった。

　自分が酷ひどく間抜けになったような気がしながらカップを戻すと、微笑ほほえみながら、シトロンは静かに席を立った。

「わたしの推測は以上です、隊長♥──あ、情報料は、ここのカフェ・オレでいいですから」

　そう言って、彼女はウィンクをひとつすると、くるりと背を見せて、振り返ることなく、そのまま中央区画の方へと歩いていき、じきに見えなくなった。

　竜一郎は、ヘルガに報告をすることになる前に、少尉から聞いた情報をもう一度よく整理しようと、もう一杯、エスプレッソを頼むことにした。




　サロン・ルームになんとなく集まって、真しん珠じゆたちはそれぞれの物思いに沈んでいた。

　トロントでの一件以来、そういうことが多くなっている。

　何を話すことがあるわけでもないけれど、部屋にいると気が滅め入いったし、ダイニングではお互いの距離が近すぎて、今は少しだけ鬱うつ陶とうしい。そういう意味で、サロン・ルームはよかった。壁かべ沿いにソファーが並べられて、互いの距離が適度にある。

　あの戦せん闘とう後、竜一郎からは何の叱しつ責せきもなかった。彼は少し悲しそうな顔をして、もういいから休め、と言っただけだった。その時の表情を思い出すと、今も胸の奥の方が痛くなる。怒鳴りつけられた方がましだった。

　真しん珠じゆたちは黙だまってそれに従うしかなかった。彼の傷ついたような顔を見たら、謝しや罪ざいすら許されない、と思えた。

　けれど、命令を無視した晶あきらを責める気にはならなかった。

　真珠にしたところで、自分一人で倒してみせよう、と考えていたのだ。それはルビーとレインも同じだった。ポツリとそう呟つぶやいたのを、真珠は聞いていた。

　結局、自分たちは、前回の戦闘で何も学んではいなかったのだ。いいところを見せるどころか、逆に、傷つけ、失望させてしまった。

（あたし、いったい何やってるんだろう……）

　真珠はソファーに体を沈めたまま、きゅっと唇を嚙かんだ。

（何だか、酷ひどく舞い上がっていたような気がする。これが《恋》なんだ、と気がついて、けれど幸せになれるのはたった一人だとわかって、焦って、へたくそなお化け粧しようをして、あげく、Ｇジー・Ｏオーも倒せないであの《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》に助けられて、隊長さんをがっかりさせるなんて……バカだ）

　天井を向いた、涙をこらえた。

　竜りゆう一いち郎ろうのこともだが、涙が出そうになるのは、もうひとつ《黒のヴァルキュリア》のことも原因だった。

　忌わしい《コフィン》に乗って現れ、自分の体のことを一切省みずに戦う姿は、彼女の拳こぶしから飛び出た折れた骨と共に、真珠の脳裏から消えてくれなかった。あれだけの怪け我がをしたのに、彼女の口元には、ずっと微笑が浮かんでいた。

（……何かされたんだ）

　そうとしか思えなかった。痛みを感じないような処置を施されているから、あんな戦い方をさせられても平気なのだ。

（あたしたちも、ああなるの……？）

　真珠は白くなるほど拳こぶしを握り締しめた。

　自分たちが五人がかりでも倒せなかったＧジー・Ｏオーを、彼女はたった一人で倒してみせた。他ほかの《ヴァルキュリア》も同じようにするべきだ、という意見が出てくるに違いなかった。

　人間がそういう連中だということを、竜一郎が優しいから忘れがちになる。

　彼が例外なのだということを、《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》を見て、真珠は改めて思い知った。あの慌てぶりから見て、竜一郎が、もう一人《ヴァルキュリア》がいたことを知らなかったのは確かだと思えたが、恐怖と共に、許せない、と思ったのも確かだった。

《黒のヴァルキュリア》──彼女は姉だ。

　どうしてそう思えるのかわからなかったが、たぶん間違いない。それも、レインやルビーよりも上の姉だ。

（どうしよう……どうなるんだろう……）

　考えれば考えるほどぐちゃぐちゃになっていく。こんな時に、またＧジー・Ｏオーが出たら、とてもまともに戦える自信はなかった。だが、次にもう一度しくじれば、今度こそ《黒のヴァルキュリア》と同じにされてしまう気がする。

　久しく忘れていた恐怖が蘇よみがえり、真しん珠じゆの心臓を摑つかんで絞り上げた。

（こんなことなら《恋》になんか気づかなければよかったかな……）

　しかし、もう遅い。

　気づいてしまったら、後戻りはできない。

（だって──）

『──天あま宮みや竜りゆう一いち郎ろう中尉、シトロン・シュナイダー少尉、至急、《ニブルヘイム》へ出頭してください。繰くり返します。天宮竜一郎中尉、シトロン・シュナイダー少尉、至急、《ニブルヘイム》へ出頭してください』

　真珠は、顔から外した手を、そっと胸にあてた。

（名前を聞いただけで、ほら、こんなに高鳴ってる……）




　セントラル・エレベーターから降りてきたのが、竜一郎一人だったのを見て、ヘルガは微かすかに眉まゆを寄せた。

「少尉はどうした？」

　そう問われ、竜一郎は答えに窮きゆうした。彼女が、オープン・カフェで別れてからどこへ行ったのか、わからなかった。

「えー……休きゆう憩けい中だったのでわかりかねます。すみません」

　ヘルガは何かを考え込んでいたが、頭を切り替えるように息をついた。

「……まあいい、じきに来るだろう。先に始めよう」

「はい」

「カリウスが紅茶を淹いれるから付き合え」

　そう言ってヘルガは立ち上がり、ソファーの方へ向かった。

　竜一郎はそのうしろに従う。ふと見下ろすと、彼女の髪の分け目がそこにあった。ひと足毎に、両脇わきでまとめられた房が細いリボンと共に揺れている。

　改めて見ると、ヘルガの肩はとても小さい。普ふ段だんは、思い出しもしないが、彼女はまだ一二なのだ。当然といえば当然だが、あまりに華きや奢しやだった。

　この肩に《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の全すべてを乗せているのだと思うと、カフェで部下を相手に愚ぐ痴ちった自分が、急に恥ずかしくなった。

　ヘルガは自然な様子で優雅にソファーに座り、竜一郎はその向かいに腰を下ろした。だが寄りかからず、背筋を伸ばし、衿えりを正して敬礼した。

「地球での会議、お疲れ様でした」

「まったくだ」

　杖つえが、カツン、とテーブルの縁ふちを叩たたいた。

「さんざんしぼられたぞ。その上、安保理事会では《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の解体と再編成案が出された。《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》がやって見せたように、《シグルズ》三機と《ヴァルキュリア》一体を一小隊として、六つの小隊を編成。それを核に、世界を、ヨーロッパ・ロシア・アジア太平洋・中東・北米・南米の六つに分割し、各地域に一小隊を配置する。もちろん各小隊毎に隊長が置かれ、その上に二小隊を預かる中隊長、全すべての隊を任される大隊長が置かれることになる。そして、騎き兵へい大隊を含めた全ての部門を全て統括するのが、司令長官となる──そういう案だ」

「そ、それで……」

「否決した。イギリス、ドイツ、日本が反対に回ったからな。《ガルド》の根回しが効いた」

　竜りゆう一いち郎ろうは胸を撫なで下ろした。その案が通っていたら、姉妹はバラバラにさせられてしまうところだった。それに──《黒のヴァルキュリア》のこともある。あの戦い方は尋常ではない。薬物投与によるものか何かは知らないが、前任のジェイコブスン司令の扱い方よりもさらに酷ひどい。あの《ヴァルキュリア》は、限界を超えて肉体を使っていた。いくらＧジー・Ｏオーを倒せてもあれでは、この先、連戦になった時に対応できない。ハワイの時のようなことが、近距離で起こらないとも限らないのだ。

「どうぞ」

　カリウスが静かに近づいてきて、ヘルガと竜一郎の前にティーカップを置いた。素す晴ばらしい香りのする紅茶をひと口飲むと、不思議と気持ちが落ち着いた。味も不思議だ。

「ミントを入れたのか？」

　ヘルガが言うと、カリウスは微笑ほほえんだ。それが答えだった。

「素晴らしい香りだ」

　それを聞くと、執事は深々と頭を下げてソファーを離れた。それでいて、あまり遠すぎない場所に立つ。何かあればすぐに飛んでこれる位置だ。

　竜一郎はカップを置いて唇を舐なめた。

「司令……《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》のことは、何かわかりましたか？」

「ああ、わかった」

　ヘルガはカップを持ったままソファーの背もたれに寄りかかると、帰りのシャトルでカリウスから聞いたことを、必要な部分だけかいつまみ、竜一郎に話してやった。

「《Ｖ─00》……」

　その答えは、竜一郎には意外だった。あの《ヴァルキュリア》は、てっきり、シトロンたちのあとで、こっそりと誕たん生じようさせられた《妹》だと思っていたからだ。

「連中にとっては《姉》ということだな」

　とヘルガは竜りゆう一いち郎ろうの考えを読んだように言った。

「だが根本的に違うのは、《Ｖ─00》には意思がないということだ。一種の生体機械といっていいだろう。だからこそあのような無む茶ちやな運用が可能だ。そして、理事会がアメリカの再編成案を認めた場合、伍ご長ちようたちにも同じ処置が施される可能性は高い」

「そんなっ──あ！」

　思わず立ち上がりかけた拍子に、竜一郎は膝ひざをテーブルにぶつけてしまった。カップがソーサーの上で跳ねて大きな音を立て、紅茶がこぼれる。すぐにカリウスが飛んできて、テーブルの上を拭ぬぐい、竜一郎のズボンも叩たたくようにして滴を拭ぬぐってくれた。

「す、すいません……」

「いえ」

「……カリウス、もう一杯淹いれてやれ」

「はい」

　断る間もなく、カリウスは半分以下になってしまった紅茶を下げて、裏手にあるキッチンに行ってしまい、竜一郎は諦あきらめて浮かしていた腰を下ろした。

「話の続きだが」とヘルガ。「《ガルド》はアメリカ案を受け入れる気はない。だが失態を繰くり返すわけにもいかん。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》はＧジー・Ｏオーと戦うための組織だからな。現状の組織でそれができないのであれば、変革もやむなし、と言う意見が増えてくるだろう。押さえ込むにも限度というものがある。過ちを繰くり返さぬために、原因を知っておく必要がある。──では、聞こうか。トロントでの醜しゆう態たいは、なぜ起きた」
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　ごくり、と竜りゆう一いち郎ろうは喉のどを鳴らした。いま持ち合わせている回答は、シトロンから聞いた話しかない。それを自分で言うのは、何と気恥ずかしいことか。だが、彼女がここにいない以上、自分の口で説明するしかない。

「こ、これは、シュナイダー少尉の見解なのですが──」

　竜一郎はそう始めて、彼女から聞いた話を思い出せる限り細かくヘルガに語った。

　笑われるか叱しかり飛ばされるか、と思ったが、意外にもヘルガは真剣に聞いてくれた。だからといって気恥ずかしさがまぎれるわけではなく、これまでの人生で一度としてなかったことだが、自分がいかにモテるかを自慢しているようで……困った。

「なるほど、そういうことか」

　全すべて聞き終わったあとで、ヘルガは何やら考え込むように言って、沈ちん黙もくしてしまった。

　そのタイミングを見計らったように、カリウスが新しい紅茶を持ってきてくれて、テーブルの上に置いた。

　一気に喋しやべって喉が渇いていた竜一郎は、ありがたくそれを飲んだが、熱くも温ぬるくもなく、するりと喉を潤うるおして落ちた。

　ヘルガは、竜一郎がカップを置くのを待っていたかのように、口を開いた。

「そういうことなら、今回は不問に処そう」

「えっ？……よろしいのですか？」

「《女の子として扱え》と言ったのは《ガルド》だからな。こういう事態が起こりうるということも予測するべきだった。だが、二度目はないぞ。その辺をよく言い聞かせておけよ」

「はい」

　ヘルガは少し前屈かがみになると、少しイジワルそうな微笑ほほえみを浮かべた。

「ところで、美少──いや、小さくはないか──まあいい。五人の《ヴァルキユリア》にいっぺんに想おもわれる気分というのは、どういうものだ？」

　竜一郎は少し赤くなった。

「そ、そう言われましても……実感はありません」

「悪い気はしないか？」

「それは……はい」

　誰だれかに好きだと思われるのが嬉うれしくないはずはなかった。それがたとえ、身長一六メートルほどの少女たちからであっても。

　噓うそはない、と感じたのか、ヘルガは大きく頷うなずいた。

「よし。──だが、おまえは部隊内恋愛は禁止だからな。一人に決めたりするなよ？　全員にいい顔をしておけ」

「はあ……」

「だからといって、全員に『おまえが一番好きだ』などという噓うそもつくな。どうせそんなのはすぐにばれる。私は、おまえがそんなに器用だとは思っていないし、そんなことを期待してもいない」

「それでは、一応、伍ご長ちようたちにもその旨むねを伝えておきます」

「どの旨だ？」

「ですから、部隊内恋愛禁止──」

「おまえは、と言っただろう？　連中は自由にさせておけ。いや、むしろ、もっと惚ほれさせろ。おまえだけしか見えず、どんな誘惑も撥はね除のけるほどに、な」

　言ってることは怪しげだったが、ヘルガの顔は大真ま面じ目めだった。

　一体何の意味があるのか、竜りゆう一いち郎ろうにはさっぱりわからなかった。信頼を築きずく、とか、そういう意味合いではなさそうな気がする。

「──《命令》だぞ」

　なら仕方がない、と竜一郎の心のどこかが呟つぶやいた。




　エレベーターが止まる音がして、真しん珠じゆたちは一いつ斉せいに振り向いていた。

　空気が抜けていくような音と共に扉が開くと、そこにいたのは竜一郎ではなかった。

「少尉……」

　真珠が呟つぶやくとシトロンは、中尉でなくて残念でした、と言わんばかりにふっと微笑ほほえんで、エレベーターを降りてきた。その表情はとても挑戦的だった。

　姉妹たちが見守る中、シトロンはサロンのほぼ中心に立つと、ぐるりと周囲を見回した。

　ルビーなどはあからさまに、何しに来た、という目で見返した。

「《ビフレスト》に呼ばれたんじゃないんですか？」

　姉が食ってかかる前に、真珠はそう訊きいた。

「放送で、呼んでましたよ？」

「それは中尉に任せたわ。わたしは、あなたたちに話があったから」

　真珠は眉まゆを顰ひそめた──なんだかいつもと口調が違う。

「話、ですか？」

「そう。色々教えてあげようかと思って。たとえば……《黒のヴァルキュリア》の正体とか」

　ざわ、と空気が揺らいで、皆の顔が緊きん張ちようした。ルビーがソファーを立って、威圧するようにシトロンを見下ろした。

「……知ってるのか？」

「ええ。──知りたかったら座ってくれない？　見上げていると首が痛くなるから」

　ルビーは、言われた通りに腰を下ろした。

　それを待って、シトロンはもう一度全員を見回した。

「あの《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》は《Ｖ─00》と呼ばれていたわ。ロシアで最初に卵割が確認された受精卵から育った《ヴァルキュリア》──つまり、あなたたちのお姉さんね」

（やっぱり！）

「あら、あまり驚おどろかないのね」

「なんとなく、そうじゃないかと思ってたネ」ぼそぼそとレインが言った。「どうしてか説明できないけど、わかったヨ」

「へえ。やっぱりあなたたち、人間とは違うのね」

　その言葉には、全員がむっとしたが、シトロンが意に介した様子はなかった。

「で、あれを使っているのはアメリカ宇宙軍よ。ジェイコブスン司令が《ガルド》の横よこ槍やりで追い払われた上に、あんな死に方をしたのが、余程悔しかったんでしょうね。裏取引までして《Ｖ─00》を手に入れたんだから」

「アメリカが、あんなことさせタノ!?」

《Ｖ─00》の戦い方を目の当たりにしていたレインが、信じられないといったように言った。ルビーも呆ぼう然ぜんとしている。この二人はアメリカ支部の出身だ。職員のほとんどはアメリカ人であり、その中で育てば、アメリカに愛着が湧わいて当然だった。

　ジェイコブスンはアメリカ人だが、彼をアメリカの代表だと思ったことはなかった。あの非道な行為の数々は、あくまで彼の方法論であると思っていた──そうでは、なかったのだろうか？

　ルビーたちの驚きを嘲あざけるように、シトロンは薄うすく微笑ほほえんだ。

「そうよ。そして見事にＧジー・Ｏオーを倒してみせた。国連では、気を良くしたアメリカが《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の解体と再編成を提案したわ。あなたたち一人に対して三機の《シグルズ》をつけて、《Ｖ─00》を含めて六つの地域に配置する──可決されれば、あなたたちはバラバラになって二度と逢あうことはできなくなるでしょうね」

「冗談じゃない！　そんな命令聞けるか！」

　勢い込んで立ち上がったルビーを、冷ややかな瞳ひとみでシトロンは見上げた。

「逆らえば、国連は《安全装置セーフテイユニツト》を作動させるでしょうね」

「くっ……」

「お、おにいちゃんは、どうなるの!?」

　枕まくらを抱き締しめたまま、ミルキィが言った。その大きな目には一杯に涙がたまっている。

「隊長？　あなたたちを上う手まく扱えなかったんだから、航宙自衛隊ＳＳＤＦに戻されるんじゃない？」

「そんなのいや！」

　シトロンは、ふうー、とため息をついた。

「……いいかげん、身のほどを知ったら？」

　そのあまりな言葉に、ミルキィは顔を青くし、破けんばかりに枕まくらを摑つかんだ。こらえきれずに涙がこぼれて散った。

「このっ──」

「伍ご長ちようっ！　それで、わたしを叩たたき潰つぶすつもり!?」

　拳こぶしを振り上げたルビーに、シトロンは一歩も引かずに声を張った。ルビーは、彼女に拳を振り下ろすことはできなかった。

「……懸けん命めいね」

　シトロンは、頷うなずいた。

「よく考えてみなさいよ。あなたたちが、いくら隊長を好きになったところで、彼に何をしてあげられるっていうの？　デートして手が繫つなげる？　優しく抱き締しめることができる？　キスは？　ＳＥＸは？──何もできないわ」

「バ、ＶヴアーチヤルＲリアリテイＴタウンがあります！」

　彼女の言葉に吞のまれそうになるのをこらえて、真しん珠じゆはそう反論した。ＶＲＴの中なら、体の大きさは関係ない。

「……あんなの、ただの幻じゃない」

　シトロンはそう切り捨てた。

「あなたたちはそれでいいかもしれないけど、隊長はどうかしら？　きっと満足しないわ」

「そんなこと──」

「ない、って言える？　男のことなんて、何も知らないくせに。……いいわ、いいもの聞かせてあげる」

　そう言って制服のポケットから、シトロンは小さなレコーダーを取り出した。そうして、ボリュームを最大に上げ、『再生』ボタンを押した。

　──『でも……隊長も困っちゃいますよね？　あの子たちに《恋》されたって、どうしようもないじゃないですか。さっきみたいにキスするのだってままならないし──あ。赤くなった。わたしの唇の感触、思い出したんですか？』

　──『ば、ばか……』

　──『ふふ、隊長、かわいー♥』

　シトロンはレコーダーを止めた。

「どう？　これが彼の本音よ。否定しなかったでしょ？」

「で、でっちあげだ！」

　拳を震ふるわせて言ったルビーに、シトロンは肩を竦すくめると、レコーダーをしまって、代わりにカードサイズのボードを出し、縁ふちに指で軽く触れた。

　すると、一枚の映像がそこから浮き上がるように現れた。ホログラムだ。

「！」

　真しん珠じゆたちは息を吞のんだ。

　それは、オープン・カフェでキスをかわす、竜りゆう一いち郎ろうとシトロンの姿だった！

「……どう？」

　微笑ほほえんで、彼女は真珠たちをぐるりと見回した。真珠たちに、返す言葉はなかった。

「所しよ詮せん、人間は人間同士、ということね」

　ホログラムを消して、シトロンはやわらかく微笑んだ。




　三〇分後に《ヨトゥンヘイム》に竜一郎が降りてきた時、サロン・ルームには誰だれもいなかった。

　外に出ると、背中で扉は閉まった。

　辺りは、しん、として、いつも聞こえてくる声も何もない。

　これまでは、誰かが迎えに飛んでくるか、そうでなくても必ず一人は誰かがここにいたのだが、今日は誰もいなかった。

（訓練の予定でも入っていたか？）

　胸のポケットから、カードを出して今日の予定を確認したが、全員『在階』となっている。

　竜一郎は頭を搔かいて、廊下へと出た。

　そこにも人の姿はなく、ダイニングかと思い行ってみたが、出迎えたのは無人のテーブルと椅い子すだけで、キッチンにも使った様子がなかった。

（少尉も連絡が取れないし、どうなってるんだ？）

　結局、彼女は出頭せず、ヘルガはそのことでずいぶん怒っていた。口調は静かだったが、来るように伝えろ、と言った彼女の瞳ひとみには、はっきりと怒りが燃えていた。

　そういえばライアーさんはずいぶんと彼女を怖がっていたっけ、と竜一郎は最初に彼にヘルガのことを聞いた時のことを思い出した。

　確か、命が惜しい、とかなんとか言っていた。

　彼女の下もとで働くようになって数ヶ月だが、今のところそうしたことは感じたことはない。むしろ寛大なくらいだ。トロントのことにしても、部下の状態を把は握あくしきれていなかった自分に責任があるのに、口頭での注意だけで済んだ──おかしな条件はついたが。

（惚ほれさせろ、って言われてもなあ……）

　そんな器用なことが、自分にできるとは思えなかった。

　航宙自衛隊ＳＳＤＦの仲間には、そうしたことを得意としていた奴やつもいたが、竜一郎はからっきしだった。

（連絡してみるかな。きっと、からかわれるだろうけど。──それに《ＵアＮンＭムＳツＳス》にいれば、ＵＮＳＮアメリカ合衆国宇宙軍のこともわかるだろうし。にしても、部隊内恋愛禁止かあ……）

　ヘルガの意図はいまひとつわからなかった。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の司令としてなのか、それとも《ガルド》の一員としての発言なのかもはっきりとしない。

　どちらにしても、それがヘルガの口から出た以上は、最大限従うつもりではあったが。

　竜りゆう一いち郎ろうはダイニングを出ると、だだっ広い廊下を真しん珠じゆの部屋へ向かった。

　何かあったのか訊きくなら、彼女が一番いい。

　あまり感情的にならず、わかろうとわかるまいと、とにかくきちんと考えてから意見を言ってくれることが多い。

　ミルキィの面めん倒どうもよく見てくれているし、暴走しがちな姉たちを抑えてもくれる。

（改めて思うと、俺おれはずいぶん、真珠君を頼りにしているんだな）

　いまさらだが、そのことを思った。

　シトロンの意見が正しければ、その彼女に、自分はいま《恋》をされているのだという。

　正直なところ、自分は彼女たちをどう思っているのだろうか……竜一郎はそれを考えてみた。

　──好かれていることは素直に、嬉うれしい、とは思う。

　では自分も《恋》をしているか、ということになると、それはよくわからない。そもそも、（《恋》ってどんなだったかな？）

　という竜一郎なのだ。

　幼稚園の頃ころに、保母さんに抱いた感情が初恋だった……ような気もするが、それも今でははっきりとしない。名前はおろか、顔すらも思い出せないのだから。

（とにかく、司令から正式に『部隊内恋愛禁止』命令が出たんだ。俺は余計なことは考えず、いままで以上に、分け隔てなく彼女たちに接しよう。うん、それでいい）

　そう自己完結する頃ころには、竜一郎は、ミルキィの部屋の前を過ぎて、真珠の部屋の前の廊下に辿たどり着いていた。

　いつも思うことだが、彼女たちの部屋の扉はまるでビルの外がい壁へきのようだ。

　扉に比べると小さすぎる拳こぶしで、竜一郎は特殊合金のそれを叩たたいた。

　……返事はない。

　もう一度叩き、腹から声を出して、真珠君、と呼びかけてみた。

　だが、結果は同じだった。

　沈ちん黙もくして扉は開かず、何の応こたえもなかった。

（寝てるのか？）

　夕食前であるし、トロントからこっち、特にハードなＢＴバトルトレーニングは行っていない。それでも、ベッドなどに横になっているといつのまにか眠ってしまうということはあるものだ。

　竜一郎は隊長権限として、全室の遠隔操作カードキーを持っているが、使ったことはなかった。プライベートは大切にしてやりたい。

（処罰はない、ってことを早く教えてやりたかったんだが……まあ、いいか）

　ルビーやレインに話してもいいのだが、すると、せっかく寝ている真珠を彼女たちは叩き起こしてしまうに違いない。医い療りよう班からは、眠りが浅いようだ、という報告を受けていたので、せっかく眠っているなら起こしたくはなかった。

（メールにいれておくとするか）

　竜りゆう一いち郎ろうは踵きびすを返して真しん珠じゆの部屋の前から離れると、廊下をセントラル・エレベーターのあるサロンへ向かった。




　真珠は眠ってなどいなかった。

　起きて、ベッドの上で膝ひざを抱えて、竜一郎の声が自分を呼ぶのを聞いていた。

　それだけで、胸の奥が甘く疼うずいた。

　けれど同時に、どうしようもない悲しみと、そして怒りが込み上げて、体の中を嵐あらしのように駆け巡り、痣あざになるほど自分の腕を強く摑つかんだ。

　怒りも、悲しみも、竜一郎にとっては理不尽なものだ、というくらいはわかっている。

　彼がそれに責任を感じなければならないことはないし、怒りをその身に受けなければならない義務もない。

　こっちが勝手に想おもい、そして失っただけのことだ。

　別に何も変わりはしない。ただ、自分の想いに気づかされる前の関係に戻るだけだ。

　それなのに──

（どうしてこんなにつらいんだろう……）

　酷ひどい喪失感があって、何をしても埋められそうにない、と思えた。

　それに、シトロンの言った言葉が、頭の中を駆け巡っていて、どうしても消すことができないでいた。

　──『所しよ詮せん、人間は人間同士、ということね』

　結局、そうなのだろうか？　ただ、体が大きいだけなのに──それが、そんなに悪いことなのだろうか？　それとも、やはり自分たちは、まったく《違うモノ》なのだろうか？

（でも、まちがいなく半分は人間なのに……）

　父親は全員、間違いなく人間だ。それぞれの民族的特徴も多く受け継いでいる。

　けれど、竜一郎に出会うまで、誰だれ一人自分たちを同じ人間としては扱ってくれなかった。支部の皆は優しかったが、それは実験動物へ抱く親愛の情にすぎなかったことが、ここへ来てよくわかった。

　その竜一郎も、結局は──

（違う！）

　真珠は、自分の膝頭にごんごんと頭をぶつけた。

（そんなことを失恋の理由にしちゃダメ！）

　その方が楽だし、簡単に諦あきらめもつくだろう。けれど、それでは彼を好きだと気づいた初めての自分の《恋》が、可か哀わい想そうだった。

（ごめんなさい、隊長さん……）

　膝ひざに頭をつけたまま、真しん珠じゆは強く唇を嚙かんで、じっと嵐あらしに耐えた。皆も同じ気持ちなんだろうか、と考えて、ますます切なくなった。

　シトロンが去ったあと、ミルキィは泣きながら駆け出して部屋に飛び込み、ルビーは怒りに目を吊つり上げて、レインは呆ぼう然ぜんとしながら、それぞれ部屋に戻っていった。晶あきらは終始うつむいていて、表情は見ることができなかった。

（皆の顔も、まだ見られないよ……）

　いまは、もう少し時間が欲しかった──もう少しだけ。




　そのバーには、客は二人しかいなかった。

「…………」

　シトロンは無言で店の中を一いち瞥べつすると、真っ直すぐに隅のテーブルに向かった。

　薄うす暗い店内にはジャズが流れている。カウンターにバーテンの姿はない。いいかげんな店だ。

　テーブルには二人の男が座っていて、一人は完全に酔いつぶれているように見えた。酷ひどくアルコールが臭におう。安いウィスキーの中に漬け込まれてでもいたようだ。

「済んだわ」

　そう告げると、起きている男の方が彼女を向いた──ライアーである。彼の手にも水割りのグラスがあったが、中身は少しも減っていなかった。彼はそれを掲げるようにすると、薄く微笑ほほえんだ。

「お疲れ様でした。──ああ、聞かせてもらいましたよ。ずいぶんとまた、子供騙だましな手でしたね？」

「相手が子供だからそうしたのよ」

「それは失礼」

　シトロンは、ふん、と鼻を鳴らした。

「《恋愛》なんて、所しよ詮せん、全すべて子供騙しよ。錯さつ覚かくでしかないわ」

「おや、そうですか？」

「そうよ。……あなた《吊つり橋ばし効果》って知っている？」

「いえ、知りませんが」

「高い吊橋の上で出会った男女は《恋》に落ちやすいの。なぜだかわかる？　生命の危機を感じて起こる肉体的な警けい告こく反応──鼓動の高鳴りや体温の上昇などを、脳が《恋愛》と錯覚するからよ。《恋愛》は人間の高尚な精神活動の最たるものだ、なんて言っても、所詮はその程度なのよ。戦場で《恋》に落ちやすいのも同じ。人間も動物である以上、人生最大の目的は子孫を残すことだわ。ただ、人間には理性とか倫理とか邪じや魔まなものがあるから、それを誤ご魔ま化かすために脳が《恋愛》という錯さつ覚かくを起こさせて、それを正当化させているのよ。ただの生物としての本能。そんなことはない、認めたくない、人間は獣けものより高こう尚しようだ、と思いたい連中が《恋愛》という錯覚を、神格化しているにすぎない。手品と同じよ。タネを知っていれば《錯覚》を起こさせるのなんてワケないわ」

「……過去に《恋愛》で何かありましたか？」

　ライアーが言うと、シトロンの頰ほおに僅わずかに赤味が差した。彼女は、何かを言いかけて止め、うるさいわね、と呟つぶやいてから話を逸そらすように、ライアーの向かいでつぶれている太った男を指さした。

「この男は誰だれ？」

「ああ、ヴィクトル・アデナウワー様──司令の兄上様ですよ。意気揚々と視察に来たものの、民間人が立ち入れる場所はほとんどありませんから。こうして連日酔いつぶれるしかないというわけですよ」

「だらしないわね」

　それを聞いてライアーが笑うと、ヴィクトルは不意に、まるで生ける死体のように、のっそりと体を起こした。濁にごった目でシトロンを見たが、特に興きよう味みも抱かなかった様子だった。目は落ち窪くぼみ、無ぶ精しよう髭ひげが黴かびのように顎あごや口の回りを覆おおっている。

　彼は立ち上がった。グラスが倒れ、残っていたウィスキーがテーブルの上に広がった。そして、そのまま幽鬼のような足取りでバーを出て行った。

　ライアーはその背中に向かってグラスを掲げ、

「ご武運を」

　と言い、シトロンは眉まゆを顰ひそめた。

「何？」

「ただの挨あい拶さつですよ」

「……まあいいわ。それより聞いてたなら首尾がどうだったか、わかっているんでしょ？」

「ええ。《恋》を体験させ、そして突き落とす──完遂されましたね」

「じゃあ、後金を貰もらえるわね？」

「お急ぎですか？」

「あたりまえでしょ？　わたしがしたことはすぐに知れるわ。ヘルガ・アデナウワーと表立ってやりあう気なんかないもの」

「わかりました。では、私の部屋までおつきあい願えますか？」

「……おかしなこと考えてないでしょうね？」

　それを聞くとライアーは、

「これでも私は恐妻家なんですよ」

　と楽しそうに言って、伊だ達て眼鏡めがねの下で目を細めた。
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（……眠ってしまったのか）

　ぼんやりした視界の中で横になったテーブルを見て、ヘルガはそう知った。

　竜りゆう一いち郎ろうが出て行ったあとで、シトロンが来るのを待ちながらソファーで残務整理の続きをしていたのだが、少し休きゆう憩けいした隙すきにうとうとしてしまったらしい。

　体を起こすと肩から毛布が落ちた。カリウスがかけてくれたのだろう。

（どうやら、少尉は来なかったようだな）

　来たのであれば、カリウスが起こしてくれる。その忠実な執事の姿もいまはない。黙だまって傍そばを離れることは絶対にないから、仮眠を邪じや魔ましないように奥で控えているのだろう。

　シトロンが呼び出しに応じないということは、何かを始めたのかもしれない。何しろ総帥が送り込んできた人物だ。表立って動けばこっちが総裁に疑われるが、向こうが動いた以上はこちらも手を打つ必要があるだろう。

　落ちた毛布を拾ってソファーの背もたれにかけると、ヘルガは時計を見た。

（じきに夕食か……）

　なんとなく口の中が粘っこく、剝むき出しのおでこに触るとぺたぺたした。寝汗をかいてしまったらしい。

（シャワーを浴びるか）

　汗臭いまま食事を摂るのは嫌だった。

　散らかった書類をわかるようにまとめてテーブルの隅の方に置くと、ソファーを立って裏手にある私区画へと向かった。

　網膜と指紋の照合を行い、扉を開いた。この向こうには、ヘルガ自身の他ほかは、カリウスしか入ったことがない。

　ヘルガの私室は、軍事要よう塞さいの中とは思えぬ壮そう麗れいさだった。

　家具は全すべて高価なアンティーク。ベッドはキングサイズで、天井や、窓のように見えるモニターには、彼女の思い通りの好きな映像を映し出すことができる。いまは、かつて暮らしていた屋や敷しきの、広大な庭の初夏バージョンだった。要塞内時間に合わせてあるので、夕暮れは去り、燃えるようだった空も森も青く塗り変わり始めている。

　ヘルガはクローゼットを開けた。

　中には、いま着ているのと同じ軍服がずらりと並んでいた。ドレスなどは一着もない。欧州連合宇宙軍に入る時に、二度と着ることはない、と決めてしまい込んである。

　中の引き出しから替えの下着を出し、それを手にバスルームに向かった。

　水が貴重な宇宙にあって、《ヴァルハラ》ではしかし、かなり自由に使うことができる。それは《ガイア機関》と呼ばれる、地球の自然を模した巨大な環かん境きよう維持システムが、豊富な水を供給してくれるからだ。

　ヘルガは靴くつを脱ぎ散らかして中に入ると、クラシカルな捻ひねるタイプの鍵かぎを閉めた。

　洗面台には巨大な鏡かがみがある。それに向かいながら、ヘルガは両脇わきで髪を止めている細いリボンを解ほどいた。

　さらり、と流れた黒い髪は腰に届くほど長い。

　軍服だけでなく、スポーツブラとパンツも無造作に脱いでしまうと、それをクリーニングボックスの中に放り込んで、もう一度、鏡に向かった。

（……ないな）

　何が、かといえば、胸が、だ。こうして真正面から見ると、盛り上がりも何もない。すかすかだ。それでもブラをつけるのは、先が擦すれて痛いから、という理由しかない。

　ヘルガは横を向いた。そうして、両手で肋ろつ骨こつの方から肉を集めて寄せてみる。

（こうすれば、少しはあるな）

　それでも夏なつ美みやシトロン、他ほかのオペレーターの女性たちに比べると、全然足らない。

　持ち上げたまま体を捻ってみる。

　二、三回、繰くり返したところで、ヘルガは手を下ろした。胸は元に戻ってしまう。

（……バカか、私は）

　ふと素に戻ると、急に気恥ずかしくなった。

　誰だれも見ていないのに、肩を怒らせてわざと男のようにずんずんと歩きながら、浴よく槽そうとは別のガラス張りのシャワー室に入って扉を閉めた。

　本当はローズオイルをたらしてゆっくりとバスタブに浸かりたいところだが、夕食まで時間がないからシャワーだけで我慢することにした。夜の会議が済んだら、寝る前にゆっくりと入ればいい。

　ハンドルを捻ひねると、石せつ鹼けん成分を含んだ、四一度に設定されたお湯が勢いよく周囲から出てきて、ヘルガはそれを浴びながら、スポンジで隅々まで体を擦こすった。汗のたまりやすいところは特に念入りに洗う。

　髪も洗いたかったが、それも我慢した。洗うだけでなく、色々と手入れをしなくてはならないから、始めると時間がかかる。

　シャワーを止めると《ドライ》ボタンを押した。

　前後左右から心地よい温風が噴ふき出してきて、濡ぬれた体を乾かしてくれる。除湿されるので余計な汗はかかない。

　気持ち良さに、ヘルガは息をついた。その時──
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《ニブルヘイム》に、Ｇジー・Ｏオー出現の警けい報ほうが鳴り響ひびいた！

　今度ヘルガの口から漏れたのは、ため息だった。

（気を抜く暇なし、だな）

　仕方なく《ドライ》を途中で諦あきらめ、ヘルガはシャワー室を出ると、タオルで残った水滴を拭ふき取り、下着を着けた。

　髪は生乾きだが仕方ない。

　バスルームを出て、クローゼットから出した新しい軍服に着替えると、濡れた髪をリボンで結んだ。水気を含んだ髪はすこし重い。

　ふっ、と息を吐いて、表情を引き締しめると、ヘルガは私室を出た。

　執務机の方へ歩きながら、

「……《ベルザンディ》。現状報告」

　と命じる。

「《はい》」

《ノルン》の中で一番まともに思える電子音声がすぐに応じた。

「《一分ほど前、中国の重じゆう慶けいの西・三キロメートルにＧ・Ｏが出現──補足します。西安の南・二〇キロメートルにＧ・Ｏ出──補足します。フランスのジュネーブ西・五キロメートル及び東・三キロメートルにＧ・Ｏ出現。現在時──補足します。アイスランド──》

　次々と増える報告に、ヘルガの目は大きく見開かれた。

（まさか、もう始まったのか!?）

　ちり、と胸の奥で焦りが嫌な臭においを立てた。

「カリウス！　《ビフレスト》へ行く！　来い！」

「はい、ただいま」

　すぐに、よく通る声が聞こえた。

　ヘルガは机に辿たどり着くと、すぐに降りられるように、エマージェンシー・エレベーターのボタンを押した。

　シュッと音を立てて扉が開く。

　途と端たん、ヘルガは、ぎよっとした。

　──そこに、いるはずのない人間がいたのだ。

　太った体をよれよれのスーツに押し込めるようにして、全身から、汗と酒の臭いを撒まき散らし、どろりと濁にごった目で見下ろしているのは、ヴィクトル・アデナウワー──兄だ！

　驚おどろきが、怒りに変わるのに時間はかからなかった。

　どうやって入り込んだのか、とかそういうことはあとにして、酒の臭いにとにかく腹が立ち、なぜここにいる、と怒鳴りつけようとした。

　その瞬しゆん間かん、ヴィクトルが、どん、とよろけたように体を倒してきた。

　避さけられなかった。

　兄の体ごと一歩さがったヘルガは、だが、下腹部に凄せい絶ぜつな冷たさを感じて、自分の体を見下ろした。

　変なものが見えた。

　それは、長く、銀色をしていて、兄の手に終わりがしっかりと握られ、その先の部分は自分の腹へ消えていた。

　──ずぅ

　その銀色の何かが、体の中に押し込まれてくるのを見た途と端たん、冷気は爆ばく発はつ的な熱に変わり、一いつ瞬しゆんで、全身に伝わった！

「ああああああああああああああああ」

　ヘルガは、これが自分のものなのか、と驚おどろくような声を知らずに上げていた。

　全身から汗がどっと噴ふん出しゆつし、毛穴という毛穴が開いて、そこから全すべての力が抜けていくような気がした。

「お嬢じよう様っ！」

　遠く、カリウスの声が聞こえた気がしたが、夢のようにも思えた。

　すぅ、と銀光が腹から抜けて離れる。

　すると、そのあとから真っ赤なシロップが溢あふれ出してきて、足を濡ぬらしながら床に広がっていった。

「あああああああああ」

　自分の声に似た変な声は、まだ聞こえる。

　きぃん、きぃん、と甲高い音が響ひびく。どこかで何かが閉まる音が聞こえた気がした。

　なんだか酷ひどく騒さわがしい。

　気がつけば、いつのまにか膝ひざをついていた。

　その下で、赤い染みはどこまでも広がっていく。

（どうしよう。イチゴのシロップ、こぼしちゃった……ママ、怒るかな……）

　ヘルガは泣きそうな顔になった。

　そして──全てが夜に堕おちた。




「きゃああっ！」

　悲鳴を上げて、がたがたと椅い子すを倒すようにしてオペレーターが逃げ出した原因を、竜りゆう一いち郎ろうは見た。

《ビフレスト》の司令長官席の後ろにある、ヘルガ専用のエマージェンシー・エレベーターの扉が開いて、そこから血に塗まみれた包丁を持った巨漢の男が現れたのだ！

　何が起こったのかを考えるよりも早く、竜一郎は階段を駆け上がっていた。オペレーター席を乗り越え、一いち撃げきで包丁を蹴けり飛ばす。そのまま血に塗まみれた腕を取って足を払はらい、床に倒すと同時にその腕を背中に捻ねじって、体重をかけて自由を封じた。

　だが、男に抵抗する意思はないようだった。

「警けい備び兵！」

　竜りゆう一いち郎ろうが叫ぶまでもなく、突撃銃アサルトライフルを手にした兵士がすぐに駆けつけて男を拘束した。

　乱暴に引き上げられた顔を見て、竜一郎は初めて、男が、ヴィクトル・アデナウワーであることに気がついた。

（どういうことだ？）

　そう考えた瞬しゆん間かん、腰のところで携帯通信機が震ふるえた。

　Ｇジー・Ｏオー出現の警報が鳴り響く中で、手についた血を仕方なくズボンで拭ぬぐい、ベルトのケースから通信機を取り出すと『通話』ボタンを押した。

「天あま宮みやです」

『司令つきの執事のカリウスです。静かに聞いてください』

　声の調子にただならぬものを感じ、竜一郎は僅わずかに緊きん張ちようした。

『お嬢じよう様がヴィクトル様に刺されました。内密に至急医い療りよう班をよこしてください。重症です』

　ざっと竜一郎の肌が粟あわ立だった。

（刺された!?　司令が!?）

「……わかりました。すぐに向かわせます。犯人は取り押さえました」

『お願いします』

「カリウスさん、内々に連絡してくださってありがとうございます」

『いえ』

　通話が切れると、すぐに竜一郎はオペレーターに向かって、医い療りよう班を《ニブルヘイム》に向かわせるように命じた。名目は、カリウスが錯さく乱らんしたヴィクトルを取り押さえようとして格かく闘とうし、怪け我がをしたということにして、ヘルガのことは伏せた。

　このような時に司令が重症を負ったと知れば、部下は動揺する。それに、否決されたとはいえ、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の再編成案が安保理事会に出されるような状況下で、アメリカがそれを知れば、どんな攻勢に出るかわからなかった。

　このことはできる限り内密にするべきだ──竜一郎はそう判断した。

　内規で、司令が不測の事態で指揮を執れない場合は、《ヴァルハラ》の全権は、騎き兵へい隊長である竜一郎が引き継ぐことが決められている。

　それを思うと、急に肩が重くなったような気がした。

「中尉」

　声に振り向くと、どこか茫ぼう然ぜん自じ失しつのヴィクトルを抱えるようにした兵の一人だった。

「この男の処遇、いかがいたしましょう？」

「営倉に放り込んで、厳げん重じゆうに見張りをつけてください」

　アデナウワー一族であろうとなんだろうと、司令を刺したのだ。牢ろう屋やにぶち込まれて当然だった。この場で射殺されても文句は言えないのだ。

　それに、何か背景があるかもしれない。それを調べる必要があった。そのためには生かしておかなくてはならない。

　警けい備び兵が命令を復唱し、ヴィクトルを引き立てて出ていくと、竜りゆう一いち郎ろうは司令長官席から司令室を見回し、大きく手を叩たたいた。

　不安そうな人々の顔が自分を見る。視線の圧力というものを、ひしひしと感じる。

「司令は打撲を負われたので、念のために検査を受けるそうだ。戻られるまで、我々が状況を整理しておくぞ。皆、席につけ」

　鳴り続けている警報の下で、竜一郎は、無む理り矢や理り微笑を浮かべて声を張った。それを見て、オペレーターたちは職務を思い出したのか、自分の席に戻った。

「よし。──《ベルザンディ》、Ｇジー・Ｏオーの出現位置を表示しろ」

「《了解しました。全Ｇ・Ｏの出現位置を表示します》」

（全？）

　竜一郎がそのことを疑問に思った瞬しゆん間かん、空中に現れたスクリーンに世界地図が表示され、そこへ赤い点が灯ともり始めた。

《ビフレスト》が再びざわめいた。

　Ｇジー・Ｏオーを表す赤点は、陸上のありとあらゆる場所に輝かがやき、その数は次々と増えていき、留とどまるところを知らぬように見えた。

「なんだ……なんなんだ、これは……」

　スクリーンの照り返しを受け、全身を赤く染めながら、竜一郎は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた……。




「知恵があり美しく真の優しさを持つ者……彼女にぴったりとは思いませんか？」

　微笑ほほえみながらライアーは言った。

「その彼女が、愚かで己が見えない兄弟によって倒れることで、黄昏たそがれは始まるのですよ。──と言っても、もう聞こえていませんか。それは残念」

　ライアーは自分の部屋の床を見下ろして、肩を竦すくめた。

　足元にはシトロンがうつぶせに倒れていた。ぴくりとも動かず、横を向いた顔は、自分の体から流れ出した血に浸かっている。背中にぽつんと空いた穴の回りにも、赤黒い染みが広がっていた。

　銃を突きつけた時の、あの顔は忘れられない。決して逃げられないと悟った時の顔も。

　なんでもします、と命乞ごいをしながら服を脱ごうとしたのは面おも白しろかった。

　何の価値もない、と言い捨てて最後の希望を払い除のけて砕くのはいい気分だった。

　だが何よりも、体に穴を穿うがたれて崩れ落ちる瞬しゆん間かんの泣き顔が最高だった。

　そう思ったから、顔は撃うたなかった──せっかくのショーが、台無しになってしまう。

　しかし、それも幕が下りた。

「本当は、ヘルガ・アデナウワーの最期をこの目で見たかったんですけどね、あなたもなかなか良かったですよ」

　ライアーは床に倒れ臥ふしたシトロン跨またぐと、部屋の出入り口へ向かった。

　床には、彼の靴くつ跡あとが、シトロンの血で赤く残った。

　左手の指がボタンを押し、扉が開くと、丁度、廊下を四人の警けい備び兵たちがヴィクトルを中心にして通りかかったところだった。

　兵たちは一瞬驚おどろいた顔をしたが、

「ごくろうさま」

　とライアーが微笑ほほえむと、表情を緩ゆるめた。自分が言われたのだと思ったのだろう。だが──

「ヴィクトル──いや[image: ミスター]ヘズ」

　そう言って上がったライアーの右手には、小さな自動拳銃オートマチツクが握られていた。

　銃口が火を噴ふき、ヴィクトルは、がくんと頭をのけぞらせて、右の眼がん窩かから血を噴ふん出しゆつさせた。

　薬やつ莢きようが、床に落ちて乾いた音を立てる。
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「き、貴様っ！」

　虚を衝つかれたとはいえ、訓練された警けい備び兵の反応は速かった。

　二人が、無駄と知りつつヴィクトルを床に倒してこれをかばい、残る二人の内の一人の手刀がライアーの手から銃を叩たたき落し、もう一人がグレーのスーツの袖そでを摑つかんで捻ひねった。

　だが、どこをどうされたのか、腕を摑んだはずの兵は、まるで暴風にあったかのように弾はじき飛ばされて、もはやもの言わぬ肉の塊と変わり果てたヴィクトル共々、他ほかの兵を巻き込んで、廊下の壁かべに叩きつけられていた。

　ライアーは銃を拾うと、その脇わきを悠々と通り、廊下を歩み去ろうとした。

「ま、待て！　止まれ！」

　警備兵たちは、ヴィクトルの血に塗まみれながら、銃口をライアーに向けた。

「止まらないと撃うつぞ!!」

　ライアーは振り向いたが、その顔には微笑ほほえみが浮かんでいた。カーテンコールの挨あい拶さつか何かのように、挑発するように両手を広げ、後ろ向きのまま歩き出す。

　彼の手にはまだ銃がある。

　警告はしたのだ。躊躇ためらうことなく、警備兵は引き金を引いた。

　連続した銃声が狭い廊下に反はん響きようして轟とどろき、数十発の九ミリ弾がライアーを目掛けて殺到した。

　即死は免まぬがれなかった──しかし！

　全すべての弾丸は、ライアーの目の前で水滴か何かであったかのように弾はじけて消え、何ひとつ彼に傷を負わせることがなかった。

「ば、馬ば鹿かな……」

　突撃銃アサルトライフルを構えたまま、警備兵たちは呆ぼう然ぜんとした。ライアーは指ひとつ動かさなかった。だが何か仕掛けがあるに違いない。

　もう一度、彼らは引き金を引いた。空薬やつ莢きようが次々と排出されて血ち溜だまりに落ち、じゅっという音を立てる。

　狭い廊下に銃声が反響して、耳がどうかなってしまいそうだった。

　それほどまでに撃ったのに、しかし、ライアーは平然と微笑んでいた。やはり、一発も当たらない！

　ライアーが、すっと手を上げた。

　すると、銃声は残響を残してやんだ。弾はまだある。だが──指が動かない！

「……ちょっとしつこいですよ、あなたたち」

　彼らが、自分たちの体に異変が起こったことに気がついたのはすぐだった。

　指だけでなく、全身の自由が利かず、そればかりか、腕が自分の意思とはまったく関係のない方向へ向き始めた。

　手の中には銃がある。

　その銃口が、ライアーではなく、別の方へ──仲間の方へと向くのを、互いにどうすることもできなかった。

「や、やめろ！」

「よせ！　何で俺おれに向けるんだ！」

「おまえこそ！」

　警けい備び兵たちは、互いの顔に突きつけられた銃口を前にうろたえ、自分に銃を向けている相手を怒鳴った。

　だが、どうしようもないのだとわかり、おそらくはこれがライアーの仕業なのだ、ということを悟ると、助けてくれ、と懇こん願がんした。

　ライアーは、にっこりとしながら、

「駄目です」

　と言った。

　兵たちの懇願は、憎悪に満ちた罵ののしりに変わった。

　その瞬しゆん間かん、指が引き金を絞り、四つの命は風船が割れるように消え、辺りをクリムゾンレッドに染め上げた。

「芸術的ですね」

　そうひと言残し、ライアーは彼らに背を向けると、廊下を一番近いエアロックへ向かった。




「どうですか？」

　表面上はあくまで冷静に、カリウスは医い療りよう班の医師に聞いた。タキシードは幼い主人の血でぐっしょりと濡ぬれている。

　ヘルガはいまストレッチャーに乗せられて、他ほかの医療スタッフの応急処置を受けている。セントラル・エレベーターの昇降機の中は、彼女の血の匂においに満ちていた。

　Ｇジー・Ｏオー警けい報ほうの下で、医師の表情は厳きびしかった。

「傷が内臓に達しています。腸の切断、それに……卵巣と子宮広間膜にも大きな損傷が見られます。内腸骨動脈も傷ついていて出血が激しく危険です」

「助かりますか？」

「とにかく手は尽くします」

　医師は明言を避さけた。それが、ヘルガの状態を物語っていた。

　治療に戻った彼に、カリウスは深く頭を下げた。

　もはや自分にできることはなかった。彼らはプロだ。任せる以外にはない。

　いったい何が起こったのか──カリウスは把は握あくしかねていた。

　ヘルガの異様な叫び声に駆けつけた時には、ヴィクトルは血ち塗まみれの包丁を手に、エレベーターの中に消えるところだった。銃を撃うったが、それは扉に阻はばまれた。

　状況から見て、ヴィクトルがエマージェンシー・エレベーターの中にいたのは間違いない。

（だが、どうやって？）

　あのエレベーターは、ヘルガ専用のものだ。彼女でなくては動かすことができないようになっている。

　もちろんシステムをいじるなり、ヘルガの網膜と指紋、声紋にＤＮＡデータを手に入れて照合し、日替わりで変わるパスワードを使うなりすれば、動かせる。

　だが、ヴィクトルにそれができるとはとうてい考えられなかった。

　それに、それほど冷静なら、どうして自分で刺すような真ま似ねをしたのか。監視カメラは山とある。ばれない訳がない。それにここは宇宙要よう塞さいの中だ。逃げるにも限界がある。

　そそのかした奴やつがいるか、それとも──

（そもそも『視察』は、これが目的だったのか？）

　カリウスは、ぎりっ、と歯を鳴らした。

（何もかも、知られていたのか？）

　彼の耳には、総帥の嘲あざ笑わらう声が聞こえる気がした。

　その時、不意に医師たちの動きが慌しくなった。

（お嬢じよう様！）

　医師が除細動器の電極を手にし、すり合わせるのを見て、カリウスの顔は見る間に血の気を失っていった──




　ライアーがエアロックに近づくと、何の操作もしないのに、ランプが赤から緑に変わり、内と外の二枚の分厚い扉は自動的に開いた。

　たちまち空気が急流の水の如ごとく流出する。誰だれかが置きっぱなしにした、飲みかけのペットボトルが、くしゃみでもしたかのように吹き飛ばされて見えなくなった。

　周囲の空気は、たちまち拡散してなくなる。

　ライアーは、宇宙服などは着ていない。しかし、何の痛つう痒ようも感じていないようだった。

　靴くつに仕掛けでもあるのか、外に吸い出されることもなく、スーツの裾すそをはためかせて平然と立っている。

　異常減圧を感知して前後の隔かく壁へきが降りた。

　外と地続きとなった廊下の一部に、彼は一人取り残された。もはや、警けい報ほうも聞こえない。全すべての喧けん騒そうから解放されたのだった。

　手を見、まだそこに銃があることに気がつくと、ライアーはそれを捨てた。

　重力から自由になった拳けん銃じゆうは、廊下の壁かべにあたって方角を変え、それを何度か繰くり返すと、それきり宙に浮かんで動かなくなった。

　ライアーは悠然と《ヴァルハラ》の外へ──宇宙の只ただ中なかへ出ていった。

　目の前には、真っ青に輝かがやく美しい惑星が、細かく砕いた光を散らした、漆しつ黒こくの闇やみの中に浮かんでいた。

　彼は熱いため息をつくと、地球に向かって両腕を広げた。それは、愛する者を抱き締しめようとするかのようであった。

「さあ……始めよう！　戦いのゴングを鳴らせ！」




　──地上で、巨大な猿さるに酷似したＧジー・Ｏオーたちの口から、一いつ斉せいに咆ほう哮こうが上がった。








ヴァルキュリアの機甲Ⅱ ─了─















　　　　　あとがき







「ホームページないんですか？　作らないんですか？」

　時々、こう訊たずねられることがあります。答えは決まっていて、

「ええ、まあ……」

　です。

　なぜかといえば、おそらく『ハマル』と思うからです。執筆そっちのけで毎日のように更新するはずで、それが分かっているので手を出していません。

　それに、自分で情報を発信できるのは魅力的なんですけど、口ならぬ筆が滑って、ぜったい何か日記とかでよけいなことを書いてしまいそうなので。

　こわいこわい。

　ということで、いましばらく開設予定はありません。すいません。




『ヴァルキュリアの機甲』はこの巻で、物語全体の半分まで到達しました。

　折り返し地点。ターニングポイント。

　ぐるりと回って、これからさらに加速していく予定です。

　バテないように、気をつけないと……これから夏だし。

　クーラーつけっぱなしだァ！

　つーか、もう既にかけてるぜ！　ビバ、西日の当たりまくる部屋!!

　……うう、暑い。




　あー、できたら、一巻と二巻の間に存在したはずの、竜りゆう一いち郎ろうと真しん珠じゆたちの日常の様子なども、機会があれば、短編で書いてみたいと思ってます。

　そっちはひたすらラブコメで。

　竜一郎の奴やつ、きっと、胸に挟まれたりとかおもちゃにされるんだろうなあ……。




　それでは、また、次の夜に──


ゆうき　りん









[image: ]







ゆうきりん

関東在住のガンダム好き。部屋にはＭＩＡがゴロゴロしている。アメコミヒーローではバットマンが最高。ミニョーラは素晴らしいよね。犬は可愛いです。
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イラスト／宮みや村むら和かず生お

12月10日生まれ。東京都出身。ゲーム会社を経て現在フリーにて活動中です。イラスト、デザインの仕事を行っております。http://www.din.or.jp/~abara/
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ヴァルキュリアの機き甲こうⅡ




～恋れん愛あい操そう作さ～








ゆうきりん
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